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Prologue　『せめてヒトらしく』









　帝てい国こくでもネビュリス皇おう庁ちようでもない地──

　この世界は広大だ。

　帝国と皇庁が世界の二大国であったとしても、二国を足し合わせた面積は世界の半分に満たない。

　百を超こえる国々と、そして世界中に点在する中立都市。これらの中間勢力が緩かん衝しよう材ざいになることで、二大国の戦いはかろうじて全面戦争を免まぬかれている。

　……そのはずだった。
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「ふぅ。こんな早朝では、まだ風も冷たいのね」

　朝焼けの酪らく農のう地帯──

　ネビュリス皇庁の国境を越こえた先の丘おかで、イリーティアは深緑色の野原に立っていた。

「ここで輸送機を待つ。約一時間後に合流、帝国領に帰き還かんする」

「承知しましたわ」

　イリーティア・ルゥ・ネビュリス９世。

　帝国兵たちに頷うなずく「魔ま女じよ」は、美しかった。

　愛らしくも凜り々りしい面おも立だちに、切れ長の瞳ひとみは彼女を見る者すべてを誘ゆう惑わくするように微笑ほほえんでいる。

　金を帯びた翡翠色エメラルドの髪かみは大きく波打ち、陽ひを浴びて燦さん々さんと輝かがやいて。

　そして二十歳はたちという年ねん齢れい相応以上に豊かに成熟した胸の双そう丘きゆうが、王衣ドレスの胸むな元もとからこぼれ落ちんほどに覗のぞいている。

　美の女め神がみさえ羨うらやむほどの、絶世の美び貌ぼう──

「輸送機の到とう着ちやくまで不ふ審しんな真ま似ねは慎つつしんでもらおう」

「もちろん。帝国に連行される捕ほ虜りよですから。立場はわきまえておりますわ」

　そんな返事とは裏腹に──

　帝国軍の隊長にウィンクしてみせる無む邪じや気きな様は、むしろこの状じよう況きようを待っていましたといわんばかり。

「好いい朝ですわ。じきに皇庁が根元からひっくり返る。その始まり」

　イリーティアが、自らの豊満な胸に手をそえる。

　そこには、わずかに赤らむ傷があった。

　世界中の男のまなざしを惹ひきつける見事な膨ふくらみに、たった一つ穿うがたれた疵きず。




〝女王を庇かばった第一王女イリーティアが、使徒聖ヨハイムの剣けんに切り裂さかれた〟




　致ち命めい傷しようである、と。

　あの光景を目もく撃げきした女王ははと妹アリスリーゼは思っただろう。肩かたから胸にかけて使徒聖の剣で切り裂かれ、血しぶきが女王の間を染め上げた瞬しゆん間かんに。

「……痛かったわ。容よう赦しやなく斬きってくれちゃって」

　その痕あとを、愛いとしむように指先で撫なでる。

　既に治りかけている。

　胸の傷は自分がまだヒトである証あかし。一方で、この異常なほどの再生力は、自分がヒトでなくなりつつある証。

「……今の私は、さしずめその中間かしら」

　幽かすかな自じ嘲ちようとともに口にする。

　そんな第一王女イリーティアの一挙一動を観察しているのが、十人を超える帝国兵だ。

　史上初。

　帝国軍はネビュリスの直系である「純血種」の拘こう束そくに成功して、一時間後には輸送機で帝国まで連行する。

　だが帝国兵たちの目には、ある種の困こん惑わくが色いろ濃こく浮うかびあがっていた。

　──こんなにも美しい女が、魔女なのか？

　帝国における魔女のイメージは、醜しゆう悪あくかつ残ざん酷こく。

　だが、目の前の女性はどうだ。

　匂におい立つように優ゆう雅がで嫋たおやかで、そして圧あつ倒とうされそうな気品がある。魔女という邪じや悪あくな気配が欠片かけらもないことに対する驚おどろきを抑おさえきれない。

「すいません、そこの貴方あなた」

「……っ!?」

　イリーティアに声をかけられて、帝国兵の男が怯おびえたように目をみひらいた。

「な、なんだ！」

「お願いがあるのです」

　銃じゆうに手を伸のばしかけた帝国兵に、イリーティアがクスッと微び苦く笑しよう。
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　ねだるような上うわ目め遣づかいで。

「お水を頂けませんか？　このとおり身体からだが火ほ照てって汗あせばんでしまって」

　身体を屈かがめることで自らの鎖さ骨こつから下を覗かせる。

　しっとりと汗ばんだ胸。その深い谷間に、大おお粒つぶの汗の滴しずくが吸い込まれるように流れ落ちていく光景のなんと艶えん美びなことだろう。

「ね。お願いしますわ？」

「……帝国のものでよければ用意しよう。皇庁の水はない」

「もちろんですわ。これから帝国にお世話になるのですから」

　飲料水のボトルを受けとる。

　ボトルの蓋ふたを開けて口をつけようとしたイリーティアの手元で、もう片手に持っていた通信機が鳴りひびいた。

『やあイリーティア君。よかった、通信機は没ぼつ収しゆうされていないのだね』

「あら、おはようございますタリスマン卿きよう」

　帝国兵たちに囲まれて──

　通信部隊に通話が傍ぼう受じゆされていることも承知で、イリーティアは相手の名を堂々と口にした。

『そろそろ国境を抜ぬけた頃ころかと思ってね』

「ちょうど良かったですわ。私も皇庁の様子を聞きたかったところですの」

『予定どおりの大混乱だよ』

　ヒュドラ家当主タリスマン。

　女王暗殺計画の主導者であり、昨夜における帝国軍の侵しん入にゆうを手引きした本人だ。

『あと一時間後には王宮から国民に向けて発表を行うよ。昨夜の帝国軍の襲しゆう撃げきで、我が皇庁くには過去に類を見ない被ひ害がいを被こうむったとね』

「さぞ皇庁は揺ゆれるでしょうね」

　純血種が連れ去られた。

　その中にはイリーティア自身も含ふくまれているが、これは自ら望んだもの。

　すべては祖国をひっくり返すために。

『イリーティア君の思うままに進んでいるよ』

「そう……それは、何よりです」

　ボトルの水を口にする。

　だがそうしてる間にも美しき魔女イリーテイアには異変が起きていた。顔が真っ青なのだ。額からはおびただしい汗が噴ふきだし、通信機を握にぎる手も震ふるえている。

「……ふぅ」

『おや。ずいぶんと息がか細いように聞こえるが』

「少々、グロウリィ卿の『罪』を受けすぎましたわ……あの姿であれば耐たえられても今は人間の身ですから」

　口にしたのはゾア家当主の名だ。

　罪の星せい霊れいを宿した強大な純血種で、ヒュドラ家の陰いん謀ぼうを薄うす々うすと察していた。

「グロウリィ卿には睡すい眠みん薬やくで眠ねむってもらっています。帝国への輸送中に目が覚めないように常量の四倍を投とう与よしてるから数日間は動けないはず。……ただ、私は不意打ちで正解でしたわ。堂々と挑いどんだら返り討うちだったかも」

『おかげで厄やつ介かいな相手が消えてくれたよ。素す晴ばらしい力だね』

「悪い魔女ですから」

　額から汗を滴したたらせながら、第一王女は立ったまま瞼まぶたを閉じた。

「私のあの姿を見たら、きっとタリスマン卿も幻げん滅めつしてしまいますよ」

『ふむ？　だが自ら選んだことだろう？』

「ええ。私は、手段を選べるほど強くありませんから……」

　もっとも弱い純血種。

　イリーティア・ルゥ・ネビュリス９世は、生まれた時から女王になれない運命を背負ってきた。自分の「声」の星霊があまりに無価値であったからだ。

　だからこそ──

　イリーティアは皇庁と袂たもとを分かった。力ある星霊を宿した者だけが尊ばれる『魔女の楽園』を根本からひっくり返すために。

『ああそうだ。シスベル君は無事に確保した。相応の待たい遇ぐうを約束するよ。ただ例の場所に運ぶ時だけは眠っていてもらうが』

「お任せしますわ」

　通信機を握る手に、力をこめて。

「……と、そうそう。タリスマン卿。まだしばらく王宮に残られますか？」

『そのつもりだが、何か』

「…………」

　一呼吸の間を挟はさんで、イリーティアは小声で口にした。

「女王ははにお伝えください。夜は冷えこむので、身体を温かくしてと」

『まだヒトらしいじゃないか』

　通信機の向こうでタリスマンが苦笑。

『娘ヒトと人外マジヨの狭間はざまに揺れるその感情。何とも切ないね』

「家族との今生の別れです。最後くらい感傷的になっても良いでしょう？」

　通話が切れる。

　帝てい国こく兵たちの視線を感じながら、イリーティアは再び目を開けた。手元の通信機を兵士に預けて、今度こそ飲料水のボトルを口にする。

　たった一口。

　そのわずかな水分の補給さえ、言いようもない吐はき気けに襲おそわれてイリーティアは奥歯を嚙かみしめた。

　肉体が、水の摂せつ取しゆという行動を拒きよ絶ぜつしたのだ。

　──水がなくても生きていける、と。

　既すでにそうなりつつある。

「そうだったわね……ああ、いい加減に慣れないと」

　汗ばむ胸に手をあてて。

　ゆっくりと深呼吸。いずれ自分は、この呼吸さえ必要なくなるだろう。

「せめてヒトらしく。されど魔女として」

　第一王女は小さく嗤わらった。

　その横顔を見た帝国兵が寒気を覚えるほど、美しくも鋭えい利りな冷笑で。

「八大使徒の皆みなさんとお会いするのも久しぶり。いまの私を見たらさぞ驚くでしょうね。楽しみだわ」








Chapter.1　『魔ま女じよ狩がりの夜を終えて　──翌朝』












　　　　１




　醒さめない夜が明けていく。

　永遠のように永い夜。時計の秒針が進むのを固かた唾ずを吞のんで見守り、冷たい夜風に身を震わせながら──




　イスカたちは、魔女狩りの夜を越こえた。




　魔女の楽園「ネビュリス皇おう庁ちよう」、中央州。

　都心から離はなれた森林で。

「予想どおりとんでもねぇ大おお騒さわぎだ。王宮周辺は報道機関が詰つめかけて、武装した警務隊で一いつ杯ぱいらしい。元から近づく気もねぇが」

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手──ジンが情報誌を握りしめた。

　駅で配られていた報道機関の号外だが、そこに記された出来事はすべて第九○七部隊イスカたちが予想していたとおりの内容だった。

　一、帝国軍による夜間の王宮襲撃。

　二、使徒聖との戦いによってネビュリス女王が重体、緊きん急きゆう手術へ。

　三、王家の複数人が行方ゆくえ不明。帝国へ連行か？

　何から何まで前代未み聞もんだ。

　ネビュリス王宮に帝国軍が侵入したことも、始祖の末まつ裔えいたる純血種が帝国軍に捕とらえられたことも。

「わかっちゃいたけど、何から何まで帝国軍の仕し業わざにされてるか……」

　ジンと同じ情報誌を手にして、イスカは苦々しく口にした。

　王宮を襲ったのが帝国軍であるのは記事の通り。だが一つ、ここに記き載さいされていない真実をイスカたちは知っている。




〝暴力政変クーデターの黒幕は二人いた。イリーティアと、帝国軍を呼びよせたお前だよ〟




　帝国軍の襲撃は、ネビュリス皇庁の王家の一つ「太陽ヒユドラ」によって扇せん動どうされたもの。

　ヒュドラ家の女王暗殺計画と──

　皇庁侵しん略りやくをもくろむ帝国の狙ねらいが一いつ致ちした。

　……第九○七部隊ぼくらにとって、帝国軍のこの襲撃は本来なら吉きつ報ぽうなんだ。

　……皇庁は敵で、その敵国への攻こう撃げきが成功したんだから。

　ただし、今だけは話が別だ。

　第九○七部隊イスカたちは王女シスベルの護衛を引き受けていた。

　そのシスベルが太陽ヒユドラの当主タリスマンに誘ゆう拐かいされたことさえ、皇庁の民衆は帝国軍の仕業だと思い込んでいる。

　いわば完全な濡ぬれ衣ぎぬだ。

　ネビュリス女王と王女シスベルの命を狙ったのが王家の血脈「太陽ヒユドラ」であるなど、皇庁の国民は誰だれ一人ひとり気づいていまい。

「イスカ君」

　木こ陰かげから森の外を窺うかがっていたミスミス隊長が、ふり向いた。

「シスベルさんの居場所がわかったら連れん絡らくが来るってことでいいんだよね？」

「ええ。今はそれを信じるしかないです」

　シスベルを誘拐したのは帝国軍ではない、同じ王家のヒュドラ家だ。

　それを知っているのはイスカたち。そして──




〝結局、キミが……ぜんぶ正しかったのね。欺だまされていたのはわたしの方……〟

〝わたしがヒュドラ家を追うわ。証しよう拠こが残ってるかもしれない〟




　第二王女アリスリーゼ。

　昨夜イスカと壮そう絶ぜつな二度目の死し闘とうを繰くり広げたアリスが、妹シスベルの行方をたどって太陽ヒユドラの動向を追っているはず。

「音ネ々ネちゃん、そっちどう？」

「んー……朝になって少しずつ人通りが増えてきたけど、たぶんヒュドラの私兵も紛まぎれこんでるよね。音々たちが現れるのを待ち構えてるんだと思う」

　ミスミス隊長の隣となりで、音々が双そう眼がん鏡きようを握にぎりしめる。

　森から迂う闊かつに姿を現すことさえ許されない。穏おだやかな田園地帯の道にさえ、太陽ヒユドラの刺し客かくが紛れているに違ちがいないからだ。

「イスカ兄、音々たちまだじっとしてる？」

「今しばらくね。ただ、こんな森の中で何日も過ごせるわけじゃない。どっかに移動して待つ方がいいんだろうけど……君らの意見が聞きたい」

　イスカが問いかけた先には、じっと無言を貫つらぬく五人の少女たちがいた。

　ルゥ家の別べつ荘そうにいた従者たち。

　ユミリーシャ、アシェ、ノエル、システア、ナミの五人──ヒュドラの刺客に追われた少女たちは、全員が記事を見つめている。

　怒いかりを抑おさえきれない形相で、だ。

「……この見出し」

　声の震ふるえを抑えきれない最年長の従者ユミリーシャ。

　彼女の手の中で、薄うすっぺらい紙がくしゃりと潰つぶれた。

「『女王、政権交代か？』だと……ふざけるのも大たい概がいにしろ。シスベル様を強ごう奪だつしていった黒幕が！」

　報道機関とは名ばかり。

　この記事さえも、ヒュドラ家が出資している機関が発行したものだ。

　──国家転てん覆ぷく。

　帝国軍の侵しん入にゆうを許した女王は責任をとって引退し、新たな女王を決める女王聖別儀礼コンクラーヴエを急ぐべき。

　そんな記事からもタリスマンの陰いん謀ぼうが透すけて見える。

「怒おこるのは自由だがな」

　痺しびれを切らしたジンが先を促うながす。

「この皇庁くにの政権がどうなろうと俺らは関かん与よしない。ただお前らの主シスベルを取り戻もどすとこまでは約束した通りだ。その上で、今しばらく身を隠かくせる場所は？」

「……ルゥ家の別荘に戻るべきです」

　五人の従者たちを代表して、応じたのはユミリーシャだ。

「あなた方の仰おつしやるように、この森に隠れていても物資がありません。食料も水も。それに、お恥はずかしながら私たちも疲ひ労ろう困こん憊ぱいです……」

「あの別荘には近づけねぇよ」

　ジンが首を横に振ふって。

「魔女ヴイソワーズとかいう奴やつの星せい霊れい術じゆつで城がぶっ壊こわされたばかりだろうが。敷しき地ちの外は野次馬が群がってる。そこにヒュドラの私兵も潜ひそんでる可能性が高い。俺らが姿を見せたら帝てい国こく兵の残党だって捕つかまるのが目に見えてる」

「別荘ではなく別荘裏の隠れ家セーフハウスです」

　ユミリーシャの言葉には迷いがなかった。

「別荘の裏には大きな林があります。もちろんそこもルゥ家の私有地で、その林に物資の貯蔵庫があるんです。そこなら数日は安全に過ごせます」

「……いいの？」

　ジンに代わって、そう訊きくのは帝国部隊イスカたちを束ねるミスミス隊長だ。

「そこってもしかして」

「お察しのとおり、帝国との全面戦争を想定した避ひ難なん場所です。今はあなた方の力が必要ですから、案内するのもやむを得ないと従者一同わたしたちで判断しました」

　ユミリーシャがふり返る。

　彼女の後ろにいる四人の従者が、それを待っていたかのように一いつ斉せいに立ち上がった。

「約束です。シスベル様を取り戻すことを最優先に。もしも裏切れば──」

「僕の命をくれてやる」

　殺気とも見まがうほど鋭するどい従者たちの視線。

　そのまなざしを全身で受けとめて、イスカは迷わずそう告げた。

「その覚かく悟ごでなきゃ僕らは皇庁ここに残っちゃいない。昨晩のうちに帝国軍なかまと合流して一いつ緒しよに逃にげれば良かったんだから」

「…………」

「だろ？」

「なるほど、確かに言われてみれば納なつ得とくです。この場に私たちと共に残っていることが、シスベル様を取り戻すという何よりの意思表示であると」

　ふっ、とユミリーシャが微び苦く笑しよう。

「隠れ家セーフハウスに案内します。ついてきてください」




　　　　２




　ネビュリス王宮──

　皇庁の権力すべてが集中するこの城は、通つう称しよう「星の要よう塞さい」。

　古いにしえの星霊術によって、無数の星霊が集まり結けつ晶しよう化したと言われている。並の炎ほのおでは外がい壁へきに煤すす一つつけることができず、砲ほう弾だんで傷ついても一晩で自動修復してしまう。

　陥かん落らく不可能。

　それが、この王宮が百年誇こ示じしてきた絶対の信しん頼らいだった。

　──その百年の信頼が、崩くずれおちた。

「ようやくなのね……」

　女王の間。

　色いろ鮮あざやかなステンドグラスと葡萄酒色ワインカラーの絨じゆう毯たんと、そして荘そう重ちような石柱によって構成された聖なる広間。

　いや、聖なる広間だった場所で、アリスは息を吐はきだした。

　朝あさ陽ひを浴びるのは、凄せい惨さんに変わり果てた女王の間。

　絨毯はズタズタに引き裂さかれ、二階のステンドグラスは原形を留とどめぬほどに割れ砕くだけ、巨きよ大だいな石柱は半ばから切断されている。

　──女王ははと使徒聖第一席ヨハイムの戦い。

　いまも生々しく残っている戦いの痕あとだ。

　そして。

「…………」

　床ゆかにどす黒い染しみとなって残った血けつ痕こんから、アリスは目を逸そらした。

　女王ははと姉イリーティアから流れた血。

　これが戦争というものなのだ。血の出ない戦いなんてありえない。そうわかっていても見たくはない。

「アリス王女！　敷地内の消火活動、すべて終しゆう了りようしました！」

　親衛隊の一人が、女王の間へと息を切らせて駆かけこんできた。

「煙けむりは残っていますが延焼の恐おそれはありません。現在、敷地内の救助活動および敵の捜そう索さくを継けい続ぞく中です」

「ありがとう。使徒聖が残っていれば危険よ、捜索には王宮守護星を同行させて」

「はっ！」

　一礼して去っていく親衛隊。

　その後ろ姿を見守るのはアリスと燐リン、そして同じく数名の親衛隊たちだ。

「燐、どう思うかしら」

「帝国軍は退散した可能性が高いと思われます」

　黒い煤を頰ほおにつけたままの燐は、二階の割れた窓から外の敷地を眺ながめていた。

「夜間のうちに、王家の複数人の行方ゆくえが途と絶だえています。遺い憾かんながら帝国軍の手に落ちたと考えるべきでしょう」

「……帝国にとっては十分な戦果ね」

「はい。純血種を捕とらえたということであれば、奴らが敵地ここに留まっている理由はありません。もちろんその思考の裏をかくつもりなら話は別ですが」

「……そうね」

　奥歯を嚙かみしめる。

　たった一晩。

　たった数時間で、ネビュリス皇おう庁ちようは過去最悪の損害を被こうむった。アリスが現時点で把は握あくしているだけでも王家の「犠ぎ牲せい者しや」は最低四人。




　絶対安静１名。

　──女王ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世。（左ひだり腕うでの縫ほう合ごう手術中）

　行方不明者３名。

　──ルゥ家第一王女イリーティア（帝国軍により拉ら致ち）

　──ルゥ家第三王女シスベル（ルゥ家の別荘で帝国軍により拉致）

　──ゾア家当主グロウリィ（一いつ切さい不明・目もく撃げき者を募つのる）




　痛手などというものではない。

　国家が傾かたむくほどの人的被ひ害がいだ。始祖の末まつ裔えいたる純血種が帝国の手に渡わたったいま、帝国が次の一手で何をしかけてくるか想像もつかない。

　……だけど、この全ぜん貌ぼうには裏があるわ。

　……この王宮でそれを知ってるのはわたしと燐だけ。

　黒幕がいるのだ。

　アリスにとって帝国と同じほどに憎にくらしき裏切り者がいる。女王を裏切り、妹シスベルを連れさった真の邪じや悪あくが。




〝この侵しん攻こうは、帝国軍のみの陰謀ではありません〟

〝暴力政変クーデターの黒幕はヒュドラ家です。当主タリスマンが帝国兵に扮ふんして屋や敷しきを襲おそい、破は壊かいしていきました〟




　誰だれもが帝国軍が連れ去ったと信じて疑わないだろう。

　……わたしだって完全に欺だまされてたわ。

　……イスカが教えてくれなかったら、その怒りをただ帝国にぶつけるだけだった。

　昨晩、アリスは、帝国剣けん士しイスカと二度目の死し闘とうを繰くり広げた。

　容よう赦しやも手加減もない全力の戦いを。

　それが自分アリスの望んだ聖戦からどんなにかけ離はなれていたとしても、自分からは止まることもできなくて──




〝もうやめよう〟

〝怒りに我を忘れたアリスと戦いたくはない。僕とアリスが戦う時は、今じゃない〟




「…………」

「アリス様？　アリス様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、ええ」

　親衛隊の一人に声をかけられて、アリスはハッと我に返った。

　昨晩のことに思い巡めぐらせる「一いつ瞬しゆん」は、どうも自分アリスの体感以上に長くなってしまっていたらしい。

「恐きよう縮しゆくながらお疲つかれのご様子ですが……」

「いえ、大丈夫よ。ごめんなさい少し考え事をしていただけだから」

　作り笑いで誤ご魔ま化かした。

　実際、疲ひ労ろうはあるのだ。全身に力をこめた臨戦態勢で一晩もの間ずっと気を張り続けることは戦場でも滅めつ多たにない。

　女王に代わって指揮を執とり続けて、アリスも疲労困憊に陥おちいっている。

「……そうね。一いつ杯ぱいだけ水を取ってきてもらえるかしら。ずっと声を出していたから喉のどがカラカラになっちゃったわ」

「直ちに」

「それとブドウ糖とカフェインの錠じよう剤ざいもお願いするわ」

　糖分と興奮剤とで、脳を覚かく醒せいさせて疲労を吹ふき飛ばす。

　休むわけにはいかない。

　……まずは王宮内の安全確保ね。あと国民への説明準備もあるわ。

　……その裏で、シスベルを助ける算段も考えないと。

　奥歯を嚙みしめる。

　女王が負傷した今、ルゥ家で動けるのは自分一人しかいないのだから。

「アリス君はいるかな」

　コツッ

　硬こう質しつな靴くつ音おとを響ひびかせて、女王の間にやってきたのは黒服の男だった。金属製の仮面で顔を隠かくした彼もまた王家の一人。

「仮面卿きよう？　そのお姿は……」

　王家の一つ「月ゾア」の参さん謀ぼうだ。

　彼の服の至るところが切り裂かれ、血が滲にじんでいる光景にアリスは目を疑った。

　帝てい国こく軍との交戦？

　しかし全身の傷は銃じゆう弾だんのものではない。鋭えい利りな剣で切り裂かれたように見えるが、だとすれば逆にもっと深い傷があっていい。

　いったい何で傷つけられた？

「なに、ちょっとした舞ぶ踏とうだよ。少々やんちゃな淑女レデイが相手だったのでね」

「……使徒聖ですか？」

「さあね。互たがいにお行ぎよう儀ぎ良よく名乗ったわけではない。口説こうとしたが丁てい重ちように断られたから、もう城にはいないだろう」

　いたって真顔で答える仮面卿。

「女王代理殿に取りいそぎの報告だ。月の塔とうはひとまず探たん索さくが終わった。帝国軍は残っていない。盗とう撮さつ機の類たぐいはこれからの確かく認にんだがね」

「ご無事で何よりです」

　アリスの相あい槌づちは紛まぎれもなく本心だ。たとえ水面下で啀いがみあう仲とはいえ、それでも血族。犠ぎ牲せいは少ない方がいいに決まっている。

「ご無事？　それは認識の誤りだよ」

　仮面卿の容赦なき応こたえが、アリスの心情を踏ふみにじった。

　アリスや燐はもちろん、この場の親衛隊たちが驚おどろきふり返るほどの声量で。

「我が王宮は帝国軍の侵攻を受けた。美しき庭園が炎ほのおに炙あぶられ、多くの同どう胞ほうが血を流し、王家も複数人が行方不明だ。そこには我が当主グロウリィも含ふくまれる」

　仮面卿が両手を広げる。

　耳を傾ける親衛隊たちに訴うつたえかけるように。

「何より、この件で民衆は大いなる不安と怒いかりを抱いだいている。これの、どこが『ご無事』だというのかね？」

「…………」

「ゾア家は幾いく度どとなく進言してきた。今すぐ帝国に攻せめこむべきだと。それを拒こばみ続け、結果として帝国軍に先攻された今回の責任は現女王にある」

　女王交代──

　問い返すまでもなく、この男の目的もそこにあるのだろう。

「とはいえ、だ」

　仮面のスキマからこぼれる、嘆たん息そく。

「今その話をするべき時ではあるまい。ゾア家としても我が当主の行方を追うのが先決だ。どうにも不可解な点があるのでね」

「……あの方が歴戦の星せい霊れい使いであることは承知しています」

　星の第二世代『罪』の星霊所持者──

　ゾア家当主グロウリィの凄すさまじい戦歴は、この場で知らぬ者はいないだろう。

　……帝国兵に捕らわれたとは思えない。

　……使徒聖だってあの方グロウリイを仕留めるのはそうそうできると思えないわ。

　だからゾア家も戸と惑まどっているのだ。

　今すぐ女王やアリスと対立することはできない。当主がいない状じよう況きようでルゥ家を敵に回すことを厄やつ介かいと踏んだ上での決断だろう。

「ところで──っ」

　そう言いかけた仮面卿が、顔をわずかに傾けた。

　女王の間にもう一人。

　白スーツを着こなした偉い丈じよう夫ふが、優ゆう雅がな足取りとともに姿を見せたからだ。

「アリス様」

「ええわかってるわ燐、今は我が慢まんしろってことでしょ」

　拳こぶしを握にぎって怒りを抑おさえる。

　平静を取りつくろうアリスの前に現れたのは、ヒュドラ家。

「無事で何よりだアリス君。そして親衛隊諸君らの懸けん命めいな働きに感謝する」

　清すが々すがしい声を響かせる当主タリスマン。

　彫ほりの深い端たん整せいな面おも立だちはあくまで爽さわやかで、そしてアリスだけではなく親衛隊たちへの気き遣づかいも忘れない。

　……なんて豪ごう胆たんなの。

　……妹シスベルを攫さらっておいて、帝国軍を呼びこんだ張本人のくせに。

　怒りとは別に、ある種の畏い怖ふさえ覚える。

　完かん璧ぺきなのだ。国家転てん覆ぷくを企たくらむ首しゆ謀ぼう者しやの牙きばなど欠片かけらも見せない。王家の当主として完璧に徹てつしている。

　どれだけの場数を踏めば、こうも振ふる舞まうことができるのか。

「アリス君」

　その当主に、じっと見つめられた。

「心中お察しするよ。イリーティア君とシスベル君が行方ゆくえ不明になっているそうだね」

「っ」

「二人とも大事な王家の仲間だ。私も必ず力になろう」

「……はい。ありがとうございます」

　どの口がそんな台詞せりふを喋しやべるのか。

　燐が横にいるという安心感がなければ、アリスはこの場で激げつ昂こうしていたかもしれない。

　──いまは耐たえろ。

　当主タリスマンの計画には公的証しよう拠こがない。ここで罪を暴あばこうとしても部下から不ふ審しんがられるのは自分アリスの方だ。

　と。

「タリスマン卿も無事で何よりだ。ところで一つ聞きたいことがある」

　唇くちびるを嚙かみしめて耐えるアリスにとって、今だけは、仮面卿の言葉が天からもたらされた幸運のようだった。

「まだ私も全容を把は握あくしきれていないが、此この度たびの襲しゆう撃げき、太陽ヒユドラの塔だけ帝国軍の銃撃を逃れたと。そう聞いているが？」

「ああ、敵は女王宮に攻こう撃げきを集中した。私がその狙ねらいにもっと早く気づいていれば、我々もより多くの人員を割さくことができたのだが。残念でならないよ」

「…………」

　じゃっかんの沈ちん黙もく。

　仮面卿とタリスマン。どちらも上背のある男二人が向かいあうだけで、張りつくような緊きん張ちよう感かんが満ちていく。

「もう一つ。我らの当主グロウリィが昨晩未明から行方不明になっている。何か手がかりを摑つかんではいないか？」

「いや。だが太陽ヒユドラからも捜そう索さく隊を出そう。何かわかれば逐ちく次じ連れん絡らくするよ」

「感謝する。では私はこれで失礼するよ」

　先に退いたのは仮面卿。

　期せずして、今のやり取りはアリスにとっても少なからず収しゆう穫かくだ。

　……勘かんづいてる？

　……ゾア家も、帝国軍の襲撃でヒュドラ家の関かん与よを疑ってるのね。

　ただし証拠がないので手が出せない。

　アリスと同じ立ち位置だ。一つ違ちがいがあるとすれば、容疑を確信しているのがアリスで、まだ推測であるのがゾア家という差だろう。

「ではアリス君、これから大変だが互いに協力しあって乗り越こえよう」

「……はい」

　女王の間を後にする当主タリスマン。

　その堂々とした足取りが何とも憎にくたらしい。

「アリス王女、女王様がお目覚めになりました！」

　医い療りよう部隊の一人である看護師が、白衣で駆かけてきたのはその時だ。

「腕うでの手術は終わっています。まだ麻ま酔すいが効いておりますが多少の会話であれば差し支つかえないと思われます」

「ありがとう、すぐ向かうわ」

　燐と顔を見合わせて、頷うなずきあう。

「燐、あなたは……」

「手て筈はずどおりに」

　一礼して燐がアリスの横を通り過ぎていく。

　──ルゥ家の別べつ荘そうへ。

　太陽ヒユドラの刺し客かくに襲おそわれて半はん壊かいしたとイスカは言っていた。その状況を我が目で確かめに行くためだ。

　……頼たのんだわよ燐。

　……絶対に、足取りを太陽ヒユドラにも月ゾアにも悟さとられないように。

「アリス様、女王様のお部屋へ」

「もちろん今すぐ向かうわ」




　ネビュリス皇おう庁ちよう、星の塔。

　ルゥ家当主の私室「星ほし屑くずの摩ま天てん楼ろう」──ネビュリス皇庁の祖である一世から、ルゥ家の当主が引き継ついできた私室だ。

　そのリビングで。

　女王ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世は、アリスが予想していた以上に力強い姿で窓の向こうを眺ながめていた。

　夜通しの縫ほう合ごう手術を終えて、今は左腕に包帯ギプスを。

「おかあさま……」

「不ふ甲が斐いない。我ながら、言い訳をする気分にさえなりません」

　溜ため息いきのような第一声。

「女王の責務を全まつとうせんと努めていたはずなのに……私は、いつからこんなにも弱くなってしまったのでしょう」

　右手で左腕を庇かばいながら。

　娘アリスにふり返った女王ははの横顔は、わずかに瞼まぶたが赤く腫はれていた。

　……お母さま。泣いてたの？

　……それとも長時間の麻酔のせい？

　昨晩の結末を、女王はははとうに聞かされているだろう。

　長女イリーテイアが使徒聖に連れ去られたこと。ルゥ家の別荘も帝てい国こく軍の襲撃を受けて、そこにいた三女シスベルが襲われた──と。

「医長、女王おかあさまと二人きりにさせて頂いてもいいですか」

「はっ」

　医師たちが部屋を後にする。

　通路の向こうへと去っていく足音を聞きながら、アリスは扉とびらの鍵かぎを閉めた。

「さてお母さま、今から大事な話がありますわ」

「……何でもいいですよ。こんな事態です。良い話でないことは覚かく悟ごしています。何なら、母の不届きを娘に𠮟しかられる覚悟もできています」

「良い話ではありません」

　自じ嘲ちようを滲にじませた女王をまっすぐ見つめる。

「でも、今の状況をひっくり返す可能性を秘ひめた話です」

「え？」

「妹シスベルを取り返します。帝国軍ではなくヒュドラ家から」

「……アリス？　いま何と!?」

　ネビュリス女王の声に力がこもった。

　無感情だった瞳ひとみに光が灯ともり、こちらを見つめる視線がみるみる鋭えい利りになっていく。

「お母さま、帝国軍を招いたのはヒュドラ家です」

「…………」

「わたしたちの別荘を襲ったのも、帝国軍に変装したヒュドラ家の私兵です。別荘の従者五人がそれを目もく撃げきしています。彼女たちは無事ですわ」

「……アリス、信じて良いのですか？」

「わたしの女王継けい承しよう権にかけて。いずれにせよ別荘の五人と会えばわかります」

　考えこむ女王へ。

　アリスはいくぶん力をこめて言葉を続けた。

「状じよう況きよう証しよう拠こもありますわ。昨晩だって、太陽ヒユドラの塔とうだけが帝国軍の攻撃から免まぬかれたのは偶ぐう然ぜんを通り越して不自然です。帝国軍の襲撃に乗じて、牢ろう獄ごくから魔女ヴイソワーズが脱だつ獄ごくしたこともお母さまはご存じのはず」

「────」

「太陽ヒユドラは帝国軍の進撃を知っていたのです。数年がかりの計画ではないかと」

「……どちらも手段を選ばないですね」

　ややあって、女王が深々と息を吐はきだした。

「私も、暴力政変クーデターの件ではヒュドラ家の関与を疑っていました。シスベルさえ戻もどれば真相がわかると楽観視していた部分はありますが、それを阻はばむために帝国軍を呼びよせるまでやるとは……」

「はい。ただルゥ家の従者の目撃談も含ふくめ、今あるのは状況証拠だけ。太陽ヒユドラの牙が城じようを崩くずす決定的な証拠がありません」

「だからシスベルなのですね」

　頷く女王。

　シスベルの星せい霊れい「灯ともしび」は、過去の事象を立体映像として再現できる。

　第三王女さえ取り戻すことができれば──

　帝国軍との共きよう謀ぼうがヒュドラ家と断定できて、ルゥ家の名めい誉よ挽ばん回かいに繫つながる。女王の政権も再び盤ばん石じやくに戻るだろう。

「ありがとうアリス。大まかながら事態が見えました。それで最初の結論に戻るのですね、シスベルを取り戻す……もちろんです。打算抜ぬきにしても、我が子のために全力を尽つくすのは母として当然のこと」

「そこでお母さまに知ち恵えを借りたいのです」

　窓の外を見やる。

　そびえ立つ女王宮と、その奥に霞かすんで見える太陽ヒユドラの塔を睨にらみつけて。

「妹あのこが幽ゆう閉へいされている場所に、心あたりはありますか」
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　一面が真っ白だった。

　わずかな汚よごれもない白のペンキに塗ぬりつぶされた床ゆかと天てん井じようと壁かべ。自分が寝ねかされていたベッドも白。

「……黒幕ヒユドラは、いつまでわたくしをここに閉じこめておくつもりですか」

　壁にこだまする声。

　扉のない部屋。わずか数メートル四方の独どく房ぼうじみた私室で、シスベルは何度目かになる独白をくり返した。

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世──

　童話のヒロインのように愛くるしい顔立ちに、ストロベリー・ブロンドの色いろ鮮あざやかな髪かみ色いろが美しく映はえる。

　その大きな双そう眸ぼうに、王女としての強い意志を滲ませて。

「わたくしは屈くつしませんよ。こんなの……帝国の牢獄にいた時の寒気に比べたら」

　ベッドがある。

　そのベッドには清潔なシーツも用意されている。この時点で、帝国の監かん獄ごくとは比べものにならない好こう待たい遇ぐうだ。

　……わたくしを閉じこめておく。

　……ただし王女に手て荒あらな真ま似ねはしていないという最低限の言い訳が立つように。

　つまるところそういう部屋なのだろう。

　だが黒幕ヒユドラは自分をどうする気だ？

「単純な口くち封ふうじかと思ったけど、閉じこめるからには目的が違う……？」

　いざとなればルゥ家に対する人ひと質じちに使う気か？

「っ、そうですわ！」

　頭に浮うかんだとっておきの良案アイデイアに、シスベルはハッと顔を上げていた。

　そう。なぜ今まで思いつかなかったのだろう。

「わたくしが部屋に運ばれるまでの一部始終を、『灯』で再現すればいいんですわ……！」
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　ヒュドラ家の誰だれが自分をここに運びこんだのか。

　それがわかるだけでも収しゆう穫かくだ。

　扉のないこの部屋からの脱だつ出しゆつ方法も、そこから推測できる。

「星よ」

　胸むな元もとに手をそえる。

　まだまだ小ぶりな膨ふくらみの、ほんの少し上。そこに灯った星せい紋もんから光が生まれた。

「あなたの過去を見せ──っ!?」

　息が詰つまって、シスベルはその先の言葉を紡つむげなかった。

　目の前に扉が現れたのだ。

　何も無かったはずの白い壁の内側から、長方形の扉が盛り上がってくるではないか。

　いや違ちがう。

　扉は最初からあった。

　……わたくしが気づいてなかっただけ？

　……認にん識しきを阻そ害がいする類たぐいか、あるいは高度な迷めい彩さいの星霊術？

　眠ねむっている間に仕し掛かけられていたのだろう。悔くやしいが、星霊術に惑まどわされていたことにまるで気づけなかった。

「勿もつ体たいぶらないで。術を解いたということは姿を現す気でしょう、来なさい！」

　扉に向けて指をつきつける。

　吼ほえるシスベルの目の前で、扉がギィと音を立てて開いていった。
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　中央州、森林地帯。

　何十年と使われていない古びた倉庫──錆さびついた扉を開けたその先で、イスカは自分の目を疑った。

「……古い物置ってのは見かけだけか」

　頑がん丈じようなコンクリートの壁で区分けされた部屋に、最さい新しん鋭えいの通信機器が設置されている。

　中央には会議スペースが用意され、部屋の隅すみには緊きん急きゆう用の食料と水の入ったボックスが山積みされている。

　帝国軍の基地とも見まがうような光景だ。

「歴れつきとした作戦拠きよ点てんじゃねえか。帝国の会議室もここまで物々しくはねぇぞ」

　ジンが目をやった先は、コンクリート壁へきに整列された機き関かん銃じゆう一式だ。

　ルゥ家の別べつ荘そうを破は壊かいされた今であっても、この隠れ家セーフハウスがあれば作戦指揮には一いつ切さい支障が出ないだろう。

「わっ！　ねえねえ隊長、この通信機、第七世代Ｇ通信システムだよ。百キロ先の自動車を超ちよう低てい遅ち延えんで無人運転できる次世代無線で、帝国でも帝都以外はまだ未設定──」

「場をわきまえてもらえますか」

「……ごめんなさい」

　従者たちに睨まれて、音々がすごすごと押し黙だまる。

「ここがルゥ家の隠れ家セーフハウスです。森の中なので地上一階建てですが、地下二階まであるので実際の広さは程ほど々ほどあります。ただし」

　年長の従者ユミリーシャがフロアの奥を指さした。

　地下に通じている階段を。

「隠す必要もないでしょうが、この隠れ家セーフハウスは皇おう庁ちようの機密の塊かたまりです。帝国人には知られたくない。特にこの地下一階より先は」

「わかった。僕らは地下には入らないし、そこの階段にも近づかない」

　視線を隣となりへ。

　ミスミス隊長が頷うなずくのにあわせて、イスカもまた首しゆ肯こうしてみせた。

「それで大だい丈じよう夫ぶかい？」

「そう願います。お気づきと思いますが、この拠点ではすべての言動が記録されています。後ほど王家が自らご確認できるように」

　天井の隅には、監かん視しカメラ。

　もちろん隠れ家セーフハウスに一歩入った時点でイスカも気づいていたものだ。

「古来より『李り下かに冠かんむりを正さず』と申します。ゆめゆめ不ふ審しんな行動は慎つつしまれるよう」

「──そして適切な態度でいらっしゃるかぎり、従者一同、皆みなさまを客人として接するつもりでおります。それがシスベル様のご指示でしたから」

　従者ユミリーシャの言葉を継ついだのは、後ろからやってきた別の少女だ。

　清潔なタオルを両手に抱かかえながら。

「部屋をお貸しします。それぞれシャワールームがついているので、時間のあるうちにお使い頂いて構いません」

「時間のあるうちにって？」

「あと二時間以内に、燐さまがこの隠れ家セーフハウスにいらっしゃいます」

　そう答えた従者の少女は、後ろを向いたままテーブル上の通信機から目を離はなさない。

「シスベル様の奪だつ還かんについて指示があるはずです」
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「まずは聴ちよう取しゆ。それからアリス様に連れん絡らくをして……」

　ルゥ家保有林。

　数十年ろくに手入れのない天然の獣けもの道みちを、キャリーケースを引きながら燐は足早に歩き続けていた。

　地味な黒スーツに着き替がえて王宮を離れ、公用車ではなく旅客車タクシーを乗りついで都市郊こう外がいへ。そこからは自分の足で田園地帯を歩いてきた。

　──尾び行こうの目をかわすために。

　王宮はもちろん、ルゥ家の別荘まわりにもタリスマンの放った私兵が潜ひそんでいるだろう。彼らに見つからぬための苦肉の策だ。

「……太陽ヒユドラめ。やってくれたな」

　この森に入る数分前。

　ルゥ・エルツ宮を塀へいの外から一目見て、燐は言葉を失った。

　原形を留とどめないほどに破壊された古城。わずか一日。昨日の夕方はまだ荘そう厳ごんな佇たたずまいであった城が崩壊していたのだ。

「……ヴィソワーズの星霊術だな」

　巨きよ大だいな砲ほう丸がんで撃うちぬいたような陥かん没ぼつ。あの破壊痕こんは、魔ま女じよヴィソワーズの切り札である『骸むくろの魔ま弾だん』に違いない。

　あの破壊をもって確信した。

　昨晩にルゥ・エルツ宮を襲おそったのが、当主タリスマン率いる太陽ヒユドラの刺し客かくだと。

　……唯ゆい一いつの救いは、屋や敷しきの従者が無事だったことか。

　……あの帝てい国こく剣けん士しに借りを作ってしまったのは何となく癪しやくだが。

　自らに言い聞かせる。

　いまは元使徒聖イスカの力が必要なのだ。

「……アイツに頼たのみこむのは癪だが」

　最優先は王女シスベルの奪だつ回かい。

　そのためにイスカの力が必要だというアリスの提案は、燐としても不本意ながらも受け入れざるをえない。

　王宮を襲しゆう撃げきした帝国軍と同じくらい、今は太陽ヒユドラが憎にくくてたまらない。

「覚えていろ太陽ヒユドラ、この報むくい必ず受けさせてやる」

　そんな燐の前に、錆びついた倉庫が見えてきた。月ゾアや太陽ヒユドラにも知られていないルゥ家の隠れ家セーフハウスだ。

「ここに入るのは丸一年ぶりか……」

　合あい鍵かぎを使って金属錠じようを外す。

　赤あか錆さびで偽ぎ装そうした扉とびらを開けた先には、最新鋭の設備を備えたコンクリート造のフロアが広がっていた。

「私だ、予定より早く着い……む？」

　きょとんと瞬まばたき。

　隠れ家セーフハウスに入ってすぐの会議スペースに誰もいないのだ。別荘の従者五人はもちろん、イスカをはじめ帝国部隊の姿もない。

　飲みかけの飲料ボトルがあるから、この家のどこかにいるのは間違いないが。

「さては奥の部屋で会議中だな？」

　自分がここに来るのは連絡済み。

　それに先だってシスベル奪還のための話し合いをしているに違いない。

「なるほど、帝国部隊やつらにしては殊しゆ勝しような心がけだ」

　キャリーケースを引きながら一階廊ろう下かを進んでいく。

　いくつかの小部屋にわかれた扉の向こうから物音を聞きつけて、燐はその扉に手をかけた。

「私だ、入るぞ」

「っ？　その声は……燐!?」

　扉の向こうからイスカの声。

　やはりここで会議をしていたのだろう。

「ま、待った！　ちょっと待って、いま僕は────」

「何を言っている。入るぞ」

　扉を開けた先には案の定イスカがいた。

　が……

　そんな彼イスカの思いがけぬ姿に、燐は目の前が真っ白になった。

「あ、あの……シャワー浴びてきたんだけど……」

「────────」

　彼イスカは、服を着ていなかった。

　その言葉どおり、浴室で汗あせを流してきたに違いない。

　燐とて年とし頃ごろの乙女おとめである。同世代の男子の裸はだかを見て何も感じないわけがない。

　鍛きたえあげられたイスカの肉体は服を着ている時よりも逞たくましく。水気を帯びて光こう沢たくを放つ黒くろ髪かみが額に張りついているのも、普ふ段だんの彼とは違う大人びた印象が────

「って、ちがぁぁぁぁう！」

　顔を真っ赤にさせながら。

　燐は、手にしたキャリーケースをイスカめがけて投げつけた。

「な、ななな何てものを見せているんだ貴様は！　わ、私だって……まだ十七の乙女だぞ。この露ろ出しゆつ狂きようが！」

「勝手に入ったのはそっちじゃん!?」

「責任をとれ！」

「意味わからないんですけど!?」

　イスカが大おお慌あわてで戸と棚だなの後ろへ。

「僕ら、昨晩にヒュドラの刺客に襲われてるんだって。傷を洗って清潔にしないと化か膿のうして大おお事ごとになるし」

「……とにかく服を着ろ。私は後ろを向いててやる」

　後ろを向いている間、年頃の男子が着替えている微かすかな物音が嫌いやでも聞こえてしまって何とも気き恥はずかしいが。

「着替えながらでいい。聞け」
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　こほんと咳せき払ばらい。

「昨晩、ルゥ家の別べつ荘そうで何が起きたのかはアリス様から聞いている。私はその確かく認にんのため、従者たちに話を聞きにきた」

「……ああ」

「その前に一つ。これは私的な質問だが」

　燐のごく個人的な好こう奇き心しんだ。

　立場も何もない。ただ一いつ介かいの武人として、この剣士に訊きいてみたいことがある。

「昨晩、アリス様と戦ったというのは本当か？」

「…………」

　背後で、少年がしばし沈ちん黙もく。

「間違ってない。何もかも帝国軍のせいだってアリスが思いつめてた。だから僕らも許せないって」

「するとアリス様は、本気で貴様を仕留めるつもりで戦ったのだろうな」

「本気の本気だよ。容よう赦しやなんてなかった」

「……そうか」

　燐の唇くちびるからこぼれたのは、安あん堵どと微び苦く笑しようが混じりあった溜ため息いきだ。

「なにその溜息」

「安心した。お前だから素す直なおに話すが、私は、アリス様がお前を気に入るあまり、本気になれなくなるのを不安視していた」

　ふり返る。

　目の前では、着替えを終えたイスカが「まさか」と肩かたをすくめるところだった。

「それが不安なら杞き憂ゆうだよ。お前のご主人はそんな甘い性格してないし、僕だってそんな関係は望んじゃいない」

「だから安心したと言った。そしてもう一つ、これは正反対の感想だが……」

　イスカの真ま似ね事ごとのように。

　やれやれと燐は肩をすくめてみせた。

「よくもまあ本気のアリス様と戦って無事だったな。今だけは貴様のそのバカげた強さが心強い」

「……シスベルの件で、だろ」

「もちろん。太陽やつらからシスベル様を奪還するために、この場かぎり私からも協力願う」

　床ゆかに転がったままのキャリーケースを持ち上げる。

　蓋ふたを開けたケースの内部は空っぽだ。

「お前たちの荷物を詰つめろ。移動するぞ」

「また移動？　僕らここに来たばっかだけど」

「この基地は王宮から遠すぎる。王宮から遠いということはつまり、太陽やつらの拠きよ点てんに忍しのびこむにも不便だろう」

「ああなるほど……」

「ここを離はなれて都心に向かう。というわけだ、聞いていたな皆みな？」

　開きっぱなしの扉。

　そこには二人の会話を聞きつけて集まってきていた従者たち。さらにはミスミス隊長と、音々、ジンの姿もある。

「すぐに支し度たくしてもらう。シスベル様がいつまで無事でいるかわからない」








Intermission　『そして世界は動きだす　──二日後』









　ネビュリス皇おう庁ちようを襲った『魔ま女じよ狩がりの夜』──

　それから三十六時間後の現在いま。

　使徒聖に指揮された帝てい国こく軍の精せい鋭えい部隊は、一つの中立都市に立ち寄っていた。

　──中立都市シュラバ。

　真昼時の大通りは、いつもどおり雑ざつ踏とうで賑にぎわっている。

　ただし。

　武装した警務隊が、通信機で連れん絡らくを取りあう姿も。

「ん？　どっかで酔よっ払ぱらいが喧けん嘩かでもしたのかな。なあ璃リ洒シヤちゃん、なんか中立都市にしちゃ空気がピリピリしてない？」

「すごい他人ひと事ごとのように言ってますけど、これ十中八九ウチらの所せ為いですからね」

「あの襲撃が？　帝国と皇庁の戦争は中立都市に関係ないじゃん」

「しっ。冥メイさん、まわりに聞こえますってば」

　大通りをのんびりと歩く二人の女性。

　一人は日焼けした小こ柄がらな女だ。収まりの悪いくせっ毛と、口元から見え隠かくれする犬歯も相まって、あたかも野生のネコ科肉にく食しよく獣じゆうを思わせる。

　その隣となりには、黒くろ縁ぶちの眼鏡をかけた黒髪の長身女性。

「何のためにわざわざ輸送機の中で着き替がえたと思ってるんですか。ウチらは善良な一いつ般ぱん人です。帝国とも皇庁とも関係なし」

「──っていう体ていで振ふる舞まえってことでしょ。はいはい」

　薄うす地じのタンクトップにホットパンツという気ままな軽装。

　まるで休日の女学生のようにも見える彼女──冥が、帝国軍の最上位戦せん闘とう員『使徒聖』の第三席と気づく者はいないだろう。

「ねね璃洒ちゃん、あたしの服どう？」

「お似合いですよ。でもせっかく帝国軍とバレないように変装するなら、ウチは冥さんのスカートとかワンピースが見てみたかったなぁ」

「嫌ヤだよ。スカートなんてすぐ布がめくれるじゃん」

「ほほう？　風が吹ふいて下着シヨーツが見えちゃうのが恥ずかしいと？」

「木の枝にひっかかるし、水中で泳ぎにくいし」

「……ちょっとよくわかんないですが、たぶん普ふ通つうの女子はスカート穿はいて木登りしたり水中に潜もぐったりはしませんよ」

「え？　そうなの？」

　きょとんとした口ぶりで冥がふり返る。

　隣の同どう僚りようをじーっと見つめて。

「ところで璃洒ちゃん、スーツ似合うじゃん」

「天帝閣下のお近くにいる時はだいたいスーツですからねぇ」

　使徒聖の第五席・璃洒は、灰色のスーツでいかにもオフィスレディといった格好だ。

「ん？　璃洒ちゃん、髪かみ型がた変えた？」

「今さらですか……輸送機の中もずっとコレで過ごしてたのに」

　がっくりと肩を落とす璃洒は、長い黒髪を後ろで留めた格好だ。

　オフィススーツに切れ長の双そう眸ぼうも相まって、優ゆう秀しゆうな女秘書官とでもいうべき麗うるわしげな姿である。

「天帝閣下のお側そばにいる時や公務全般はだいたいこっちですよ。髪を下ろすのは戦闘時と、家で寝ね転ころんでる時だけです。って、もしや冥さんそれも気づいてなかった!?」

「ははっ、あたしが気づくわけないじゃん」

「……まあいいですけどね。ウチも自覚してますから」

　璃洒がふぅと溜息。

　そのまま自分の頰ほおを撫なでるように指先で触ふれて。

「小こ綺ぎ麗れいな格好でごまかそうにも、顔にこんな大きな傷があったらどうせ台無しだって。ええ、わかっていますとも」

　指先が触れたのは、頰に貼はってある絆ばん創そう膏こうだ。

　さらには璃洒がかけている眼鏡も、強化プラスチックのレンズに罅ひびが入っている。

　──死し闘とうの痕あと。

　ネビュリス王宮を襲しゆう撃げきしたこの使徒聖二人は、どちらも始祖の末まつ裔えいたちと苛か烈れつな戦いを繰くり広げたばかり。

　冥も、タンクトップから覗のぞく肩には血の跡あとが残っている。

「冥さんは傷の治りが早くて羨うらやましいな。ウチとしては早く帝国領に戻もどりたいんですけどねぇ。このメガネも修理しなきゃいけないし」

「ああ、純血種に殴なぐられて割られたんだっけ？」

「銃じゆう弾だんでも弾はじくはずのレンズなんですけどね。まあ、あのバケモノ連中相手にこれだけで済んだなら割安ですけど」

　小声で会話を続けながら。

　璃洒と冥が進んでいくのは中立都市の目抜き通りメインストリートだ。雑踏の中をのんびりと歩きつつ、冥の気まぐれで露ろ店てんで昼食を買いながら。

「璃洒ちゃん、このローストビーフサンドいい味してるよ」

「輸送機の中でも食事してませんでした？」

「それはそれ。これはこれ」

　パンに齧かじりつく冥。

「男連中は輸送機の中で待機っしょ？　一いつ緒しよに来ればまずい軍用食なんか食べなくたってこのサンドイッチにありつけたのにね」

「第八席ネームレスは腕うでの治ち療りよう中。第一席ヨハイムは、捕とらえた純血種の見張りです。あとウチらもちゃんと用事を済ませないと。ご飯食べに立ち寄ったわけじゃないですし。──あ、そこの売り子の少年。ウチに一部くださいな」

　璃洒が硬貨コインを放り投げる。

　かわりに受けとったのは、通りで大量に配られていた新聞だ。

「あ、向こうにも。冥さん、ひとっ走りして向こうの新聞を買ってきてください」

「もぐもぐ……うん？　ああ、向こうのフルーツジュースね」

「一文字も合ってませんってば。ほら、ちゃんと天帝閣下への報告材料を集めてこないと怒おこられちゃいますよ。ウチら兵隊は戦っておしまいでも、天帝閣下は世界中の声を気にされますからね」

　新聞と雑誌を買いあさる。

　これが輸送機を着陸させてまで中立都市に立ち寄った理由である。

　帝国と皇庁の戦争──

　いま世界中が恐おそれているのが、二大国による全面戦争への突とつ入にゆうだ。互たがいの滅めつ亡ぼうをかけた戦火が、中立都市にも押しよせるかもしれない。

「不安がる諸外国がこれを機に皇庁に味方する。なんてことがないように世論を見張っておかないと」

「で？　実際なんて書いてるわけ？」

「『全面戦争、勃ぼつ発ぱつか？』ですって。予想どおり、ネビュリス王宮への直接攻こう撃げきはさすがの中立都市も驚おどろいてるみたいですねぇ」

　帝国軍が、始祖の末裔の捕ほ獲かくに成功した。

　これは過去百年で初めての出来事で、戦せん況きようは帝国軍の有利に一気に傾かたむいたといっても過言ではないだろう。

「ネビュリス皇庁からの大報復が始まる──って予想する識者も多いみたいですよ。この記事を見たかぎり」

　百年続いていた「様子見」の時代は終わった。

　ここから先は全面戦争。

　帝国軍は最さい新しん鋭えいの破は壊かい兵器を惜おしみなく前線に送りこみ、ネビュリス皇庁もいまだ見ぬ始祖の末裔たちが動きだす。

「……さてと」

　かき集めた新聞を両手に抱かかえて、璃洒はわずかに頭上を見上げた。

「ここまでは八大使徒の描えがいた未来図のとおり。天帝閣下、恐れながらそろそろ動かないと歯止めがきかなくなりますよ？」
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　機械仕じ掛かけの理想郷『帝国』。

　魔女の楽園『ネビュリス皇庁』。

　世界二大国の戦争は過去最大の規模にいたり、世界に戦火が降りそそぐだろう。




『──と、世界は思っているかもしれないが』

『そんなことは起こらないのよね。始祖の末裔たちに多少の知ち恵えがあるのなら、いま牙きばを剝むく時でないのは明らかだから』

　帝国議会。

　ここ「帝国」の最高意思決定機関で、響ひびきわたるのは男女八人の声だった。

　帝国議会を統とう括かつする八人の最高幹部『八大使徒』──姿を見せず、そのおぼろげな顔の輪りん郭かくだけが、正面の壁かべに設置されたモニターに映っている。

『ネビュリス皇庁も、既すでに純血種が捕らえられたことは承知しているはず』

『女王の負傷で政権が停止しているのも大きい』

『女王不在、さらには強力な純血種が捕らえられたことで皇庁の民たみは混乱しているわ』

　ゆえに全面戦争は起こりえない。

　肝かん心じんのネビュリス皇庁が、民衆の不安でそれどころではないからだ。

『皇庁による報復はしばらく先だろう』

『私たちはその間に、貴重な純血種というサンプルを使って星せい霊れい研究ができる』

　ゾア家当主グロウリィ。

　帝国軍は始祖の末裔という最高の研究対象を手に入れた。その『罪』の星霊は第二世代型と推測され、極きわめて貴重なものだ。

『思いだす。かつて被検体Ｅイリーテイアを手に入れた時、我々は大いに失望した。あまりに役立たずの星霊。始祖の末裔とは呼べぬ代しろ物ものだと』

『だが──』

『それが最大の失敗だったわ』

　帝てい国こく議会に、沈ちん黙もくがよぎった。

　珍めずらしく。

　極めて珍しいことに、八大使徒の口々から漏もれたものは苛いら立だちの感情だった。

『研究を急ごう』

『被検体Ｅイリーテイアは「星アレ」との適合率が高すぎる。この先どう変化するか予測困難だ。魔女ヴィソワーズのような安定化こそ理想となる』








Chapter.2　『わたしのアリスの知らない彼の姿おべんきよう』
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　帝国軍の襲撃から三日。

　ネビュリス皇おう庁ちように集まってくる諸外国の報道機関は、過去最大数に達した。

　公式声明──直接の攻撃を受けた王家が、ついに公式の発表を行うと宣言したからだ。

　集まる記者たち。

　彼らの前に登とう壇だんした王家代表は、著名な雑誌モデルさながらに白の高級スーツを着こなした壮そう年ねんの偉い丈じよう夫ふだった。

「此この度たびの代表を務めるタリスマンだ。よろしく頼たのむ」

『王家の状じよう況きようをお聞かせください』

「我が国を守る立場として団結している。帝国軍の蛮ばん行こうにもこれから冷静に対応していくだろう」

『中立都市や諸外国では、帝国への報復のため全面戦争に突入するのではという懸け念ねんも出始めていますが』

「──安心してほしい。報復も全面戦争も起こりえないと断言しよう」

　ヒュドラ家当主タリスマン。

　その男の自信あふれる答えに、記者たちが一いつ斉せいに胸をなで下ろした。

「行うべきは帝国軍への正義の糾きゆう弾だんだ。世界中が、我々ネビュリス皇庁に味方してくれることを真しん摯しに望んでいるよ」

『続いて、帝国軍の侵しん入にゆうを招いた現女王の責任ですが』

「負傷された女王を責めるのは酷こくだろう。我々は女王のもと一丸となって世界の平和を求めていくつもりだ」

　極めて温厚な口ぶりで、平和と正義を強調する。

　そんな彼の問答に。

「……冗じよう談だんじゃないわ」

　アリスは、自室のリビングで奥歯を嚙かみ締しめた。

　あの悪逆め。

　帝国軍と通つう謀ぼうして王宮を襲おそわせて、さらに妹シスベルまで攫さらっていった。

「何が正義よ。女王のもと一丸となってですって、どの口がそんなことを言えるの！」

　怒いかりを抑おさえきれない。

　アリスがこの放送の場に同席していれば、記者たちの目の前でタリスマンに全力の攻撃を見み舞まっていたかもしれない。

　……腹立たしいわ。

　……皇庁を裏切った黒幕とわかっているのに手が出せない。

　紳しん士し然とした微び笑しようの裏に、魔ま人じんの本ほん性しようを潜ひそませた当主タリスマン。現状、シスベルを奪だつ回かいする以外に反撃の手だてがない。

「っ」

　一いつ瞬しゆん、目め眩まいにも似た気け怠だるさに襲われて、アリスはテーブルに手をついた。

　帝国軍の襲しゆう撃げきから丸三日。

　その前夜からアリスは一いつ睡すいもできていないのだ。

　傷ついた女王ははの代わりに部下たちへ指揮を飛ばし、妹が誘ゆう拐かいされてからはその対応策を必死で考えてきた。

「まだよ……もうちょっとだけ頑がん張ばらないと」

　テーブルに置かれたガラス瓶びん。

　そこに残っている覚醒刺激薬カフエインの錠じよう剤ざいを取って、数粒つぶまとめて嚙み砕くだく。舌に残る苦みも、鼻に残る特とく徴ちよう的な臭においも、どちらかといえばアリスは苦手なのだが。

　そんな錠剤が今だけは必要だ。

「……燐リンも何してるのかしら。昨日のうちに隠れ家セーフハウスでイスカと合流したって報告は受けたけど、それきり半日も連れん絡らくを寄こしてないし……」

　昨日に連絡を受けたきり。

　ルゥ家の別べつ荘そうの従者五人も一いつ緒しよにいるはずだが、主あるじであるアリスとしては「燐に何かがあった？」と不安でしょうがない。

　──ピッ。

　ソファーに置いていた通信機から、着信音が響いたのはその時だった。

「燐!?　心配してたのよ、そっちはどう？」

『申し訳ありません。ルゥ家の従者たちは全員無事でした。彼女たちの健康状況と聴ちよう取しゆをしてからアリス様にご報告をと思っていまして』

「事情はわかるけど状況が状況だし、一言だけでも連絡がほしかったわ……」

　なにせ女王ははの命が容よう赦しやなく狙ねらわれたのだ。

　燐だって無事とは限らない。

「…………」

『アリス様？』

「……よかったわ。これであなたまで何かあれば、わたしどうしようって思ってた」

　不安でいっぱいだった胸の詰つまりが、すっと楽になっていく。

　心なしか眠ねむ気けまで吹ふき飛ぶような心地だ。

「彼らは？」

　帝国部隊の名は出さない。

　この通信もいつ誰だれに傍ぼう受じゆされているかわからないから。

『都内のホテルに場所を移しました。隠れ家セーフハウスにいられると何かと問題ですから』

「そうね。あの場所はさすがに長居されたら困るわ」

　月ゾアや太陽ヒユドラにも明かしていない秘密の拠きよ点てんだ。

　内部は全フロアが監かん視しカメラによって記録されており、その映像はルゥ家の直系が自ら確かく認にんすることになっている。

　……イスカが変な真ま似ねをするとは思ってないけど。

　……むしろお母さまへの報告が面めん倒どうなのよね。

　隠れ家セーフハウスを使ったというだけで報告義務がある。

　さらにいえば、そこで何をしたのかという確認もアリスが行わねばならないのだ。

「あ、そうだわ燐。これの使い方なんだけど」

　アリスが目をやったのは携けい帯たい型の映像端たん末まつだ。

　隠れ家セーフハウスの監視カメラの映像が、この端末に送信されて保存される仕組みである。

「いつも女王様おかあさまが確認してたから、わたしが自分で確認するの初めてなの」

『ああ簡単ですよ。その赤い電源ボタンが起動で、それから青い□ボタンを押せば録画の最初から見ることができます』

「あ、始まったわ」

　映ったのは隠れ家セーフハウスの正面玄げん関かんだ。

　従者の少女たちに連れられて、黒くろ髪かみの少年が隠れ家セーフハウスに入ってくる時の映像。もちろんアリスの見知った顔だ。

「あ、イスカが入って来たわ！　ふふ、監視カメラに気づいて警けい戒かいしてるわね」

『アリス様、心なしか声が弾はずんでいるような……』

「そんなことないわよ!?　わ、わたしは真ま面じ目めに映像を確認してるだけ！」

　録画を早送り。

「燐、監視カメラの切り替かえはどのボタンかしら」

『そこの△ボタンです。他の部屋の映像も記録されていて…………あ……』

　燐の声が止まった。

　と思いきや。

『あ、だ、だめですアリス様！　そのボタンを押しちゃいけません！』

「え？　どうしたのよ突とつ然ぜん」

『そ、その……ほかのカメラには映っちゃいけないものが映ってるんです！　絶対、絶対、アリス様が見てはいけないものが──』

「？　なに言ってるの。そういう良からぬものを確認するためのカメラ映像でしょ」

『そ、そうじゃなくて……あ、あの……その映像はっ！』

「ハッキリ言えないなら見て確認するわよ」

　映像を切り替える。

　隠れ家セーフハウスの奥にある小部屋。そこに映っていたものは──




〝……シャワー浴びてたんだけど……〟




　シャワーを浴びた後のイスカだった。

　服を着るつい直前。

　一糸まとわぬ少年の濡ぬれそぼった肉体が、アリスの目の前に映しだされたのだ。

　アリスの身体からだとは骨格からして違ちがう。

　逞たくましく、思わず凝ぎよう視ししてしまう異性の身体つき。

　見知ったはずの少年イスカが見せた初めての裸ら身しんにアリスの目は釘くぎ付づけで──一方でそれは、清純な乙女おとめたる少女アリスにはあまりに刺し激げきが強すぎた。

「くぅん……」

　自分でもよくわからない声を漏もらして。

　乙女なアリスは、顔を真っ赤にしたまま倒たおれていった。

『アリス様!?　アリス様ってば応答してください、お気を確かに！……ああもう、だから見ちゃいけませんって言ったじゃないですか！』
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　中央州──

　ネビュリス王宮からも近い都心部のホテル、その一室で。

「燐、まだここにいていいの？　アリスが来るから出で迎むかえに行くはずじゃ？」

「アリス様は一時間の静養だ」

「え？」

「気を失ってしまわれた。あの手の教育から一いつ切さい離はなれて過ごされてきた令れい嬢じようだし、やはり刺激が強すぎたらしい」

「……刺激って何のこと？」

　燐の返事に、イスカはきょとんと首を傾かしげていた。

　隠れ家セーフハウスから都心部のホテルへ移動。

　そこでアリスを交えてシスベル奪だつ還かんの作戦会議に移るはずが、肝かん心じんのアリスがどうやら一時間の遅ち刻こくらしい。

「アリスが気絶って、だいぶ深刻な状じよう況きように聞こえるけど」

「お前のせいだぞイスカ。お前が汚けがらわしいものを見せるから」

「だから何がっ!?」

「お前のアレやソレが……いや止やめよう。思いだすと私の方が恥はずかしくなる」

　燐がそっぽを向いてしまう。

　心なしか頰ほおが赤くなっている気もするが、イスカにしてみれば訳が分からない。

「じゃあどうする？　みんな隣となりの部屋で待機してるけど。いったんこっちの部屋に戻もどってこさせる？」

「待機させていろ」

　燐が手配したホテルの部屋は三つ。

　帝国部隊イスカたちの部屋。ルゥ家の従者たちの部屋。そして会議用の部屋。いまはイスカと燐を除く皆みなが、その三番目の部屋で待っている。

「アリス様がやってくることには変わりない。私はお茶の準備をせねば」

「それはそうとして……」

　忙せわしなく動き続ける燐の横顔を、イスカはぼんやりと観察していた。

　目の下に大きな隈くま。

　顔色も青ざめて、時々動きを止めて深呼吸をくり返す燐の挙動は──

「燐さ、もしかして」

「三日前から不ふ眠みん不ふ休きゆうだ。当然だろう。女王様が倒れられ、その娘むすめのアリス様が大おお忙いそがしである以上、私が補ほ佐さするのは義務だ」

　そう。この従者は明らかに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　イスカは隠れ家セーフハウスのシャワールームで汗あせを流し、昨晩はこの部屋で睡すい眠みんも取れた。

　けれど燐は違う。

　アリスの補佐に加えて、帝国部隊イスカたちとの交こう渉しようもすべて彼女が担当していることでまったく休む暇ひまがない。

　……もしかして一番大変なのが燐じゃないか？

　……休むどころか、ご飯を食べてるところも昨日からまるで見てないぞ。

「僕が言うのはお門かど違ちがいだけど、アリスが来るまで少し休めば？」

「むっ？」

　燐が険しいまなざしでふり返る。

「失敬な。私が疲つかれているように見えるか」

「顔色悪くなってるじゃん」

「よしんばそうだとしても、アリス様が不眠不休で戦っておられるのだ。従者の私が休むわけにはいかない……少々瞼まぶたが重いのは否定しないが……」

　そう言いながら。

　ふらり、と燐の身体が大きく前にくずおれた。ぎりぎりテーブルに手をついていなければ床ゆかに倒れていただろう。

「ほら。立ってるだけでも辛つらそうだし」

「ぐっ……こ、こんなの大した事ではない！　珈琲コーヒーに砂糖でも入れて飲めばすぐに意識もハッキリする！」

「昨晩だけでも珈琲七杯はいくらい飲んでなかった？」

「ああもう、うるさいぞ帝てい国こく剣けん士し！　貴様の指図は受けん！」

　高級コーヒーミルを用意。

　さすが王家の従者だけあって、本格的に珈琲豆を挽ひくところから始めるらしい。ミキサーの受け口に珈琲豆を用意する。

　と思いきや。

　燐が取りだしたのはなぜかリンゴとバナナである。イスカがぽかんと呆あつ気けにとられている前で、コーヒーミルにリンゴとバナナを投下。

「……よし」

「よしじゃないし!?　ちょ、ちょっと燐？　どうしたんだよ、珈琲を飲むんじゃなかったのか!?」

「おかしなことを言うな帝国剣士」

　燐が、コーヒーミルからはみ出したフルーツを指さして。

「これが珈琲以外の何かに見えるとでも？」

「リンゴとバナナだよ!?」

　明らかに普ふ段だんの燐ではない。

　あまりの眠ねむ気けと疲労に、もはや頭がろくに回ってないに違いない。

「むぅ？」

　コーヒーミルが起動して、できあがったのは珈琲とは程ほど遠とおいリンゴジュースである。

　それをカップに注いで、燐が不思議そうに唸うなった。

「……この珈琲はいつもと色が違う」

「そりゃあリンゴジュースだし」

「バカを言うな。私が珈琲とリンゴを間違えるとでも？」

「既すでに間違ってるじゃん!?　間違ってるのに気づかないくらい寝ねぼけてるんだよ！」

「……そんなはず……無いにゃぁ」

「人格まで変わってる!?」

「うるさい帝国剣士、お前が大声で叫さけぶから頭が痛い……」

　燐がコーヒーカップを持ち上げる。

　甘いフルーツの香かおりが芳かんばしいジュースを一息で飲み干して。

「…………」

「どう？　さすがに味を確かめたら正気に──」

「きゅぅっ」

「倒れた!?　おい燐？　ああもう、やっぱり限界じゃないか。作戦会議どうするんだよ。もうすぐアリスも来るんだろ」

　目を回して倒れた燐を抱かかえ上げ、イスカは溜ため息いきをついたのだった。
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　ネビュリス王宮、星の塔とう──

　塔の裏口にあたる小さな扉とびらから、アリスは従者の後について外に出た。

　中庭へ。

　そこには王宮に押しよせた報道記者や護衛たちもいるが、誰だれ一人ひとりとしてアリスの姿には気づかない。

「こちらです。私の手を離さないで」

　アリスの手を握にぎって歩くのは、髪かみを短く切りそろえたスーツ姿の長身女性だった。

　彼女の手の甲こうには星せい紋もんが淡あわく輝かがやいている。

「ごめんなさい梓キササゲ。……あの、急に一時間も予定を遅おくらせてしまって」

「ご体調は戻りましたか」

「え……そ、そうね。おかげさまで……」

　一いつ瞬しゆん、頭のなかに「ある少年の映像」が蘇よみがえりそうになったものの、アリスは全力で頭をふってその記き憶おくを追い払はらった。

　……だ、ダメよダメ！

　……あんなイスカの姿、いま思い返してる場合じゃないわ！

　自分に言い聞かせるように頷うなずいて。

「忘れなきゃ……あ、いえ忘れるのはダメね。わたしだって裸はだかを見られたことあったし、そ、そうよ。これも立派な情報戦。お互たがいに秘密は無しと言えるわ！」

「アリス様？」

「い、いえいえ何でもないの！」

　ふしぎそうに尋たずねてくる従者に、こほんと咳せき払ばらい。

「このまま駐ちゆう車しや場かしら？」

「いえ。車は王宮の外にある一いつ般ぱん車道に留めています。王宮の敷しき地ちにある車の移動は月ルウや太陽ヒユドラに気づかれますから」

「ありがとう、いい判断ね」

　さすがは女王の親衛隊。

　ネビュリス王家に従う『王宮守護星』と呼ばれる専属護衛だ。厳げん戒かい態勢が敷しかれた王宮内をこっそり移動するために、アリスが半日限定で同行を頼たのんだ。

　──『透とう過か』の星せい霊れい。

　帝国軍の最新光学迷めい彩さいを上回る隠密能力ステルス。この護衛に触ふれているかぎり、アリスは無音かつ透明不可視で歩いていける。

　王宮の外で一般車に乗りこんで。

「燐が先に動いてるわ。別べつ荘そうの従者五人を連れて、中央区七番街のカーミリッシュホテルに避ひ難なんしてるの」

「小一時間もあれば着きます。尾び行こう対応で、少々道を迂う回かいしますが」

「任せるわ」

　アリスを乗せて車が勢いよく動きだす。

　すれ違う車の数が少ないのは、国民がいまも外出を控ひかえているからだろう。

「シスベル様の奪だつ還かん──」

　女王の護衛が、運転席からそう口にした。

「僭せん越えつながらアリス様にお伺うかがいしたいのです。先日の女王陛下を狙ねらった暴力政変クーデターと帝国軍の侵しん入にゆうがどちらも太陽ヒユドラの陰いん謀ぼうだとして、シスベル様の奪還がすべてをひっくり返す逆転の鍵かぎというのはわかりますが……」

「誰が奪還ソレをやるか、でしょう？」

「はい。シスベル様の居場所がわからない上に、太陽ヒユドラの拠きよ点てんに忍しのびこむのは相当な危険がつきまといます」

　誰を遣つかわせる？

　能力的に信しん頼らいのおける者。ただしルゥ家に近しい者だと、侵入に失敗して捕ほ虜りよになった時にこちらの立場が危あやうくなる。

「梓キササゲ、あなたならどうするかしら」

「私が出向くのが最も成功率が高いです。ただし女王護衛の私がそれで捕とらえられれば、ルゥ家の失しつ墜ついは逃のがれられません。次善の策てとして『逢魔が時ノーマン』に持ちこむか」

「……意外ね」

「代だい償しようは高くつきます。ネビュリス三王家の一つに喧けん嘩かを売るわけですから、どれだけの法外な報ほう酬しゆうを迫せまられるか」

「ううん。そうじゃないの。私が言いたかったのは──」

　国際法外組織『逢魔が時ノーマン』。

　もともと「逢おう魔まが時とき」とは日にち没ぼつ後の、昼と夜の逆転を意味する時間帯のことだ。

　──魔物や災いと出で逢あう刻。

　そんな災さい禍かを自じ称しようする者たちが世界各地で暗あん躍やくしているのは、アリスも半信半疑ではあるが耳にしたことがある。

「国際手配犯の巣そう窟くつって聞いたわ」

「毒とハサミは使いようです。対価さえ払えば慈じ善ぜん活動もしますし、研究チームが踏ふみこめない秘境で新種の生物も発見するような連中です。いわば法外の代行業者……もちろん表向きに我々が頼める連中ではありませんが」

　成功すればシスベルが取り返せるし、失敗しても依い頼らい者の名は決して表に出ない。

　不本意ではあるが最適な相手だ。

「でもね梓キササゲ、今回は私と燐に任せてほしいの」

「……逢魔が時ノーマン以外の心当たりが？」

「腕うでも信頼もずっと上よ。私のイスカの方が──……あ……」

「イスカ？」

「……何でもないわ。私が依頼する護衛の名前だけど、特に意味はないから」

　やってしまった。

　ついつい話が弾はずんで彼の名前がスルリと口から出てしまうのは、最近の自分アリスの良くない癖くせだ。それも日に日に悪化していっている気がする。

　……まずいわね。今までも燐と話してる時には油断して出しちゃってたけど。

　……いよいよ燐以外にも口にしちゃうなんて。

　こっそり溜息。

　もちろんイスカが帝てい国こく軍人であることは、別荘の従者五人も知っている。

　彼女たちから女王に報告が寄せられることは覚かく悟ごしておくべきだろう。尤もつともその時に都合が悪くなるのは、第九○七部隊イスカたちを護衛に雇やとった妹シスベルだが。

「アリス様がそこまで信頼を置く者たちですか」

「ええ。中立国での傭よう兵へいだとわたしも聞いてるわ。もともとシスベルが独立国家で雇った者だけど、その内の一人は特に腕うで利ききよ」

「アリス様が仰おつしやったイスカという人物？」

「……ええ。まあそういうことになるわね」

　耳みみ聡ざといというか勘かんが良いというのか。

　優ゆう秀しゆうな側近を心強く思う反面、今だけはアレコレと詮せん索さくされないよう振ふる舞まうので内心必死だ。

　なにしろ彼イスカの戦歴ときたら、アリスが知っているだけでも凄すさまじいものがある。

　──ネウルカの樹海で自分アリスと引き分け。

　──目覚めた始祖を再封ふう印いん。

　──ゾア家の秘蔵っ子キッシングを撃げき破は。

　──魔人サリンジャーを拘こう束そく（その後逃とう亡ぼうされたものの）。

　──妹シスベルを狙った魔女ヴィソワーズを返り討うち。

　極きわめつけは三日前。

　本気の本気で、一いつ切さいの情を捨てた魔女として襲おそいかかった自分アリスと戦っても彼を最後まで仕留めきれなかったという事実。

　アリスはもう疑わない。

　彼の実力は本物だし、妹シスベルを取りもどす約束を裏切る男でもない。

「とにかく、この件はわたしが何とかしたいの」

「アリス様がそう仰るのなら。ただシスベル様の奪回はルゥ家のみならず国家を左右する急務です。どうか些さ細さいなことでもご相談ください……と。そう言っている間に、もうじきホテルに到とう着ちやくします」

　中央区七番街。

　このホテルの高層階なら、ネビュリス王宮の尖せん塔とうを望むこともできるだろう。シスベル救出の作戦を練るには絶好の立地だ。

「ホテルの部屋までお供します」

「ありがとう。でも梓あなたは女王様おかあさまの近くにいてあげて。手術も終えたばかりだし、無理に動こうとしたら止めてちょうだい」

　小さく頷いて、アリスはホテルの玄げん関かんへ歩いていった。

　変装用にカラーレンズ付きの眼鏡をかけて。

　ホテルロビーを突つっ切って昇降機エレベーターへ。カード型のホテルキーは燐が手配済みで、アリスの鞄かばんに入っている。

　四十一階。

　燐から教えられている部屋番号へ。

「……よく考えたら、イスカと会うのってあの戦せん闘とうからすぐなのね……」

　実をいえば複雑な心境でもある。

　命を懸かけた決闘相手とこんなにも早く再会する。本当はもっと相応の場が望ましかったが、今は個人的な感情を挟はさんでいられまい。

「ふぅ。……さあ待たせたわねイスカ、燐！　さっそく例の作戦を──あ、あら？」

　スイートルームの室内へ。

　そんなアリスの気き迫はくとは裏腹に、部屋は空っぽだった。

　リビングの隅すみには帝国部隊の物らしき鞄があって、テーブルには飲み残しのティーカップがそのまま置いてある。

「ああそっか。三つくらい部屋を取ってあるって言ってたっけ」

　作戦会議用がここ。

　残る二つが、帝国部隊と別荘の従者たちの宿しゆく泊はく用だ。おそらくイスカや燐もそちら側の部屋で休きゆう憩けいしているのだろう。

「わたしの時間は伝えてるし、待ってれば来るかしら」

　ソファーに深々と腰こしを下ろす。

　どうせすぐに来るだろう。そう思って座るアリスの期待とは裏腹に、イスカも燐もなかなか部屋に戻もどってこない。

「……もうっ。二人とも何をしてるのかしら、このわたしを待たせるなんて……だって、じっとしてたら眠ねむ気けが…………」

　かれこれ四十時間以上は不ふ眠みん不ふ休きゆうである。

　今までは決死の緊きん張ちよう感かんが意識をつなぎ止めていたものの、ここはホテルだ。兵士たちの顔を見ることもなく大臣たちとの会議もない。

　何もしないでいい。

　ただここで待つだけ。

　そんなわずかな心の弛し緩かんで、今まで抑おさえこんでいた疲ひ労ろうが……

「くっ。だ、ダメよアリス。こんなところで！」

　ソファーから離はなれようとしても、まるでお尻しりが張りついたみたいにソファーから腰が上がらない。

　ほんのちょっとだけ。

　燐がやってくるまでの数分だけ、ちょっと目を閉じて休んでもいいでしょう？──心の中でもう一人の自分が囁ささやきかけてくる。

「い、いけないわ居眠りなんて！…………で、でも燐が来るまで……ちょっとくらい……横になるだけなら……許されるかも…………」

　そう。

　これはソファーで横向きになるだけ。

　ちょっと日が眩まぶしいから目をつむるだけ。

「…………すぅ」

　その数秒後。

　横向きに寝ね転ころぶアリスから、なんとも可愛かわいらしい寝息が聞こえてきたのだった。
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　その数分後。

　しんと静まるスイートルームの室外で。

「隊長、もう集合の時間ですよ」

「はいはいー。イスカ君は先に部屋で準備してて。アタシも音ネ々ネちゃんとジン君に声かけてくるね」

「早めに来てくださいね」

　ミスミス隊長にそう答えて、イスカは作戦会議用のスイートルームの扉とびらを開けた。

　左手には資料の束。

　シスベル奪還に向けて燐が大急ぎで用意したものだ。

「けどアリス遅おそいな。そもそも到着が一時間遅おくれるって話もあったし、まさかヒュドラの妨ぼう害がいが……？」

　扉を開けてリビングへ。

　誰だれもいないはずの広間だが、そこのソファーに金きん髪ぱつの少女が倒たおれている姿に、イスカは自分の目を疑った。

「アリス!?」

　ぐったりと横向きに倒れている魔女の姫ひめ。

　イスカにとっては二度目の死し闘とうを繰くり広げた相手だが、それ以上に衝しよう撃げきなのは、氷ひよう禍かの魔女アリスリーゼが倒れているというこの状じよう況きようだ。

　信じられない。

　無類の強さを誇ほこるアリスに何が起きたというのか。

　──ちなみに。

　当のアリスはすやすやと寝入っているだけなのだが、三日前に死闘を演じたイスカには、まさかそんな可愛い理由だと想像できるわけがない。

「アリスしっかりしろ、いったい何が……いや、いったい誰にやられたんだ!?」

　まさか刺し客かく？

　この部屋に何者かが忍しのびこんでいた？

　念入りにあたりを窺うかがうがリビングには一切の気配がない。アリスと何者かが争った痕こん跡せきも見当たらない。

「……命に別状はなさそうだけど」

　帝国人イスカが魔女アリスを介かい抱ほうする義理はない。

　ただこの状況下、倒れているアリスを一切気にせず見下ろし続ける図は、さすがに後ろめたいものがある。

「呼吸は大だい丈じよう夫ぶそうだし。外傷もない……いや、そう決めつけるのは尚しよう早そうだ」

　どこかに傷があるかもしれない。

　アリスの背中を確かく認にんするまでは油断できない。背後から何者かに斬きりつけられて倒れた可能性がある。

「……ちょっとだけ動かすから」

　意識のない少女を抱だきかかえた。

　驚おどろくほどに軽い。それに指先に感じる少女の肌はだは驚くほどに柔やわらかく、それにしっとりと滑なめらかだ。

　──なぜか。

　なぜか彼女を抱きかかえるだけで顔が熱くなっていく。

「って、何で僕はこんな緊きん張ちようしてるんだよ。女の子を抱かかえる救護活動なんて訓練で何度もやってるだろ」

「……んっ」

　意識のないアリスから、艶つやっぽい吐と息いきが漏もれた。

「アリス？」

「……んー。燐ってば、もうわたしを起こしにきたのね。あと五分だけ……」

　なんとも無む邪じや気きな声で。

　目を閉じていながらも、そう口にするアリスの表情は何とも愛らしく微笑ほほえんで。

「っ。アリス意識が戻ったのか！」

「…………」

「アリス？」

　まさか寝言だとは夢にも思わない。

　アリスを抱えたまま困こん惑わくするイスカの首もとに、アリスが抱だきつくように両手をするりと絡からめてきた。

「あと五分だけぇ……ねえ燐、あなたも一いつ緒しよに寝ましょ？」

「ちょっと!?」

「こーら暴れないの。ふふ、往おう生じよう際ぎわが悪いわよ」

　魔ま女じよの姫が抱きついてきた。

　イスカの首に両手を絡めるや、胸むな元もとに頰ほおをすりつけるように密着してくる。
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　何とも言えない甘い香かおりがよぎり、絹糸のような少女の金髪が肌に触れる感覚がどうにもくすぐったい。

　これはまずい。

　何がまずいのか自分イスカも言語化できないのだが、何かがまずいと本能が叫さけんでいる。

「……凄すごいわ。燐の肌、すごく熱い。火傷やけどしちゃいそう」

「なに言ってるの!?　とにかくアリス、意識が戻ったなら早く離れろって！」

　ガチャン。

　イスカの背後で扉が開いたのは、その時だった。

「やれやれ、資料集めもギリギリの時間になってしまったな。アリス様もお越こしになるし、部屋の掃そう除じとお茶の用意も急がねば」

　燐だった。

　資料の束を抱えた彼女が、アリスを抱えたイスカを見るなり目をみひらいた。

「……アリス様？」

　バサッと、燐の腕うでから資料がこぼれ落ちていく。

　意識のない主アリスを抱きかかえる帝国人イスカ──その光景に、燐のまなざしがみるみると険悪なものになっていくではないか。

「イスカお前まさか……」

「い、いや違ちがう!?　ちょっと待つんだ燐。僕は何もアリスに手を出しちゃいない。彼女がここに倒れてたから！」

「なるほど」

　燐がふっ、と吐息をついて。

「皆みなまで言うな帝てい国こく剣けん士し。お前の言いたいことも理解した」

「そ、それは良かった……」

「つまりこういう事だな。アリス様の命は預かった。返してほしくば見返りを用意しろと」

「何一つわかってなかった!?」

「違うのか？」

　燐がポカンと首を傾かしげる。

　と思ったそばから、さらに表情を険しくして。

「ならば……アリス様の不意をついて襲おそいかかり、情欲に突つき動かされるままこの豊満なお身体からだを弄もてあそぶ気か！　なんと下げ劣れつな！」

「余計に酷ひどくなった!?」

「アリス様を返せ！」

「だから違うってば!?……ああもう、とにかくみんなを呼んでくれ。今から作戦会議するんだろ！」




　　　　３




　リビングの中央。

　ソファーに腰こしかけて真しん剣けんな表情で頷うなずくアリスがいた。寝ぼけていた時の愛くるしさから一転し、イスカのよく知る高貴なまなざしで。

「では、妹シスベルの救出を正式にお願いできると……」

「最初からそう言ってる。アイツの護衛を引き受けて皇庁このくにに来た以上はな」

　応じるのはジンだ。

　テーブル脇わきの椅い子すに、前のめりに腰かけながら。

「俺らも無む償しようの有志ボランテイアじゃない。魔女シスベルの護衛を受けたのにも事情があるし、報ほう酬しゆうを受けとるまでは引き返せないからな」

「あなた方の隊長ですね？」

「別べつ荘そうで話した通りだ。ここまで来て俺らも手ぶらじゃ帰れない」

「……あ、あのジン君っ。アタシは……」

「隊長ボスは黙だまってろ」

　何かを言いかけたミスミス隊長に、ジンが先んじて「待った」をかけた。

　──シスベルの護衛。

　多少の困難は覚かく悟ごしていたが、まさか皇おう庁ちようの戦せん渦かにここまで激しく巻きこまれるというのは、イスカも思ってもみなかった。




〝ミスミス隊長。肩かたにある星紋もの、おそらく後天的にできたものですわね？〟

〝わたくしの護衛の見返りとして、星せい紋もんを隠かくす知識を提供しますわ〟




　隊長ミスミスの性格を考えれば──

　自分の魔女化が原因でこんな大事件に部下たちを巻きこんでしまったことに、罪悪感を覚えないわけがない。

　……だからジンは「黙れ」と言ったんだ。

　……これは部下ぼくらが関わるって決めたことだから、隊長は気にするなって。

　後ろめたさを感じる必要はない。

　それがジンなりの隊長に向けた敬意なのだろう。イスカも、隣となりで頷いている音々も同じ心情だ。

「その上で、予想外の強きよう襲しゆうとはいえシスベルを奪うばわれたのは俺らの失態だ。そういう意味でも護衛を終える気はないわけだが……」

　困った。

　そんな仕草で、ジンが肩をすくめてみせた。

「帝国人の俺らにはアイツの連行先のあてがない。心当たりを聞きたい」

「はい。その件について、おかあ……女王陛下とも話をしました」

「女王だと？」

　アリスが発したその名に、飄ひよう々ひようとしていたジンが一転して身を乗りだした。

　音々とミスミス隊長が目をみひらいて。

　イスカさえ息を吞のむのを禁じえなかった。それだけの大物だ。

　……現ネビュリス女王。

　……アリスにとっては母親だけど、いよいよ女王まで嚙かんできたのか。

　帝国軍にとっては最大最悪の怨おん敵てき。

　だが考えてみれば──

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世はこの国の姫ひめだ。愛まな娘むすめのために女王が動くのは、ごく当然の成り行きだろう。

「具体的な話をしますわ。燐、それにユミリーシャ、アシェ、ノエル、システア、ナミ。あなたたちもよく聞いていて。後で意見を求めるわ」

　ルゥ家の従者を見まわして、アリスが口早に言葉を続けた。

「シスベルの連行先はおそらく王宮外。唯ゆい一いつ怪あやしいのは太陽ヒユドラの塔とうですが、賢けん明めいなタリスマン卿きようならばすぐに場所を変えると思われます」

「……公共の場だからか？」

「はい。あの塔には諸外国の客人や記者たちも訪おとずれます。その際に妹シスベルを誰だれかに目もく撃げきされたら痛手でしょうから」

「じゃあ近きん隣りんのホテルや倉庫か？　いま俺らが隠れてるみたいにな」

「────」

　アリスが、無言で首を横にふってみせた。

「それも可能性は低いです。中央州ここの建物は、女王の特命によって強制調査が認められています。既すでにホテルや倉庫、すべての一いつ般ぱん家屋の調査が始まっていて」

「情報は正確に伝えろ」

「え？」

「その調査はシスベルを捜さがすもんじゃない。三日前の、王宮を襲撃した帝国兵が中央州にまだ潜ひそんでいないかどうかだ。違うか？」

「…………」

「ちょうどいい。帝国兵オレたちの立場もここで再確かく認にんしたい」

　燐とアリス。

　本来ならば敵である星せい霊れい使い二人を、交こう互ごに見つめて。

「最初に触れたとおり、俺らはシスベルの護衛として皇庁に入って、その間の身分保障も約束されていた。身分保障はまだ守る気があるんだろうな？」

「──私から話そう」

　押し殺した声の、燐。

「帝国兵じぶんたちが危あやうい立場にあると理解しているのは賢明だ。お前の言うように、いま我々が大々的に行っている捜そう索さくは帝国軍の潜せん伏ぷくを見つけだすためのものだ」

「そうだろうな」

「帝国軍との戦いで多数の負傷者が出た。特に女王宮を襲撃した時点で、帝国兵は誰だろうと万ばん死しの罪に値あたいする。無論お前たちもな」

　そう。

　三日前、アリスが泣きながらもイスカと決けつ闘とうに挑いどんだ理由だ。

　たとえ太陽ヒユドラの陰いん謀ぼうであろうとも、帝国側の刺し客かくによって女王が傷つき、王家にも行方ゆくえ不明者が出たのは事実。

　この戦争はもう「睨にらみ合い」では済まなくなった。

「帝国兵は一人として容よう赦しやできない。たとえシスベル様の選んだ護衛であってもだ」

「建前だろ？」

「大義だ。ただし……まあそうだな。我々も大義一いつ辺ぺん倒とうではいられない」

　燐がふっと溜ため息いき。

　いまだ釈しやく然ぜんとしない表情ながらも、迷いのない口ぶりで。

「特例中の特例だ。本来なら見つけ次し第だい拘こう束そくして処しよ刑けいの帝国兵だが、お前たち四人だけは、シスベル様の捜索の見返りとして今後も身分保障する」

「国境を抜ぬけるまでだろうな」

「もちろん。──ということで良いですかアリス様」

「ええ。約束は守るわ」

　頷くアリスが、その鋭えい利りなまなざしをミスミス隊長へ。

「よろしいですね隊長」

「……うん。アタシたちもそのつもりでいるし。ね、イスカ君」

「もちろん」

　隊長ミスミスではなく──

　こちらに振ふりかえるアリスに向けて、イスカは断言してみせた。

「僕らもあの男タリスマンにやられた身だ。やり返す機があるのなら願ってもない」
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　ネビュリス王宮、多目的ホール──

　そこに居並ぶのは皇庁の最高権力者たちだ。

　現女王ネビュリス８世を始めとするルゥ家の側近と秘書たち。同じくゾア家とヒュドラ家からも代表者が集つどって円えん卓たくを囲んでいる。

　その後ろには現女王を支える各大臣、政治顧こ問もんである歴代大臣の顔ぶれもある。

　ざっと三十人近く。

　ホールの隅すみで待機している親衛隊を含ふくめれば五十人におよぶだろう。




「女王よ、厳しいことを言うようだが、あなたには失望したと言わざるを得まい」




　鋭するどく、そしてよく響ひびく男声がホールの壁かべにこだました。

　その場の視線が一いつ斉せいに集中する。

　声の主はゾア家当主代理オン──黒服に身を包み、金属製の仮面で素す顔がおを隠した長身の男だ。

「帝てい国こく軍に王宮への侵しん入にゆうを許した。これは建国以来の屈くつ辱じよくだ。同どう胞ほうたちにどれだけの被ひ害がいが出たかは言うまでもないだろう」

「…………」

　女王はかたく口を閉とざして沈ちん黙もく。

　縫ほう合ごう手術を終えたばかりの腕うでには今も痛々しく包帯が巻かれているが、だからといって仮面卿が追つい及きゆうを止める理由にはならない。

「ゾア家にいたっては当主グロウリィが消息を絶って七十二時間が経過する。帝国からの発表はないが、連行されたと考えて間ま違ちがいあるまい」

「…………」

「優すぐれた星霊を宿した者は皇庁にとっての至宝。それを奪われ、帝国で人体実験が行われることがどれだけ悲ひ惨さんなことか」

　女王は無言。

　反論する余地がない。太陽ヒユドラの陰謀を証明しないかぎり、女王の信しん頼らいは地に堕おちたままなのだから。

「お待ちくださいオン様！」

　その空気にこらえきれず、ルゥ家に仕える女性秘書が声を上げた。

「辛つらいのは女王陛下も同じです。御ご令れい嬢じようのイリーティア様、シスベル様がどちらも行方不明です。いまは誰が責任を取るのかという水みず掛かけ論ろんではなく、行方不明者の救出策を練るべきで──」

「簡単なことだよ」

　その声を遮さえぎる、仮面卿。

「帝国本土への総そう攻こう撃げき。百年前と同じく帝てい都とを灰に変えること。それが人ひと質じち救出のためのもっとも優れた方法だ」

「……なっ!?」

「お上品な交こう渉しようでグロウリィ卿が戻もどってくるとでも？　答えは否いなだ。なぜなら帝国にとって純血種の真価は『人質』ではなく『研究素材』なのだから」

　捕とらえられた純血種は死よりも恐おそろしい目に遭あうだろう。

　しかも度を過ぎた人体実験は表に出ない。国際情勢が反帝国に傾かたむかないために、帝国が情報統制を完かん璧ぺきに行っていることは周知の事実である。

「捕らえた者に対して非人道的な行こう為いはしていない。帝国はそう空とぼけるだろう。対し、君はどうやって交渉する気かな？」

「そ……それは……」

「ゆえに帝国への総攻撃を提案する」

　仮面卿が、演技じみた仕草で両手を広げてみせた。

　女王へ。

　そして後ろに座る数十人という大臣や軍事担当者たちへ、問いかけるように。

「他ほかに同志を取り返す手段を思いつく者がいれば、挙手をしたまえ」

「──仮面卿」

　女王の一声。

「この状じよう況きよう下でさらに多くの犠ぎ牲せいを出す提案は、女王として受け入れられません」

「強力な指導者がいればどうにでもなる」

　ざわり、と。

　何十人という者たちの驚きよう愕がくがホールに満ちた。強力な指導者がいれば──これは暗に、現女王では不十分という月ゾアからの挑ちよう戦せんに他ならない。

「ふむ。一理ある」

　ざわめくホールの中、唯ゆい一いつ微び笑しようを浮うかべていた男が口を開いた。

　ヒュドラ家当主タリスマンが。

「女王聖別儀礼コンクラーヴエによる女王選別を急ぐと。私は反対はしないよ。国が混乱した時、新たな指導者が生まれるというのは時代の常だからね」

　次の女王を選ぶとしたら？

　星ルウは、現女王が信頼を失った現在では最悪の状況下だ。

　月ゾアは、有力だったが、当主グロウリィが帝国軍に囚とらわれたことが逆風になる。

　太陽ヒユドラは、この状況下で最高の追い風を受けるだろう。

「そういうことだろう？」

「いいや」

「……ん？」

「タリスマン卿きようは勘かん違ちがいしておられる。私は強い指導者が必要だといったが、女王聖別儀礼コンクラーヴエを求めるとは言っていない」

　冷たい仮面の下──

　ゾア家を統とう率そつする黒服の男が、唇をニヤリと吊つり上げた。




「始祖様にお目覚めいただく」




「なにっ」

「何ですって！」

　タリスマン、女王ネビュリス８世が驚おどろきの声を禁じえなかった。

　数人の大臣が思わず立ち上がり、壁かべ際ぎわに立っていた護衛たちまで互たがいに顔を見合わせるほどに、その言葉の衝しよう撃げきは大きい。

　──始祖ネビュリス。

　今は皇庁くにの地下深くに隔かく離りされ、昏こん々こんと眠ねむり続けている。

「その手があったか。確かに始祖様ならば……！」

　呟つぶやいたのは初老の大臣だ。

　まわりも、驚きの声は上がっても反対意見は聞こえてこない。

「どうだね諸君？　現大臣ブルータル卿いかがだろう？」

「わ、私は……検討可能な策の一つかと」

「先代大臣ヴィエストロ卿」

「同じくです。オン卿の仰おつしやる強力な指導者と戦力、そのどちらをも両立できるかと」

　百年前、始祖ネビュリスは帝都を灰へと変えた。

　最古最大の星せい霊れい使いが目覚めるのなら──

「お待ちなさい」

　女王の一いつ喝かつが、浮き足立つホールに響きわたった。

「その決定は早急です。始祖様を目覚めさせる手段が確立されていませんし、その覚かく醒せいにも危険を伴ともないます。皆みなも覚えているでしょう、中立都市エインでの被害を」

　この場で女王だけが知っている。

　始祖は、遠い血筋のアリスにさえ容赦しなかった。

　月ゾアの言う「帝国を滅ほろぼして人質を救出する」とは嚙かみ合わない。帝国を滅ぼすためなら同志さえ蹴け散ちらすのが始祖なのだ。

　──次元が違う。

　星霊の強さ。

　そして何より帝国に対する憤ふん怒ぬが、現代の自分たちさえ比べものにならないとアリスは言っていた。

「始祖様の攻撃が帝国人以外に向けば、世界から非難されるのは皇庁こちらです」

「それこそ女王の腕の見せ所だろう。そして定刻だ」

　仮面卿が立ち上がる。

「次の会議は、始祖様の覚醒方法について皆の知ち恵えを聞きたいね。では失礼」

　小さく一礼。

　ゾア家の側近を引き連れて、仮面卿は多目的ホールから姿を消した。
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　ネビュリス王宮、空中回かい廊ろう『太陽の道』。

　女王宮と太陽の塔とうをつなぐガラス張りの廊下を、二人の男女が並んで歩く姿があった。どちらもモデル顔負けの長身が特とく徴ちようで──

「やれやれ。参ったね」

　ヒュドラ家当主タリスマンが立ち止まった。

　ガラスの屋根から天を仰あおぎ見るように顔を上げて。

「さすが仮面卿だ。この状況下で最高の手札を切ってきた」

「始祖様の件ですか？」

「そう。ミズィの感想も聞きたいね」

「……あら。叔お父じさまが意見を求めるなんて珍めずらしい」

　クスッと微笑ほほえんで。

　大人びた少女が足を止め、愛らしいまなざしと共にふり向いた。

　──ミゼルヒビィ・ヒュドラ・ネビュリス９世。

　彫ほりの深い目鼻立ちに、目が覚めるような青さの瑠る璃り色いろの髪かみをした少女だ。

　もともとはタリスマンと同じ金きん髪ぱつだったが、その身に宿った強力な星霊の発現と同時に、髪の色が青く染まった経けい緯いをもつ。

「叔父さまに意見だなんて緊きん張ちようしますわ」

「遠えん慮りよすることはない。次期当主の立場として言ってごらん」

「では……始祖様の覚醒は、率直にいって邪じや魔まですわね」

　タリスマンの姪めいにあたる彼女──

　ヒュドラ家次期当主の座が約束された王女であり、女王聖別儀礼コンクラーヴエでヒュドラ家が擁よう立りつする女王継けい承しよう権者だ。

「いま女王聖別儀礼コンクラーヴエをしたら勝つのは太陽わたくしです。ルゥ家は女王があの様ですし、ゾア家は当主グロウリイが行方ゆくえ不明で女王聖別儀礼コンクラーヴエどころではない。どちらもまともな選挙準備ができませんから」

　女王聖別儀礼コンクラーヴエを望むヒュドラ家。

　女王聖別儀礼コンクラーヴエを望むが、当主グロウリイ不在で今はまだ避さけたいのがゾア家。

　女王聖別儀礼コンクラーヴエを回かい避ひして現政権を維い持じしたいのがルゥ家。

　──完璧だった。

　この状況下で女王交代となれば、新たな女王は確実にヒュドラ家から誕生するはず。

　だが。

「始祖様の目覚めは、すべてをひっくり返す恐れがありますわ」

「ふむ。どういう意味で？」

「始祖という冠かんむりはあまりにも偉い大だいです。仮に私が女王聖別儀礼コンクラーヴエで勝利して女王になっても、始祖様が完全復活すれば国民は女王わたくしの言うことなど聞きません。始祖様になびくに決まってますでしょう？」

　女王よりも上に始祖がいる。

　それではせっかく手に入れた女王の座の意味がない。

「付け加えれば、目覚めたところで何をしでかすかわかりません。なぜなら始祖様の星霊がいまだに解かい析せきできていないから」

「そうだね。複数の星霊を使用したという痕こん跡せきもある」

　星霊は一人一つ。

　だがそんな常識も始祖には当てはまらない可能性があるのだ。

「想定される最悪な可能性は？」

「ズバリ、始祖様があのシスベルと似た能力を持っていた場合です。読心術、催さい眠みんあとは過去を見る類たぐいの能力ですわね」

　ヒュドラ家の陰謀が暴かれる。

　帝てい国こく軍を先導したことが始祖に暴あばかれれば、帝都を灰に変えた始祖の憤怒がこちらに向くのは明白だ。それは絶対に避けたい。

「適切な分析だ」

　パチパチと、冗じよう談だんめいた仕草でタリスマンが拍はく手しゆ。

「さすがだミズィ。あの会議から数分でここまで分析できる。今すぐ女王になっても何ら差しつかえない度量だよ」

「恐おそれ入りますわ」

「翻ひるがえって、仮面卿の案もそれだけ的確だった。最善手といってもいい。グロウリィ卿不在とはいえゾアの動きには警けい戒かいが必要だね」

　始祖の覚醒──

　女王以上の威い光こうと強さを兼かね備えている。この皇庁くにをむしろ今まで以上に強大化できる唯一無二の存在だ。

「もしやイリーティア君が亡命したのは、ゾア家がここまですることも読んだ上での逃とう亡ぼうか。だとすれば……」

「叔父さま？」

「いや、何でもないよ」

　こちらを見上げてくる姪に、苦笑気味に、首を横に振ふってみせた。

「いずれにせよ始祖は過去の象しよう徴ちようだからね。この新時代にはふさわしくない」

　コツッ。

　麗うるわしき少女を従え、タリスマンは再びガラスの回廊を歩きだした。

「始祖を目覚めさせるわけにはいかないな。ミズィ、これから忙いそがしくなるよ。女王候補としても一人の星霊使いとしても」

「楽しみですわ」

「さてと、あとはヴィソワーズか」

　ガラスの壁かべの向こうを見つめて。

　当主タリスマンは、独り言のように呟いた。

「魔ま女じよになった影えい響きようか、あの子もいささか情じよう緒ちよ不安定だからね。ルゥ家の王女に乱暴してないといいんだけど」
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　白ずくめの小部屋。

　床ゆかも天てん井じようも白のペンキに塗ぬりつぶされた扉とびらのない空間。シスベルがごくりと息を吞のんで見守るなか、壁の内側から扉が盛り上がってきて──

「やっほシスベルちゃん」

「……ひっ!?」

「あー、そんな怯おびえないで。今のところ丁てい重ちように扱あつかえって命令されてるしね」

　ヴィソワーズ。

　くすんだ赤毛を手で弄いじくりながら、小こ柄がらな魔女が低く嗤わらった。

　右耳にピアス、左耳に大きな輪っかのイアリング。攻こう撃げき的な目つきから荒あらくれ者を想像させるが、この少女の正体は、人間ではないのだ。

「……あなた」

「ん？　ああ、だってここ太陽ヒユドラの塔だし。あたしがあの姿で塔をうろついてるワケないでしょう」

　太陽ヒユドラの塔？

　つまり自分はまだネビュリス王宮の敷しき地ち内にいるということ。

「あははっ。いまハッて表情になったわね。ここが自分の知ってる場所だからちょっと安心したの？」

「…………」

「まあいいわ。ところでシスベルちゃん」

　ヴィソワーズがにじり寄ってくる。

　有う無むを言わさぬ圧力に押され、シスベルは唇くちびるを嚙みしめながら後ずさった。あの化物の姿を見せられて恐きよう怖ふを覚えぬ者などいない。

　背中が壁に触ふれる。あっという間に壁の隅すみに追いつめられて。

「こ、来ないで！」

「まあそう邪じや険けんにしないでよ」

　ヴィソワーズの伸のばした手が、シスベルの頰ほおをかすめて壁をつく。

　紫むらさきの口紅ルージユが塗られた唇が近づいてきて。

「聞きたいことあるのよね」

「わたくしが喋しやべるとでも？」

「そんな大層なもんじゃないわ。ちょっとしたあたしの好こう奇き心しん。シスベルちゃんどうやってあの男を部下に引き入れたのかしら」

「……あの男？」

「帝国の元使徒聖イスカ」

　覗のぞきこむように、ヴィソワーズが顔をさらに近づけてくる。

　互たがいの吐と息いきを感じる距きよ離りで。

「あたしも人間やめてる自覚あるけど、アイツも別の意味で人間やめてそうな剣けん士しよね。あなたの姉とネウルカの樹海で戦って引き分けた噂うわさ、ウソでも無さそうだし」

「え？」

　開いた口がふさがらない。

　何だそれは。

　自分はそんな二人の過去は見ていない。

　……アリスお姉さまが、イスカと戦場で戦った？

　……お姉さまはそんなの一言も言ってなかったのに。

　もちろん疑わしいと思っていた。

　自分シスベルがイスカを護衛にしようとする時に、妙みようにしつこく牽けん制せいしてきたからだ。




〝なぜ皇おう庁ちようの姫ひめであるお姉様が、この帝国剣士と知り合いなのですか。『イスカ』と名を呼んでいたでは──〟

〝シスベルあなたがさっき呼んでいたのを聞いたのよ〟




　シスベルの能力でも、イスカと姉の決定的な過去は見つけられなかった。

　……でも、そういうことですか。

　……二人の出会いがネウルカの樹海だったから？

　灯ともしびの星せい霊れいの有効範はん囲いは、半径三千メートル。

　ここネビュリス皇おう庁ちようと離はなれすぎていたため、星霊でも遡さかのぼることができなかったのだ。

「アリスお姉さまがイスカと戦った？……どういうことですか」

　戦場で戦った敵同士？

　ならば間ま違ちがいなく死し闘とうを交かわした怨おん敵てきだ。そんな二人が独立国家でもルゥ家の別べつ荘そうでも、ああも打ち解けあえるはずがない。

「あら？　もしや、その様子じゃ何も知らない？」

「あ、当たり前です！」

　むしろその話をもっと聞かせてほしい──

　そう吼ほえたくなるのをぐっと堪こらえた。だめ、こちらが弱みを見せればそれにつけ込んでくるに決まっている。

「……そんなことより、わたくしの従者シュヴァルツは無事でしょうね」

「もちろん」

　拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりと、ヴィソワーズは頷うなずいてみせた。

「あたしらに従うかぎり命は保証してあげるわ。シスベルちゃんの星霊は便利だし」

「……何をさせる気ですか」

「それは目が覚めてからのお楽しみ」

「っ」

　魔女の掌てのひらが、視界を覆おおうように伸のびてきて──

「お休み王女様」

　シスベルは意識を失った。








Chapter.3　『太陽への道』
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　カーミリッシュホテル四十一階。

　まだホテルの朝食サービスも受け付けていない早朝五時。イスカは、廊ろう下かを歩いてくる少女に目をやった。

「燐リン？　ずいぶん起きるの早いけど」

「起きたのはこの一時間前だ。起き床しよう時間は習慣化してある……ふん、お前こそ。見張りをサボって居い眠ねむりでもしてたら叩たたき起こしてやろうと思ったが」

　部屋の前に立っていた見張り役のイスカへ。

　燐が、いかにも嫌いやそうな口ぶりで。

「交代だ」

「……？」

「私が見張りを代わると言っている。正午にまた作戦会議だ、それまで休んでいろ」

「いや大だい丈じよう夫ぶだよ。あと二時間でジンと交代だし」

「シスベル様の救出はお前にかかっている」

　燐の小声。

　万が一にも他人に聞かれぬよう、廊下の奥まで目をやりながら。

「アリス様を交えた昨日の話し合いで実感した。正直気は進まないが、今回だけはお前を何が何でも支し援えんしてやる」

「気持ちはありがたいけど、僕らも交代で休んでるし」

「鍛たん錬れんに充あてろ」

　燐のその言葉は、自身も一流の武芸者であるからこそだろう。

「見張りという『ただ廊下に突つっ立っているだけ』の二時間。それを私が引き受けるから、お前は心身の充じゆう実じつに勤いそしめと言っている」

「…………」

「剣の手入れでも装備点検でもいい。いずれにせよだ、ここで突っ立ってるより有意義な時間の使い方がある」

「……わかった」

　真っ正面から見つめ合って、先に折れたのはイスカだった。

「ただ僕の一存じゃ決められない。ミスミス隊長に報告してくる」

　燐を残して背を向けようとして。

　不意に、イスカの脳のう裏りをよぎっていったのは昨日のアリスとのやり取りだ。

「あ……」

「何だ。私が見張っているからさっさと部屋に行け」

「昨日の件。一つ聞いておきたい」

　アリスを交えた作戦会議──

　シスベルが捕とらわれていると思おぼしき場所とその捜そう索さくについてが大半だったが、イスカが引っかかったのは別件。

　去り際ぎわのアリスが、自分イスカだけに明かした秘密がある。

「僕の立場で口にするのは複雑だけど、三日前、ネビュリス王宮を帝てい国こく軍が襲しゆう撃げきした時、女王と戦ったのは本当にあのヨハイムだったのか？」

「……どういう意味だ」

　燐の声に、棘とげが混じった。




〝ネビュリス女王とお見受けする〟

〝俺はヨハイム。使徒聖第一席と言っておく〟




「相対した女王様が仰おつしやっていたことだ。敵はそう名乗ったと」

「その外見は？　燐も見ただろ」

「当然だ。細身の大剣を提さげた長身の男だ。髪かみは紅くれないで、甲かつ冑ちゆうとコートが合わさった装しよう束ぞくだ。帝国軍の戦せん闘とう衣いとは違うから特注だろう」

「……なら間違いないか」

　使徒聖ヨハイム。

　銃じゆうと砲ほう撃げきが主戦力となったこの時代に、イスカ以外では唯ゆい一いつの剣士である使徒聖だ。

　手合わせしたことはないが。

「おいイスカ。黙だまってないで答えろ。女王様が聞き間違えたとでも言いたいのか。それとも奴やつがヨハイムではなく別人だとでも？」

「そうじゃない」

　嚙かみつくような燐の言葉に、ゆっくりと首を横に振ふってみせた。

　女王を襲撃したのは使徒聖の第一席ヨハイム──天帝の直属である男が帝都を離れたことは驚きよう愕がくだが、ネビュリス女王を剣でたたき伏ふせる真ま似ねが他人にできるわけがない。

「ヨハイムは本人で間違いない。僕の立場から詳くわしくは言えないけど」

「では何が疑問だ」

「イリーティアが斬きられたって話の方だよ」

「なにっ！」

　燐が肩かたをふるわせる。

「……何が言いたい。イリーティア様は女王陛下を庇かばってあの男に斬られた。私もアリス様もそれを目で見ている」

「ヨハイムに連れ去られた？」

「ああそうだ。生死不明の重体で車に運ばれて──」

「それが怪あやしいんだ」

　際きわ立だつような美び貌ぼうを湛たたえたアリスの姉。

　だが自分イスカは聞いている。ヴィソワーズに奪うばわれる直前のシスベルは、姉イリーテイアこそが黒幕だと断言した。

「僕が気になってるのは、その『生死不明』っていう部分だ」

「は？　何がだ。あれほどの大ケガを──」

「致命傷でなきゃおかしいんだよ。使徒聖の本気の剣を受けて生死不明なんてありえない。生身で斬られたら僕だって助からない」

「っ！」

「ヨハイムが連れさったってことは、斬ったヨハイム当人が生きてるって判断したからだと思う。けど使徒聖が本気で剣を振るって斬られたなら確実に致ち命めい傷しようだ。そこに決定的なズレがある」

「……致命傷のはずが、そうではない。まさかお前の言いたいことは……」

　燐が眉まゆをひそめる。

　数十秒という長い沈ちん黙もくを挟はさんでから。

「イリーティア様が斬られたのは演技だと？」

「彼女は黒幕候補だった。ヒュドラ家と繫つながってるのはほぼ確実だし、僕らを待ち受けて、シスベルを脅おどして別荘に連れこんだのも彼女だった」

「……女王陛下を庇って斬られたことで、悲劇の王女ヒロインを演出しようとしたと？」

「事実、アリスはそれに感化されただろ」

　イリーティアが黒幕であるという疑い以上に──

　女王を庇って倒たおれた姉という悲劇に、目の前の事実を信じるしかなくなった。

　……それさえ計算ずくだとしたら？

　……イリーティアが剣を受けて倒れるまでが陰いん謀ぼうだったとしたら？

　アリスも女王も欺だまされたのだ。

　第一王女の悪あく魔まじみた計略は、血を分けた肉親さえ見破れなかった。

「いや……やはりそれは無い。イリーティア様がわざと斬られたなんて……イスカお前はあの出血を見ていないからそう言える」

　唇くちびるを嚙みしめながら、燐が低く呟つぶやいた。

「床ゆかが血に染まったのを私は見た。あれは噓うそでも何でもない。本当に──」

「魔女ヴィソワーズ」

「え？」

「ヒュドラ家の刺し客かくで、剣で斬られても平気な怪かい物ぶつがいた。燐も見たはずだ」




〝切っ先から感じる「手て応ごたえの無さ」に怖おぞ気けを感じ、剣を止めたのはイスカの方だった〟

〝まるで水を斬るような──〟




　似ているのだ。

　使徒聖イスカの剣を受けても傷を受けない魔女ヴイソワーズ。

　使徒聖ヨハイムの剣を受けても生きていたイリーティア。

「……バカな」

　燐が呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　その唇がみるみると血色を失って紫むらさき色いろに。

「……イリーティア様が……あの化物と同じだと……？」

「彼女イリーテイアの正体がアレと同じなら剣で斬られても命は落とさない。この話で辻つじ褄つまが合うだろ？　使徒聖ヨハイムの必殺の剣を受けても生きてるってことも」

　死なない確信があったのだ。

　ヒュドラ家と結けつ託たくしている彼女イリーテイアなら、魔女化の秘密も知っていておかしくない。

「くり返すけど、生死不明なら使徒聖がわざわざ背に担かついで運びだすわけがないんだよ。生きてるって確信してたんじゃないか？」

「……そ、それは……」

「イリーティアは斬られることで王宮から逃げだした。そう考えると納なつ得とくいく。帝てい国こく軍に連行されたんじゃない。自分で帝国に亡命したんだ」

「────」

　アリスの従者からの反論はない。

　その様子に、イスカはさらに言葉を続けた。

「ただ念を押すけど、イリーティアの身み柄がらは帝国兵ぼくらには関係ない」

　可能性は低いが──

　第九○七部隊イスカたちが帝国に戻もどってイリーティアと出で会くわす可能性もあるのだ。

「僕には彼女が何を考えてるかなんてサッパリわからない。彼女が帝国側の密みつ偵ていだったのかなんて調べる気はないし、判明しても教えられない。僕らと皇庁そつちの協力関係は、あくまでシスベルの救出だけだ」

「……それは承知している」

　重々しい口ぶりと共に、燐がようやく頷うなずいた。

「シスベル様の救出だけでいい。イリーティア様の件はルゥ家の問題だ」




　　　　２




　正午──

　作戦会議用のスイートルームで。

「えっと再確かく認にんだけど、アタシたち帝国軍らしく行動していいんですよね」

　テーブル席に座るミスミスが、対面に立つ燐に向かってそう告げた。

「ネビュリス王宮を襲おそった帝国軍の残党が、中央州にまだ隠かくれ潜ひそんでた。その一隊四人が、ヒュドラ家の施し設せつに偶ぐう然ぜん目をつけて侵しん入にゆうした……」

「そうだ。そこにシスベル様が偶然いた──我々はそう振る舞まう」

　燐が目配せ。

「この二人が第九○七部隊おまえたちに同行する」

　ルゥ家の従者二人が、小さく一礼。

　ここ数日イスカたちと寝しん食しよくを共にした二人だが、今はどちらも濃こい緊きん張ちようの色を浮うかべている。

「ナミ・オーキャストです、改めてよろしくお願いします」

「システア・クオ・キャッツです。この身に過ぎた大役ですが、シスベル様の救出のため、我が身を賭としてお供します」

　まだ十五歳という若い黒くろ髪かみの少女ナミと、十六歳の茶ちや髪ぱつの少女システア。

　どちらも戦闘要員ではないが、ルゥ家に仕える者として有事に備えた星せい霊れいを所持しているという。

　──敵ヒユドラ陣じん地ちに侵入する『霧きり』のナミ。

　──シスベルの位置を探知する『こだま』のシステア。

　この二人に第九○七部隊イスカたちを加えた総勢六人が、実行部隊。

「星霊の概がい要ようは話した通りだが、詳しくは本人の口から話した方がいいだろう。──ナミ」

「自分の力は『霧』です。ご覧に入れた方が早いでしょう」

　黒髪の少女が手をかざす。

　と。その姿が陽かげ炎ろうのようにブレて、みるみる周囲の背景と同化していく。

「消えた!?」

「……うわすっごい。帝国の光学迷めい彩さいより同化が早いかも」

　声を上げるミスミス隊長だが、より強い反応を示したのは音ネ々ネだ。

　帝国軍の最新技術も霞かすむ完全擬ぎ態たい。驚愕以上に、機工士として興きよう味み津しん々しんの目でナミのいた方を見つめているが──

「こちらです」

「ひゃんっ!?　い、いつの間に……？」

　真後ろから肩に触ふれられて、音々が今度こそ跳とびはねた。

　消えたと思ったら後ろにいた。足音を殺して後ろに回りこんだのだが、事情を知らない者からしたら空間転移のような光景だ。

「イスカ、見えたか」

「……いや全然。かろうじて足音だけ感じたけど」

「従者やってるのが勿もつ体たいない能力だな」

　ジンの口ぶりは、複雑だ。

　今すぐにでも暗殺者に転向できる──

　こんな小こ柄がらな少女でも、その気になれば一人で帝国要人を抹まつ消しようしかねない。星霊使いの脅きよう威いをあらためて垣かい間ま見みた思いだ。

「帝国人らしい誤解だな」

　燐の呟き。

「星霊は、帝国人が思うほど万ばん能のうの力ではない。ナミ、見せてやれ」

「──はい」

　黒髪の少女がその場でジャンプ。

　途と端たん、完かん璧ぺきだった擬態がみるみる剝はがれだしていく。術の強制解除──その一部始終に、イスカの脳のう裏りに浮かんだ予感は。

「もしかして速度？」

「はい。霧の星霊は、静止かそれに近い状態でなければ擬態できません。走ったり跳んだ瞬しゆん間かんに擬態が剝がれてしまいます」

　星霊を発動したままでは戦せん闘とう不可能。

　これでは戦場に出られない。

　……そうか、隠れることにしか使えない。

　……たしかに諜ちよう報ほう部隊には使いづらい能力かもしれない。

　アリスや女王の命を守るための防衛特化。

　従者として採用されるのも納得だ。

「擬態できる対象は複数人ですが、対象が多いほど擬態できる時間が減ってしまいます。シスベル様の捜そう索さくも数時間が限界だと思っていただければ」

　ナミが手を突つきだした。

　手の甲こうに浮かぶ星せい紋もんを、こちらに掲かかげて。

「この星紋で触れた瞬間に擬態が始まります。ただ、私と離はなれすぎても術が解けてしまうのでご注意ください」

「おおよそ理解した」

　ジンが、もう片方の従者に目配せ。

「で、システアだっけか。アンタの方は？」

「私の『こだま』は音を集めて解かい析せきする星霊です。遠くの話し声や息づかいが聞こえると思ってください」

　茶髪の少女が、「静かに」と唇に指をあてるポーズ。

「およそ五十メートル圏けん内ない。ホテルだと七フロア前後ですね。たとえば今、三十五階での旅行客の会話が聞こえています」

「扉とびらを閉めていてもか？」

「完全密みつ封ぷうであれば多少左右されますが。あとは音の種類ですね。金属音は探知しにくく、人間の足音や声は探知領域が広がります。これは星霊が人間に宿っているためで、人間に関する音には敏びん感かんですがそれ以外は──」

「システア」

「……失敬。今のは余計な星霊学講座でした」

　じろりと燐に睨にらまれて、従者の少女がわざとらしく咳せき払ばらい。

「手順のまとめですが、ナミの『霧』を活用して太陽ヒユドラの拠きよ点てんに侵入します。シスベル様に近づけば私の星霊で位置を特定できるでしょう。けれど無理に拠点から助けだす必要はありません」

　シスベルの場所さえ確定できればいい。

　そうなれば女王が強制捜そう査さを発動し、ヒュドラ家の拠点に乗りこむまで。

「決行は明後日。タリスマンが会議に出席している時刻を狙ねらう。こちらの動きがバレても当主不在ならば太陽やつらも迂う闊かつには動けない。……何か質問は？」

「俺からだ」

　燐の問いかけに、ジンがすぐさま声を上げた。

　黒髪の少女ナミを見つめて。

「お前の霧の星霊について。擬態してる間は監かん視しカメラからも見えないのか？」

「はい。レンズを通しても擬態は見破られません」

「赤外線のような熱探知センサーは？」

「体温は引っかかります。自動ドアを通過する時には注意してください」

「ってことは臭においや足音もバレるな？」

「はい。ですが多少の声と足音ならシステアの『こだま』で対応できます。音を集める力ですから、音を集めることで周囲に拡散させないことが可能です」

「最後にもう一つだ」

　ジンが、茶髪の少女システアへ。

「アンタの『こだま』の消音は、発はつ砲ぽう音まで消せるか？」

「残念ながら……」

「わかった。ひたすら侵しん入にゆう潜せん伏ぷくって筋でいく」

　戦闘は極力回かい避ひ。

　音々やミスミス隊長の電気テーザー銃じゆうは消音機能がついているものの、発砲音はゼロではない。ジンの狙そ撃げき銃じゆうも使用できないだろう。

「何かあったらイスカだな」

「そのつもりでいるよ」

　ジンの結論は、イスカも当然に想定していたものだ。

　……無音でってことなら僕の剣けんが手っ取り早い。

　……『霧』の星霊でギリギリまで近づけば不意打ちも難しくないし。

　もちろん武力は最終手段。

　敵の拠点で争いを起こせば、地の利も兵数も圧あつ倒とう的にこちらが不利になる。

「燐さ、当然に純血種もいるんだろ？」

「可能性はある。当主タリスマンの不在を任されるような者、たとえば王女ミゼルヒビィ」

「王女……」

　薄うす々うすと想像はできていたが。

　ルゥ家にアリスやシスベルがいるように、ヒュドラ家にも女王候補の王女がいるというのは情報としては初耳だ。

「燐、その情報もう少し詳くわしく」

「もちろん。太陽ヒユドラの戦力も私の知るかぎりを話すが……」

　言葉なかばで、燐が唇くちびるを引き締しめた。

　イスカが我が目を疑うほどに真しん摯しなまなざしで、瞬まばたきも惜おしむように見つめてきて。

「この作戦はお前次し第だいだ」

「────」

「複雑な気持ちもあるが、私は、お前の腕うでを信しん頼らいしている。シスベル様を頼たのむ」

「あの、燐さま？　差し出がましい質問ですが」

　そんな神しん妙みような燐を見て。

　黒髪の従者ナミが、ふしぎそうに首をかしげた。

「この者のことをよくご存じで？」

「～～～っ!?　い、いやその……失言だ……」

　みるみる燐の顔が真っ赤に。

　と思った傍そばから、そんな燐に思いきり臑すねを蹴けり上げられた。

「おい帝てい国こく剣けん士し、お前のせいで私まで変な誤解をされてしまったぞ！」

「誰だれのせいだよ!?」

「うるさいうるさい！」

「あ痛いたっ!?」

　まだ執しつ拗ように蹴りつけてくる燐から、イスカは大おお慌あわてで跳び下がった。








Chapter.4　『雪と太陽スノウ・ザ・サン』
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　朝、十時──

　早はや鐘がねを打つ胸に手を添そえて、アリスは、ネビュリス王宮の廊ろう下かを歩いていた。

　隣となりを歩くのは燐リン。

　こちらは昨晩遅おそくまで帝国部隊イスカたちと最後の作戦確かく認にんをしていて、夜明け前にようやく城に戻もどってきたばかり。

「一時間後ね」

「やるべき事はやりました。どうかアリス様は会議にご専念を」

「……わかってるわ」

　ルゥ家にとって命運を決する作戦だ。

　妹シスベルの居場所をイスカが突きとめられれば、ヒュドラの陰いん謀ぼうを暴あばくことで女王ははの政権は国民の信頼を取り戻せるだろう。

　失敗はすなわちルゥ家の敗北。

　女王ははは失しつ墜ついを免まぬかれず、この先の女王聖別儀礼コンクラーヴエでもアリスの勝利は困難になる。

「────」

　口を固く閉とざして多目的ホールへ。

　会議の続き。アリスと燐が到とう着ちやくした時にはもう女王や大臣たち、ゾア家とヒュドラ家の要人たちがテーブルに座していた。

「遅くなりまして申し訳ありません」

「時間どおりだよ、むしろ私たちが早く来すぎたくらいだからね」

　朗ほがらかな男声がホールに響ひびく。

　険しい表情が並ぶなか、ヒュドラ家当主タリスマンの微び笑しようは憎にくいほどに目立つ。

「やあアリス君。先日の会議は欠席だったけれど今日は大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「はい。先日の議事録には目を通しておりますわ」

「それは何よりだ」

　アリスが着席するのを待って──

「なにしろ表情が張りつめているようだから、何かあったのかと心配したよ」

「っ!?」

　悲鳴が、喉のどから漏もれかけた。

　……わたしの表情で気づかれた？

　……いえ、違ちがうわ。薄々とだけどわたしたちの作戦に勘かんづいている。

　シスベル奪回作戦も予想済みなのだ。

　ただし完全にではない。おそらく「妹を取り返しに動くはず」程度で、具体的な計画までは突つきとめられていまい。

　今の一言も、こちらの動どう揺ようから情報を引きだすための話術トリツクだ。

「ありがとうございます。こんな状じよう況きようはわたしも初めてなので、どう対応していけばいいか一いつ生しよう懸けん命めい考えたくて」

「そうか。無理はしないようにね」

　タリスマンの微笑は崩くずれない。

　その奥に座る仮か面めん卿きようは、ゾア家の側近と小声で何かを交かわしている。

　……こっちもそう。

　……仮面卿もタリスマン卿も、わたしなんかより遥はるかに話術に長たけている。

　思考の探さぐり合いで勝ち目はない。

　正面からの舌ぜつ戦せんも同じ。アリスがどんなに言葉を尽つくしても巧こう妙みように言いくるめられるに決まっている。姉イリーテイアと話す時がそうだから。

　──ゆえに沈ちん黙もくが最善手。

　表情でこちらの動揺がバレてしまってもいい。とにかく喋しやべるな。言葉の端はし々ばしから今回の作戦が漏れることだけは許されない。

「…………」

　下した唇くちびるを嚙かみしめる。

　太ももの上に拳こぶしを置いて、アリスは無言でその拳を握にぎりしめた。
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　北風と太陽の逸いつ話わ。

　北風がどれほど激しく風を吹ふきつけても旅人の服は奪うばえないが、太陽がゆっくりと照りつけることで旅人は暑さで服を脱ぬぎすてる。

　──そこから転じて。

　他者を従えたくば恫どう喝かつではなく、辛しん抱ぼう強づよく穏おだやかな態度で接すること。これは現代組織学にも通じる論理で、代々ヒュドラ家が好む理念でもある。

　ここは、そんな理念から名づけられた拠きよ点てんだ。




　ヒュドラ学術院、先せん端たん星せい霊れい工学研究所──

　通つう称しよう『雪と太陽スノウ・ザ・サン』。




　ヒュドラが構える施し設せつの一つ。

　星の核コアから噴ふきだす星霊エネルギーを、電気やガスに代わる第四次エネルギー革命として利用するための研究所である。

「……というのが表向きで、実際はヒュドラ家が雇やとう私兵のたまり場です」

　広々とした芝しば生ふのなか。

　鈍にび色いろに輝かがやく高層ビルを見上げ、黒くろ髪かみの従者ナミが指さした。

　入り口の両りよう脇わきに立っているのは対星霊盾ライオツトシールドを構えた警備員だ。戦場の星霊部隊よりも、監かん獄ごく塔とうで見た鎮ちん圧あつ部隊に近い。

「あのとおり。正式な親衛隊ではない私兵部隊が、警備という名目で多数雇われています。常じよう駐ちゆうだけでも百人規模かと。……システアどう？　何か聞こえる？」

「警けい戒かいレベル『やや高め』でしょうか。無線の会話やりとりを聞く感じ」

　もう一人の従者システアが、耳に手をあてる仕草。

　自分イスカたちには聞こえない距きよ離りだが、『こだま』の星霊によって音を拾い集める彼女には、私兵たちの会話も聞こえている。

「専用の符号コードが使われていますが、言葉の頻ひん度どと反応から『異常なし』と『警備継けい続ぞく』と思います。ただ連れん絡らく頻度が多いことから警戒は感じられます」

「まあそうだろうね」

　イスカにとっても予想の範はん疇ちゆうだ。

「僕らは別べつ荘そうで襲おそわれた側だ。その仕返しに、次は僕らが反はん撃げきに出るっていうのも警戒されてるはず」

「十一時、定刻です。予定どおりに進めますか」

「もちろん」

　遠く離はなれたネビュリス王宮で、当主タリスマンが会議を始める時刻。

　……同じ会議にいるアリスが奴タリスマンを見張ってる。

　……僕らはその隙すきに、ヒュドラ家の施設に侵しん入にゆうするわけか。

　既すでにイスカたちは『霧きり』によって不可視状態。

　この敷しき地ちに入るまでに三十分を費ついやした。隠かくれていられるのはあと三時間。

「いきます」

　黒髪の従者ナミを先頭に、まっすぐ研究所の入り口へと歩きだす。

　扉とびらの両脇に立つ私兵と目が合うが、私兵二人は、何事もなかったように周囲を見まわすばかり。

　目の前を行く自分イスカたちには気づかない。

「ほ……本当にアタシたち気づかれてないんだ……？」

「早く早く隊長、自動ドアが閉まっちゃうよ！」

「わっ!?　待って音ネ々ネちゃん！」

　ドアが閉まりきる寸前に、ミスミスが慌あわてて身を滑すべりこませた。

　自動ドアは赤外線による体温感知システムだ。『霧』の星霊では体温を隠せないため、姿を隠したまま近づけば勝手に開いてしまう。

　ならば研究員が扉を通った時に、自分たちも通過すればいい。

「あ……危なかった。昨日さんざんホテルで練習してよかったね……」

「練習してよかったのは隊長ボスだけだ」

「ジン君っ!?」

「大声だすな隊長ボス。消音にも限度がある。まだ敵の懐ふところに潜もぐりこんだだけだ」

　ジンが一階ロビーを指さした。

　清潔感のある受付の横には、外と同じく無線機を手にした私兵が二人。さらに奥の通路にも巡じゆん回かいする私兵たちがいる。

　──ヒュドラ家施設『雪と太陽スノウ・ザ・サン』。

　アリス曰いわく、妹シスベルを隠せる場所は中央州に一つ。

　女王命令による全戸調査を免れるためには、当主タリスマン直ちよつ轄かつの拠点でなければならない。それがこの研究所だという。

「へぇ。なんか帝国の研究所みたい」

　音々が見上げるのは、一階ロビーにあるフロア図だ。

　星霊工学──

　帝国で禁きん忌きとなっている星霊研究が、この皇庁くにでは堂々と進められている。

「えっと部屋ごとの壁かべが厚いのは万が一の星霊の暴走対策だよね。この大きな輸送管って、もしや地中の星脈噴出泉ボルテツクスから星霊エネルギーをここまで送るため……」

「音々、詮せん索さくは後で」

「で、でもイスカ兄、ここ思った以上にしっかりした研究所だよ！」

「……そうだね」
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　音々の言い分にも一理ある。

　私兵のたまり場──そう聞いていたイスカの印象以上に、通路を歩く研究員の数といい、厳重な入館管理といい、帝国の軍事研究所のような雰ふん囲い気きだ。

　……これは逆に好都合か。

　……ここまで本格的な研究所なら、シスベルを監かん禁きんできる場所は限られる。

　タリスマンが直接雇い入れた私兵たちはともかく、数百人という研究員すべてに今回の陰いん謀ぼうが報しらされているとは思えない。

　つまり王女シスベルの監禁場所は、研究員が立ち入らない場所。

　私兵たちの駐ちゆう在ざいする管理センターか、地下の電気室、ゴミ処理施設。あとは──

「想定どおりの想定外だな」

　フロア図を凝ぎよう視ししていたジンが、隣となりの従者に声をかけた。

「最上階のでかい部屋は当主タリスマンのだな？　監禁場所としては最有力候補だが」

「はい。燐様が調べてくださった通りです」

「最上階に上がる昇降機エレベーターがない」

　一いつ般ぱん人向けの昇降機エレベーターは十階まで。

　関係者の専用昇降機エレベーターは十四階まで。本命ともいうべき最上階──十五階にいく経路が、フロアガイドに記き載さいされていないのだ。

「……まあいい。本命は後回しだ、先に地下から見てまわるぞ」

　ジンが顔を向けたのは一階奥の専用昇降機エレベーター。

　扉が開きっぱなしの一機を見つけ、六人全員で内部へ滑りこむ。

　──地下へ。

　昇降機エレベーターが動き始めるなか、音々が緊きん張ちようのまなざしで天てん井じようを見上げた。

「ねえジン兄ちゃん。さっき通路に監かん視しカメラがあったけど、音々たち見られてないよね？　昇降機エレベーターのボタンが押されたの、見過ごしてくれるといいけど……」

「気づきゃしねぇよ。昇降機エレベーターなんてしょせん自動運転だ。これが侵入者の仕し業わざだなんて確定できるわけがない」

　そう答えるジンの表情は、頭上の電光パネルから目を離さない。

「おいナミ。『霧』が効いてるのはあと三時間だな」

「はい。正確には三時間以上は保証できない、です。実際には四時間ほど保もつかもしれませんが、三時間と五分で切れる恐おそれもあります。私にも制せい御ぎよできません」

「休憩インターバルは二時間だったな？」

「二時間と七分です。それだけ経たてば再発動が可能です」

「わかった」

　ジンが言葉を句切ると同時に、大型昇降機エレベーターが停止した。

　──地下一階。

　分厚い金属の扉が開いていく。その先の光景を見た瞬しゆん間かん、音々とミスミス隊長の喉のどから悲鳴が飛びだした。

「ひっ!?」

「あ、あの人は……！」

　銃じゆうを提さげた私兵たち。

　屈くつ強きような男たちに囲まれて、真っ赤な服をまとう瘦そう軀くの老女がこちらに向かって近づいてきていたのだ。

　──白びやく夜やの魔ま女じよグリューゲル。

　ルゥ家の別荘を襲った刺し客かくだ。別荘の崩ほう壊かいとともに消えていたが、タリスマンの部下に救助されたのだろう。

　その魔女が、昇降機エレベーターの方へとやってくるではないか。

「…………ジ、ジン君っ」

「喋しやべるな隊長ボス。大だい丈じよう夫ぶだ、コイツら俺たちを待ち構えてたわけじゃない。昇降機エレベーターに乗るつもりで待っていただけだ」

　昇降機エレベーターを降りようとする自分イスカたち六人。

　昇降機エレベーターに乗りこんでくる魔女と私兵たち。

　衣きぬ擦ずれするほどの至近距離ですれ違ちがい、そしてイスカたちがふり返った背後で、魔女を乗せた一団が上層階へと上っていく。

「十四階ね。あの婆ばあさんが昇のぼっていくってことは何かありそうだが……」

　ジンが前をまっすぐ見つめる。

　警備員の待機場なのだろう、通路のそこかしこに銃を持った男たち。

「なるほど。地上階は一般人の目につくから対星霊盾ライオツトシールドだが、地下に潜れば殺意十分に銃で武装して構わないと。こりゃ確かに私兵のたまり場だ」

「──複数の声が聞こえてきます」

　私兵の前を横切って進んでいくのは、『こだま』の星せい霊れい使いシステアだ。

「話し声から察するに、会議室が全部で五つ。うち大会議室が二つ」

「そこまでわかるのか」

「はい。そして足あし下もと──おそらく一つ下のフロアでしょうが、小さな息づかいが聞こえます。私兵たちとは明らかに違う気配です」

　全員がこくんと息を吞のむ。

「そ、それって、もしかしてシスベルさん!?」

「……行きましょう」

　ミスミス隊長の呟つぶやきに頷うなずいて、イスカは足早に歩きだした。
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　雪と太陽スノウ・ザ・サン、十四階。

　昇降機エレベーターから降りた白夜の魔女グリューゲルが、無人の通路を歩いて行く。

　部下たちをその場に待機させて。

「おっとグリューゲルの婆さん、ちょっと待ってもらえるかしらぁ」

「ん？」

　背後にかかった声に、瘦軀の老ろう婆ばがビクッと肩かたをふるわせた。

「……ヴィソワーズか」

「はーい。復調したみたいで何より。頭のたんこぶは？　ジンとかいう帝てい国こく兵に殴なぐられて痣あざができたって聞いたけど」

　いつの間に現れたのか。

　ピアスが目立つ赤毛の少女が、よりかかっていた壁から面めん倒どうくさそうに身体からだを起こした。そのまま老婆の前に歩いてきて。

　腰こしの曲がった老婆を、じっと覗のぞきこむ。

「ん─────」

「何じゃ。あいにく小こ娘むすめはワシの趣しゆ味みではない。あと四十年してから来い」

「あはっ」

　魔女が嗤わらった。

「なんだ本物か。偽にせ物ものかと疑っちゃったわぁ」

「……どういう意味じゃ」

「臭におい」

　ツン、と自分の小鼻に指先で触ふれるヴィソワーズ。

　愉ゆ快かいそうなまなざしで。

「あたし『魔女』になってから、星霊の臭いにとっても敏びん感かんなのよねぇ。婆さんの身体、妙みような星霊エネルギーがくっついてたからつい疑っちゃった」

「ここは星霊研究所じゃ、それくらい──」

「ルゥ家の別荘で嗅いだ臭い。婆さん、今日どこを歩いた？　怪あやしい人間いなかった？」

「ほう？」

　老婆の、皺しわだらけの目め尻じりが引き締しまった。

「あいにく今日のワシはずっとこの施し設せつじゃ。今も地下から昇ってきたばかりでの」

「ふぅん？　じゃあ奴やつら、もう侵しん入にゆうしてるかも」

「監視カメラがある中をか？」

「そういう星霊ってことでしょ。ルゥ家の従者に選ばれるくらいだし、便利な力を持ってて当然。それに……」

　ヴィソワーズが腕うで組ぐみ。

　何か思案するように、宙を睨にらみつけたまま微び動どうだにしない。

「婆さん、地下から来たって言ったわね」

「うむ」

「そこって確かアイツを隠かくしてなかったかしら？　ほらシスベルちゃんの──」

「むっ！」

　老婆が目をみひらいた。

　針のように細かった目が、ガラス玉のように大きくなって。

「奴らめ奪うばい返しにきたか」

「そんな血相変えずとも、まずは報告でしょ？」

　老婆を呼びとめるヴィソワーズ。

「婆さんはタリスマン卿きように報告してちょうだい。あと当主代理ミゼルヒビイにも。ヒュドラ家の跡あと継つぎだけあって、彼女の力はとても便利よ」

　人差し指を突つき立てる。

　最上階を指さして、ヴィソワーズは低く嗤った。

「ま、目立ちたがり屋の彼女だし、報告しなくても嗅かぎつけてくると思うけど」
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　雪と太陽スノウ・ザ・サン、地下二階。

　イスカたちが踏ふみ入れたのは資源集積場──という名のゴミ置き場だ。

　巨きよ大だい裁断機シユレツダーの駆く動どう音が轟ごう々ごうと鳴りひびくなか、そこら中に段ボールが積み重ねられ、破損したガラスの実験器具がケースごと放置されている。

　ただのゴミ置き場。

　見張りもいらないはずのフロアだが、今ここには銃を構えた警備が常に巡じゆん回かいし、そして異様な数の監視カメラが天井に付けられていた。

「システアさん、さっきの小さい気配って……」

「こちらです。もうすぐ先」

　警備をすり抜ぬけていく茶ちや髪ぱつの従者。その隣を歩くミスミス隊長に振ふり返って、『こだま』の星霊使いシステアが目配せしてみせる。

「あのゴミ山の奥です。段ボールが積んである奥」

「……あんな場所にシスベルさんが？」

「シスベル様とは限りません。微かすかな気配というだけです」

　表情を引き締めて従者が進んでいく。

　うずたかく積もった段ボールの山。その奥を覗いて、ミスミス隊長に続いてイスカは息を吞んだ。




　──手て錠じようで拘こう束そくされた一人の老人。




　パイプ椅い子すに縛しばりつけられて身動き一つしない。

　眠ねむったように目を閉じているが、その横顔に見覚えがある。

　……あの老人。

　……シスベルの従者のシュヴァルツだ。こんなところにいたのか！

　王宮に向かう途と中ちゆうで消息不明になっていた。

　ヒュドラの刺客に襲おそわれたのではと疑っていたが、彼を発見できたのは幸運だ。ここが人ひと質じちの収容場に間違いない。

「音々、写真は」

「バッチリだよイスカ兄。もう十枚は撮とったから。証しよう拠こは十分」

　小型の撮さつ影えい機をしまう音々。

　その隣となりでも、黒くろ髪かみの少女ナミが興奮したように拳こぶしを握にぎっていた。

「さすがよシステア。従者シユヴアルツがここに捕つかまってるならシスベル様だって──」

「ええ。ですが……」

　ナミの隣で、茶髪の少女はまだ歯切れが悪い。

「シスベル様らしき気配はありません。このビルの地下にはいないかと」

「ならビルの地上階だ。怪しいのは最上階だがな」

　そう答えるジンが見上げるのは監かん視しカメラ。

「あの爺じいさんが生きてたのは何よりだが。音々、あの天てん井じようの監視カメラ二台なんとかなるか？　数十秒あればいい」

「……ううん。映像の妨ぼう害がいはできるけど、『何者かがカメラを妨害した』っていう情報は監視センターに伝わっちゃう。音々たちの侵入もバレちゃうから」

「ってことは後回しだ。あの爺さんを助けた瞬しゆん間かん、兵隊どもが俺らを捜そう索さくし始める。そんな中でシスベルの奪だつ回かいなんてできっこねぇからな」

　シスベル救出が、先。

　その後でさらに猶ゆう予よがあれば従者シユヴアルツも助ける。裏返せば、それが無理ならば従者シユヴアルツは置き去りにするしかない。

「そうだな隊長ボス」

「……うん。冷たいようだけど、二人同時に助けられる状じよう況きようじゃないよ。シスベルさんを助けるのが優先だから」

　決定権者はあくまで隊長ミスミス。

　ルゥ家の従者たち二人を促うながして、小こ柄がらな女隊長は昇降機エレベーターを指さした。

「次は上ね」

「……承知しました」

　悔くやしさを滲にじませる従者二人が、名残なごりを払はらうように勢いよく身をひるがえした。

　警備をすり抜けて、再び昇降機エレベーターへ。

　──狙ねらいは十五階。

　だが昇降機エレベーターは十四階止まり。

　最上階への行き方がまだわからない。

「さっきのお婆さんグリユーゲルが十四階に向かっていったし、アタシたちもまず十四階からの探索でいいよね」

　ミスミスが十四階行きのパネルに触れる。

　高速で動きだす昇降機エレベーターのなかで、『こだま』の星せい霊れい使いシステアが耳に手をあてたまま目をつむって集中。

「システアさん、何か聞こえる？」

「警備の会話なら。ですがシスベル様の名前は一言も出てきません。それに、さすがに昇降機エレベーターが動いている間は声も収集しにくいです」

　八、九、十、十一階──

　途中の階は一いつ切さい無視だ。

　霧きりの星霊で隠れていられるのにも時間制限がある。全フロアを探索できる時間はなく、だからこそ探索対象のフロアは厳選せねば。

　──十四階と十五階。

　先ほど白びやく夜やの魔ま女じよグリューゲルが向かったのが十四階。

　そして当主タリスマンの部屋があると思われるのが、最上階にあたる十五階だ。

「隠れてられるのはあと二時間……」

　自身に言い聞かせるつもりで、イスカはそう口にした。

「最上階への行き方がまだわからない。特別な昇降機エレベーターがあるのか非常階段があるのか、あとは別の何か……」

「そこは人海戦術だな。六人しかいねぇが」

　言葉を継つぐのはジンだ。

「十四階で降りたら三・三で二組に分かれる。それぞれフロアを捜索。十五階への行き方を探す。さっきの婆さんを見つけるのが楽なんだが」

　そして昇降機エレベーターが止まった。

　ぶ厚い扉とびらが開いた十四階の光景は、地上一階ロビーと何ら変わらない。

　清潔感のある広い通路に、単調な壁かべと天井。大きなガラス窓からは燦さん々さんと陽ひが差しこんで、穏おだやかな空気感を醸かもしだしている。

「イスカ兄、ちょっと静かすぎない？」

　通路を見まわす音々が、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　兵士がいない。

　従者シユヴアルツの見張りで地下にあれほど集まっていた警備が、この十四階には一人も見当たらないのだ。それが逆に気味悪い。

「この階には私たち以外誰だれもいません。そして──」

　システアの呟つぶやきが、静せい寂じやくのフロアにこだました。

「上の階には一人です」

「一人っ!?　え……ど、どういうこと？」

「さっきの老婆グリユーゲルの気配とは違ちがいます。動いている気配がないので捕まっているか、あるいは椅子に座っているかのどちらかでしょう」

「……今度こそシスベルさんの可能性があるってことだよね」

　天井を見上げるミスミス隊長。

　状況からしてシスベルの可能性は極きわめて高いが、人ひと質じちに見張りをつけない愚ぐ行こうをあの男タリスマンが許すだろうか？

「ジン君どう思う？」

「俺らをシスベルまでたどり着かせない自信があるなら不思議じゃねえよ。特とく殊しゆな星霊術でフロアを覆おおってるとか、シスベルを閉じこめた部屋が特殊だとかな」

　ジンが口火を切って歩きだす。

　無人の通路の、奥へ。

「まずは最上階への侵しん入にゆう方法だ。上にいるのがシスベルかなんて考えるのは後でいい」

　そのジンがすぐに足を止めた。

　目の前の十字路を右に曲がってすぐ、荒あら々あらしげに舌打ち。

「……と思ったんだがな。癪しやくなことをしやがる」

「え？　どうしたのジン君」

「見りゃわかるだろ」

　先頭のジンが指さした先を見て、その場の全員が声を失った。

　──隠かくし通路。

　ルゥ家の別べつ荘そうにあったものと同じ構造だ。壁の一部がぽっかりと空いて空くう洞どうになっており、その奥に螺ら旋せん階段が覗のぞいている。

　……誰かが昇のぼったきり開けっぱなし。なわけ無いか。

　……侵入者ぼくらを誘ゆう導どうする罠わな？　だとしても、わざわざ最上階に寄こす理由は何だ？

　すぐには思いつかない。

　誰からも意見こえが上がらない。その静寂の帳とばりを蹴けり破るつもりで、イスカは螺旋階段へと足をかけた。

「僕、上がってみます」

「イスカ君!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなの……」

「もちろん警けい戒かいして進みます。僕が昇ってから隊長たちはついてきて下さい」

　螺旋階段を足早に進んでいって、三十秒とたたずに最上階へ。

　開きっぱなしの扉を抜ぬけて──

「…………」

　イスカの目の前には、広々とした通路があった。

　その奥にある部屋は三つ。

　左右の二つは会議室らしきもの。そして中央に、物々しい機械装置のついた扉があった。

「イスカ兄そっちどう？」

「すぐに危険って感じじゃない。むしろ僕が音々に聞きたいよ。これどう思う」

「ん？　なになに」

　階段を昇ってきた音々が、イスカの隣に並ぶや目を細めた。

　中央の扉につけられた機械装置を凝ぎよう視しして。

「えっとここが光学デバイスだから……三重認にん証しようだよね。静脈式の生体認証とパスコード、あとＩＣカード。全部揃そろわないと開かないやつ」

「要するに奴タリスマンの私室だろ。ここが」

　ジンが、最さい後こう尾びに立つ従者システアに目配せ。

「このフロアの気配は一人だけだったな。訊きくまでもねぇだろうが、何ど処こにいる」

「…………」

　茶ちや髪ぱつの少女が指さしたのは正面。

　三重認証によって制せい御ぎよされた扉の向こうだ。

「気配はこの部屋の中です。奥にいるのがシスベル様だとして、見張りがいないのは鍵かぎがこれだけ厳重だからでしょうか……」

「さあな。ま、侵入だけなら扉を壊こわせばいい。気づかれるだろうけどよ」

　天井の監視カメラをにらみ上げ、ジンが肩かたをすくめてみせる。

「俺らの姿が見えなくとも、扉を壊せばそれがカメラに映る。そうなりゃビルの出口が封ふう鎖さされて脱だつ出しゆつも一苦労だ。扉を壊して突とつ入にゆうするなら、奥にいるのがシスベルだって確信がほしいな」

「……呼吸音から、中にいるのは『若い女性』と思われます」

　慎しん重ちような面おも持もちで従者システアがそう口にした。

「呼吸の深さと音で男女の識別が可能です。また年ねん齢れいによって呼吸の速さが変わります。個人差もありますが、若い女性である可能性は高いかと」

　シスベルの特とく徴ちようと一いつ致ちする。

「あの……一時間ここで待ち伏ぶせはダメ？」

　ぽつりと、ミスミス隊長が口を開いた。

「あと一時間半隠れてられるよね。扉を壊して、中にいるシスベルさんを助けて脱出するだけなら三十分もかからないでしょ？　だから一時間猶予があると思うの。その間ここで網あみを張ってみるのは……どうかなって」

　誰かがこの扉を開けるのを待つ。

　そこで一いつ緒しよに乗りこめば扉を破は壊かいせずに侵入可能。監かん視しカメラには映らない。

「ど、どうジン君？」

「隊長ボスにしちゃ珍めずらしくまともな提案だ。それは誰から教わった作戦だ」

「誰にも聞いてないし!?」

「悪くはない。このフロアに来る奴ならＩＣカードもパスワードも知ってるだろうしな。それを奪うばう機会チヤンスもある」

　ナミ、システアからも異論は出ない。

　この最上階で待ち伏せする。誰かが来れば────全員が頷うなずきかけた、その瞬しゆん間かん。




　大地を揺ゆるがす大だい爆ばく発はつが、雪と太陽スノウ・ザ・サンを震ふるわせた。




　窓の外から。

　一瞬の閃せん光こうの後に、地上から膨ふくれあがった爆音が鼓こ膜まくに激しく突つき刺ささった。

「な、なに!?　爆発……？」

「外か!?」

　通路の窓ガラスが震えるほどの轟ごう音おん。

　窓から見下ろす敷しき地ちは濛もう々もうと黒い煤すすが立ちこめて、噴ふき上がる火の粉に覆いつくされているではないか。

　爆ばく撃げき？

　だがあまりに強い火の勢いに、敷地の状じよう況きようを確認するのも困難だ。

「おい聞いてねぇぞ」

　ジンが窓に走りよる。

「いったい誰の、何が目的の爆撃だ」

「わ、私たちも知りません！　今回の作戦とは関係ないはずです！」

　慌あわてて叫さけぶルゥ家の従者たち。

　その隣となりで──

「あれは？」

　爆風のなか、わずかに漏もれた光をイスカは凝視した。

　炎ほのおの光ではない。その光が、空中で溶とけるようにたちまち消えていくからだ。

「星せい霊れいエネルギーか！」

　だとすればこの爆発も星霊術？

　星霊使いの誰かがこの拠きよ点てんに奇き襲しゆうをしかけた。状況だけならそう見えるが。

　……ちょっと待て。そんな簡単な話じゃない。

　……ヒュドラの拠点でこんな真ま似ねしたら、王家を敵に回すことになるんだぞ。

　王族のアリスも迂う闊かつに手を出せない。

　だからこそ恥はじを忍しのんで帝国部隊イスカたちへと話を持ちかけたのだ。

　ならば、眼下で起きている爆発は？

　いったい何者だ。太陽ヒユドラという始祖の血脈を敵に回すことさえ歯し牙がにもかけない、なんと恐おそれ知らずの破は壊かい行こう為いであることか。

「……誰なんだ」

　響ひびき始める警報サイレン。

　この時──

　誰一人として全容を理解した者はいなかった。

　雪と太陽スノウ・ザ・サンで起きつつあるこの異常事態は、イスカは無論、当主タリスマンにも不測の出来事だったからだ。

　そう、予期できるわけがない。

　これは綿密な作戦や準備といったものと無む縁えんの──一人の男による、ただの私し怨えんに過ぎなかったからだ。




「拍はく手しゆと喝かつ采さいで、出で迎むかえよ」




　広大な雪と太陽スノウ・ザ・サンの敷地。

　原形を留とどめぬほどに拉ひしやげた鉄てつ柵さくを踏ふみにじるように乗り越こえて、白はく髪はつの美び丈じよう夫ふが揚よう々ようと謳うたいあげる姿があった。

　裸はだかの上半身に、厚地のロングコートを直接羽織るという大だい胆たんな風ふう貌ぼうで。

「当主タリスマンがいれば……と期待したが奴やつは王宮か。まあいい」

　凜り々りしい眉び目もくと彫ほりの深い相貌。

　何千何万という火の粉さえ舞ぶ台たいを照らすライトアップと言わんばかりに、その男は威い風ふう堂どう々どうと太陽ヒユドラの巣そう窟くつに乗りこんできた。

　──超ちよう越えつの魔ま人じんサリンジャー。

　駆かけつけてくる私兵たちを一いち瞥べつして。

　かつて女王ネビュリス７世に牙きばを剝むいた男が、炎を背にして宣言した。

「跪ひざまずけ。この場で頭こうべを垂れた者のみ、命を許す」








Chapter.5　『拍手と喝采で出迎えよ』
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　この星でもっとも寛かん容ような生物は？

　この星でもっとも凶きよう暴ぼうな生物は？

　答えは、どちらも『竜りゆう』。

　星の秘境にのみ棲せい息そくするこの生物は、あまりにかけ離はなれた強大な存在であるがゆえに、動じることがほとんどない。

　人間の研究員が手で触ふれようが、目の前でロケット砲ほうを発射しようが眠ねむり続ける。

　ただし、『竜の逆げき鱗りん』だけは別。

　全身の鱗うろこの中で唯ゆい一いつ脆もろいとされる弱点に触れられた時のみ、竜は、目に映るもの全すべてを破壊するほどに激げつ昂こうするという。

　──同じなのだ。

　サリンジャーという男の価値観に、帝てい国こくも皇おう庁ちようもない。

　星霊というものの秘ひ奥おうに到とう達たつせんとする意思以外のこと──帝国軍がネビュリス王宮を襲しゆう撃げきしたことも、その裏にヒュドラ家の陰いん謀ぼうがあるのもどうでもいい。

　……そのはずだった。

　太陽ヒユドラの陰謀が、彼サリンジヤーのたった一つの『逆鱗』に触れるその時までは。




〝不ふ甲が斐いない。我ながら、言い訳をする気分にさえなりません〟

〝女王の責務を全まつとうせんと努めていたはずなのに……私は、いつからこんなに弱くなってしまったのでしょう〟




　ミラが傷を負った。

　身体からだと、そして心に。

「……三十年前もそうだ。だが俺は許した」

　ありもしない女王襲撃の罪をかぶせられ、言語に絶する拷ごう問もんを受けた。だがそれでも、太陽ヒユドラに報復しようという気はなかった。

　復ふく讐しゆうとは、感情を過去に縛しばられること。

　未来にのみ目を向ける彼の美学に反する概がい念ねん────ただし。




〝サリンジャー〟

〝私はあなたを唯ゆい一いつの宿敵だと思っていた。どんなに敵であっても、一緒にいるのは楽しかった。もっと一緒にいたかった〟




　触れてはいけないものがある。

　竜にとっての逆鱗がそうであるように。

　サリンジャーという男にとっては、彼女こそがそうだったのだ。

「不敬が過ぎたぞ太陽ヒユドラ。女王へのではない。これは俺に対する不敬と知れ」

　それは。

　超越の魔人による生しよう涯がい唯一の、自らの美学に反する「復讐」の宣言だった。

「貴様ら、誰の許しを得てミラに手を出した！」
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　ネビュリス王宮、多目的ホール。

　始祖の末まつ裔えいたちによる会議が、粛しゆく々しゆくと進んでいく中で。

「ヒュドラ家のビルで大爆発ですって!?」

　アリスの発した声がホールに高々と響きわたった。

「アリス様、声が大きいです」

「だ、だって……！」

　燐リンに窘たしなめられ、アリスはようやく我に返った。

　火の手が上がっていると報告があったのは雪と太陽スノウ・ザ・サン。帝国部隊イスカたちが侵しん入にゆうしているヒュドラの拠点ではないか。

　……イスカたちとの戦せん闘とう？

　……だとしたら潜せん伏ぷく中に見つかってしまったの!?

　平静を保ちたくても、押しよせる不安に胸の鼓こ動どうは速さを増すばかり。

　不幸中の幸いか、驚きよう愕がくを隠かくしきれないのはアリスだけではない。後ろに座る何十人もの家臣や護衛たちも同じ表情を浮うかべている。

「由々しき事態だね」

　穏おだやかな声は、他ほかならぬヒュドラ家当主のものだった。

　シスベルを監かん禁きんしていると思おぼしき拠点で大爆発が起きたと知らされながら、いまだ涼すずしげなまなざしを崩くずさない。

「帝国の襲撃からまだ数日だ。この付近にも帝国兵の残党が潜ひそんでいてもおかしくない。そこの君」

　タリスマンが振ふり向いた先には、息を切らせた親衛隊。

　第一報を知らせるために走ってきたばかりの若い男だ。

「犯人は帝国兵だと私は予想するよ。すぐに警務隊を──」

「ち、違ちがいます！」

「なに？」

「魔人サリンジャー。第十三州アルカトルズの監かん獄ごくから脱だつ走そうして行方ゆくえをくらませた犯罪者です！」

「……なんだと」

　その一言に。

　タリスマンの微び笑しようの仮面が、ヒビ割れた。

「情報は確かかな？　見間違いではなく？」

「は、はい。警務隊からも映像を取り寄せている最中です！　ですが既すでに、監かん視しカメラに映った顔と、監獄収容時の顔データの照合は完かん了りようしていると……」

「その上で間違いないと？」

「はい」

「…………」

　タリスマンが無言で腕うで組ぐみ。

　その一部始終をテーブル越ごしに見守りながら、アリスは従者と顔を見合わせた。

「燐？」

「わ、私だって知りませんよ！　あの男を最後に見たのが第十三州アルカトルズで、それから誰も行方を追えていなかったんですから。女王陛下は何か────陛下？」

　燐が、アリスの隣となりに座る女王へ。

「……陛下？」

　返事はなかった。

　そもそも燐の声が届いていない。女王の横顔は、あたかも心ここにあらずといった放心の様相だった。

「……サリンジャー。あなたいったい何を……」

　女王の消え入りそうな呟つぶやき。

「会議を続けよう」

　パンッ、と。

　手を打ち鳴らすタリスマンの一言が、ホールにこだました。

「犯人が明白ならば事態は収しゆう拾しゆうするだろう。ああ、王宮からの支し援えんは気持ちだけ受けとっておくよ。我々の防衛で何とでもなる」

「らしくないのでは？」

　そう応じたのは月ゾアの仮か面めん卿きようだ。

　無言を貫つらぬいていた男が唇くちびるを冷ややかに吊つり上げる。その隣に黒くろ髪かみの少女──眼帯で目を隠したキッシングを従わせて。

「あの悪名高い魔人サリンジヤーが、なぜこの機に破は壊かい行こう為いに及およんだのか。普ふ段だんのタリスマン卿ならばその疑問に目をつけるはず」

「…………」

「攻こう撃げきを受けたのは星せい霊れい工学研究所『雪と太陽スノウ・ザ・サン』だったかな。なぜあの施し設せつが狙ねらわれたのか。心当たりがあるのでは？」

「悪逆の思考は、常人の及ぶところではないからね」

　肩かたをすくめるタリスマン。

「まるで身に覚えもないし、動機など捕つかまえて取り調べれば事足りる」

「ほう？」

　仮面卿の声に混じるのは、好こう奇き心しん。

「あの魔ま人じんを捕とらえてみせると？」

「警備態勢は万ばん全ぜんだよ。なんたって帝てい国こく部隊がいつ現れるかわからないからね」

　そんなやり取りに。

「……っ」

　アリスは、無言で歯を食いしばった。

　違う。

　タリスマンの言った「帝国部隊」は、王宮を襲おそった帝国軍の残党ではない。妹シスベルの奪だつ回かいを狙う第九○七部隊イスカたちを示し唆さしたものだ。

　……警備は万全。つまりイスカたちを迎げい撃げきする気満々ってことね。

　……雪と太陽スノウ・ザ・サンを狙うことも予想されてた。

　ただ、これはどういうことだ。

　このタイミングで偶ぐう然ぜんとは思えない。

　一度は姿を隠した大罪人サリンジヤーが、なぜ今この機に姿を現した？　そして雪と太陽スノウ・ザ・サンを狙った理由は何だというのか。
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　ヒュドラ学術院、先せん端たん星霊工学研究所『雪と太陽スノウ・ザ・サン』。

　さながら緑の大海原のように広大で、そして瑞みず々みずしく映はえる芝しば生ふの敷しき地ち──それが今、炎ほのおによって赤黒く染められていた。

　拉ひしやげた鉄てつ柵さく。

　その周囲に横たわるのは、サリンジャーの『疾しつ風ぷう』の星霊術に薙なぎ倒たおされた警備たち。

「嚙かみつく相手を間違えたな。太陽ヒユドラ」

　肩にかけた上着を大きくなびかせて。

　白はく髪はつの美び丈じよう夫ふは、噴ふき上がる火の粉のなかを一直線に進んでいた。

「単なる憂うさ晴ばらしでは味気ない。貴様らが招いた皇庁くにの動乱。この俺がすべて白日の下もとに曝さらけ出してやろうか？」

　雪と太陽スノウ・ザ・サンの一階入り口。

　そこから飛びだしたのは十人以上もの私兵たち。大型の銃じゆうと対星霊盾ライオツトシールドは、星霊使いとの戦いに特化したものだ。

「勘かん違ちがいも甚はなはだしいな」

　集まってくる兵たちを一いつ笑しように付す。

「端は役やくですらない雑ぞう兵ひよう風ふ情ぜいが。よもや、自分らがこの舞ぶ台たいの主役とでも履はき違えたか？　貴様らは末席で主役おれに拍はく手しゆを送っていればいいものを」

　銃口が向けられる。

　それを退たい屈くつそうに眺ながめ、溜ため息いきをつきかけて──

「おお、そうだ」

　サリンジャーが指を打ち鳴らした。

「タリスマンの子飼いであったな。『グレゴリオ秘文』の在処を知っている者は名乗りでよ。今この時だけ舞台に上がる許可をくれてやる」

　沈ちん黙もく。

　銃を向ける私兵は誰だれ一人ひとりとして応じなかった。知る知らない以前に、ソレが何のことだかさえ理解できなかったからだ。

「ははっ。そういうことだ。貴様らは当主から何一つ信用されていないと」

　魔人の嘲ちよう笑しよう。

「もういい。顔を見るのにも飽あいた。疾とく失うせ──」




〝星は怒いかりに満ちてるわ〟




　菫色ヴアイオレツトの炎──

　煤すすの舞まう芝生がパックリと裂さけて、亀き裂れつから炎の壁かべが噴きだした。サリンジャーを覆おおうドーム状の結界として。

「これは……星せい炎えんか？」

　サリンジャーの双そう眸ぼうが爛らんと輝かがやいた。

　この炎は星霊術ではない。膨ぼう大だいな星霊エネルギーが凝ぎよう縮しゆくすることで熱を帯び、炎のように具象化したもの。ひとたび燃え上がれば水でも冷気でも消すことができない。

　百年前、帝都を灰かい燼じんに帰した大火災の正体だ。

「星炎による牢ろう獄ごく。これで俺を隔かく離りした気か？」

「いいえ、ここはお前のお墓よ」

　菫色ヴアイオレツトの炎の壁に、人間大の影シルエツトが浮かびあがった。

　少女のような声の主は──

「火ひ炙あぶりの刑けい。禁きん忌きに触ふれた大罪人は、哀あわれに炎で浄じよう化かされちゃうの」

　ヒトではなかった。

　髪かみの毛らしきものは紅玉ルビーのような金属状に凝ぎよう固こして。一いつ切さいの服を着ていない少女らしき肉体はガラスのように透すけている。

「超ちよう越えつの魔人サリンジャー？　あらら、ずいぶん若く見えるのね。しかもあたし好みの男前。燃やしちゃうのが勿もつ体たいないくらい」

「…………」

「あら急に黙だまっちゃった。あたしの姿、そんなに魅み力りよく的かしら」

「例の被検体か」

「っっ！」

　サリンジャーの呟いた一言に、ヒトならざる少女が目をみひらいた。

「さて何のことかしら」

「とぼけるな」

　星炎のドームをぐるりと見まわして、白髪の美丈夫が言葉を続ける。

「第三次統合トライステージ『人と星霊の統合』──これを果たした人間は、星霊使いの次元を超こえて、まったく新たな境地に至る。だが自力でここに至ったのは星の歴史でもわずか二人だけ。始祖ネビュリスと天帝ユンメルンゲンのみ」

「────」

「遠からず俺が三人目となるわけだが。ヒュドラ家の血脈は、それを人工的に成じよう就じゆさせる実験を数十年前から繰くり返していた。貴様はその被ひ検けん体たいであろう？」

　ヒトに星霊が宿ることで星霊使いとなる。

　では、もしも──

　ヒトと星霊が「宿る」以上の「融ゆう合ごう」を果たしたとすれば？

「なにせ俺は三十年前にも見ているからな。貴様ではない、貴様のさらに前の初期被検体プロトタイプ。当時のネビュリス７世を襲った真犯人をだ」

「あ。何だそこまで知ってるのねぇ」

　コロッと、呆あつ気けなく答えるヒトならざる少女。

「ついでにあたしのことも知ってるかしら？」

「知らん。知る気もない」

「ヴィソワーズ。お察しのとおり人間やめてるわけだけど、被検体っていうのは嫌きらいだから名前で呼んでくれるかしら」

「過ぎた願いだな」

　ドーム状に広がる菫色ヴアイオレツトの炎を見まわしながら。

「この俺に名を覚えろと？　尊大にも程ほどがあるぞ端女はしため風情が」

「あたしなら『グレゴリオ秘文』の在処ありかも知ってるのに？　そんな口きいていいのかな」

「どうせこのビルの最上階であろう」

　炎の壁を見やり、サリンジャーが低く嗤わらった。

「俺が『秘文』を口にするなり貴様が慌あわてて現れ、ビルに乗りこむ前に結界で隔離した。わざわざ手の内の星炎を晒さらしてまでな」

「…………」

「稚ち拙せつだな。それで俺の目を欺あざむけるとでも？」

「あーあ残念」

　魔女ヴィソワーズがクスッと笑えむ。

　その全身から滲にじみでる星炎が、轟ごうッ、と唸うなりを上げて膨ふくれあがった。

「お前は知りすぎた。結構好みの顔してたから優やさしく嬲なぶってあげようと思ってたのに。すぐに黒コゲにしてあげる」

「権けん高だかではないか被検体サンプルごときが」

「旧時代の魔人さんに教えてあげる。お前の時代は過ぎた。今さら現代にしゃしゃり出たって、お前が踊おどる舞台の脚本シナリオはとっくに閉幕してるのよ」

「わかってないな」

　皮肉をこめた魔女の嘲笑。

　それを浴びながら、超越の魔人はなお悠ゆう然ぜんとした態度を崩くずさなかった。

「俺が舞台に上がるのではない。俺のいる場が舞台になる。だから最初に言ったであろう？　『拍手と喝かつ采さいで出で迎むかえよ』──と」
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　雪と太陽スノウ・ザ・サン、十五階。

　当主タリスマンの私室を目前にして。

　第九○七部隊イスカたちそして従者二人は、眼下の光景をなかば呆ぼう然ぜんと見下ろしていた。

　舞い上がる火の粉と煤のせいで視界が悪いが、倉庫やビルから、銃を構えた兵士が外に飛びだしつつある。

「ね、ねえジン君！　警備が外に向かってるってことは、アタシたちが見つかったわけじゃないよね……」

「そうらしい。偶然かは知らねぇが、俺ら以外にもよほどの酔すい狂きようがいたらしいな」

　窓ガラスに手をつくジン。

　瞬まばたきもせずに眼下を見下ろしながら──

「この爆ばく発はつ、状じよう況きようを考えたら俺らと関係あるはずなんだが。本当に知らないんだな？」

「で、ですから知りませんと言ったでしょう！」

　霧きりの星せい霊れい使いナミが、黒くろ髪かみを振ふりまわすように首を大きく横にふってみせた。

「燐様がこんな強ごう引いんな手段を取るわけありません。そもそも無理やりビルに突とつ入にゆうするなら、私の星霊なんて必要ないのですから……」

「じゃあ誰だ」

「そ、それがわかったら苦労しませんっ！」

「──待ってナミ。静かに」

　同どう僚りようの声を遮さえぎったのは、もう一人の従者システアだった。

　目を閉じているのは集中のため。こだまの星霊を有する彼女だけは、地上そとの声が微かすかに聞こえているのだろう。

　そして。

「……サリンジャー」

　そんな彼女の発した名に、イスカは自分の耳を疑った。

　思いあたる名は一人だけ。十三州アルカトルズの監かん獄ごく塔とうでも最悪と恐おそれられていた魔ま人じんの名ではないか。

　……いや、だけどアイツは。

　……脱だつ走そう直前に閉じこめたじゃないか。どういうことだ。

　あの男の名前がなぜここで。

「サリンジャー？　ジン兄ちゃん誰だっけ。音ネ々ネあんま覚えてないけど」

「俺も知らねぇよ。記き憶おくが曖あい昧まいってことはその程度だろ」

「その程度どころではありません!?」

　ナミが吼ほえた。

「サリンジャーといえば我が国の大大大犯罪者です！　今から三十年前に王宮に侵しん入にゆうして、時の女王７世に襲おそいかかった巨きよ悪あく！　システア、さすがに聞き間ま違ちがえでは……」

「地上の警備がそう叫さけんでいます」

　こだまの星霊をもつ従者システアが、ゆっくりと目を開けた。

「私たちが動どう揺ようしている以上に、敵の警備も混乱しているのは間違いありません。そしてミスミス隊長、機に乗じるなら今かと」

「それ作戦変へん更こうってこと!?」

「はい。敵陣じん営えいの混乱という意味では絶好の機です」

　タリスマンの私室──

　三重認にん証しようで制せい御ぎよされた扉とびらを指さすシステアに、ミスミスが口元を引き締しめた。

「警備がみんな外に出ていってビル内は手て薄うす。今ならアタシたちが多少無茶しても気づかれないから？」

「はい。気づかれたとしても魔人サリンジヤーの仕し業わざと思いこむはずです。ただちにシスベル様を救出してビルから脱だつ出しゆつするのが最善手かと」

「……わかったよ。イスカ君できる？」

「壊こわします」

　一いつ閃せん。

　居合いの要領で引き抜ぬいた黒くろ鋼がねの剣けんが、扉に人ひとり分の大穴を斬きり開けた。

　天てん井じようの監視カメラも、ジンの拳けん銃じゆうによって破は壊かい。

「音々」

「任せてってば！」

　扉の穴に飛びこんだ音々が、部屋の内側から鍵かぎを解除。ぶ厚い扉を押し開ける。

　──タリスマンの私室へ。

　イスカが部屋に踏ふみこんだ途と端たん、インクの臭においが嗅きゆう覚かくを刺し激げきした。

　会議室のような広さの室内。

　その壁沿いには、天井に達する高さの書しよ棚だながずらりと並んでいた。

　……研究室？

　……いや、ここは奴タリスマンの書しよ斎さいか？

　星霊研究に関するもの、古い言語学、天文学、哲てつ学がくに至るまで。

　一つの書棚に百冊以上もの本。その書棚が何十と部屋を取り囲んでいる様は、あたかも図書館のよう。

「シスベル様！」

　黒髪の少女ナミが声を嗄からせながら、部屋を見わたした。

「シスベル様、助けに参り──」

　部屋の最奥。

　ギィ……

　強い日ひ射ざしが照らすなか、後ろを向いていた椅い子すが回りだす。

　当主タリスマンの私物であろう豪ごう奢しやな椅子が半回転し、そこに座っている人物の横顔が明らかになった。




「せっかちなのね。面会予約アポイントを入れてくれればお茶くらい用意したのに」




　艶つややかな声。

　発したのは、空より鮮あざやかな瑠る璃り色いろの髪かみをした少女だった。

「ああなるほど。勝手に扉が開いたのに姿が見えない。『霧』の星霊か、その亜あ種しゆかしら。監視をすり抜けてくるなんて、ずいぶん希少レアな星霊もってるじゃない」

　彫ほりの深い目鼻立ちに、大人びた風ふう貌ぼう。

　すらりと白い太ももを見せつけるように足を組み替かえてみせる、その仕草まで計算ずくと言わんばかりに華はなやかで美しい。

　その高貴な美は、自分イスカの知るアリスやシスベルとも共通したものだ。

「……王女ミゼルヒビィです」

　システアの擦かすれた吐と息いき。

　イスカの後方から、その背中へ囁ささやくように。

「私が感じとった呼吸音はシスベル様ではなく彼女でした。不覚ながら」

「こいつが？」

　ヒュドラの血脈について。

　雪と太陽スノウ・ザ・サンへの侵入にあたり、燐が当初から警けい戒かい視していた純血種だ。

　──ミゼルヒビィ・ヒュドラ・ネビュリス９世。

　太陽ヒユドラの次期当主とも目され、滅めつ多たにタリスマンの傍かたわらから離はなれない。

　その力は……




〝ミゼルヒビィ王女の星霊は『光こう輝き』と呼ばれている〟

〝かなり特とく殊しゆな力だ。類似する星霊がほとんどないが、私が聞いた話では……〟




　燐からの情報を思い浮うかべる。

　その瞬しゆん間かんに。

「──不ふ愉ゆ快かいよ」

　激しい閃せん光こうに、まぶたを灼やかれた。

　燦さん々さんたる太陽の輝かがやきにも似た光は、純血種ミゼルヒビィの額にある星せい紋もんから放たれる、膨ぼう大だいな星霊エネルギーの具現化だった。

　……なんだこの光!?

　……星霊エネルギーの放射にしても膨大すぎる！

　視界が真っ白になるほどの眩まぶしさに、目を開けることさえ難しい。

「私の意が伝わらなかったかしら。姿を現しなさいと言ってるの。一ひと欠片かけらの慈じ愛あいで待ってあげたのに、それを無下にするのなら」

　パチン。

　瑠璃色の髪の少女が、しなやかな指を打ち鳴らした。

「即そく処しよ刑けい」

　モーターの回転音。

　イスカたちを囲む書棚から、全方位──何十という銃じゆう口こうが突つきだした。

　ぶ厚い本と本のスキマからだ。

「……なっ!?」

　その場の全員が察した。

　ここは当主タリスマンの書斎ではない。処刑場だったのだ。

「星霊エネルギーを集積して撃うちだす光線銃。計二十四砲ほう。この施し設せつの試作品だけど威い力りよくは保証するわ。なにせ私の星霊エネルギーだもの」

　純血種ミゼルヒビイが指を差し向ける。

　部屋の中央──まさにイスカたちの立ち位置めがけて。

「さようなら」

「伏ふせろ！」

　純血種ミゼルヒビイの冷れい徹てつな宣告を、イスカの一声が搔かき消した。

　撃ち放たれた星霊光。

　自分たちを貫つらぬく射線すべてを、イスカの振るった黒の刃やいばが斬り裂さいた。切断しきれなかった光線が肩かたを掠かすめ、イスカの肩から赤いものが滴したたり落ちる。

「あら、ようやく一人お出ましね」

　浮かびあがるイスカの姿を見て、少女が唇くちびるを吊つり上げた。

　先の一いつ瞬しゆん──

　迫せまる光線を斬るために全力で身を翻ひるがえしたことで、『霧』の星霊で隠かくしていられる速度を超こえてしまったのだ。

「あなた一人？　それとも、まだ見えないけど銃で撃たれた仲間は床ゆかに倒たおれてるのかしら？　霧の星霊って扱あつかいに困るのよね」

「退ひけ！」

　姿を隠している五人に向けて、イスカは叫んだ。

「先に地上へ！」

「イスカ君!?」

「僕一人なら後からなんとでもなります。早く！」

　イスカにも五人の姿は見えない。

　霧きりの効果対象から一人だけ外れたためだろう。だが背中に感じる複数の気配が、部屋の外へと駆かけだしたのは伝わってくる。

　……最上階ここにシスベルはいなかった。

　……このビルにいたのは従者シユヴアルツだけ。シスベルは別の場所に移された？

　収しゆう穫かく以上に手痛い。

　シスベルの居場所が摑つかめないまま、自分たちの侵入が一方的に知られてしまった。

「逃にがすわけないでしょう」

　机の上──固定電話機に取りつけられたボタンが強く点てん滅めつしている。

　警備への一いつ斉せい連れん絡らく？

　いまの一瞬でミゼルヒビィが押したものだろう。

「ところで泥どろ棒ぼうさん、あなたの仲間のことは諦あきらめてもらうとして──」

　ヒュドラ家王女が、淑しとやかな振ふる舞まいで立ち上がった。

「取引しましょう。お前だけは生かしてあげるから、私の側につきなさい」

「……何だって」

「あの魔人サリンジヤーが求めているのはコレでしょう？」

　耳につけたイアリング──

　見み目め麗うるわしい少女が、太陽を象かたどった装飾品アクセサリを爪つめで弾はじいてみせた。

「何十年と監かん獄ごくに入っていた男がどうして私たちの機密を知ったのか興味があるわ。このビルから逃げ帰ったフリをして奴やつから聞きだしなさい。『グレゴリオ秘文』の存在をどうやって知ったのか」

「なに？」

　違い和わ感かん。

　この王女は何を言っているのだ。

　……僕らはシスベルを取り戻もどしに来ただけだぞ。

　……何だその『グレゴリオ秘文』って。サリンジャーと関係あるのか？

　思おも惑わくのすれ違ちがい。

　イスカは、当然に帝国部隊じぶんたちの正体が知られていると先読みしていた。

　だがミゼルヒビィはさらに別視点──

　魔人サリンジャーが雪と太陽スノウ・ザ・サンを襲おそっているこの状じよう況きよう下、最上階にやってきた侵入者イスカたちが当然に魔人サリンジヤーの配下に違いないと読んだのだ。

　──その読み合いが、ズレた。

　イスカにとっても、次期当主ミゼルヒビイの提案が何を意図したものかわからない。

「……何のことだ」

「っ」

　イスカの独白めいた呟つぶやきに、ミゼルヒビィが小さく舌打ち。

　この聡そう明めいな王女はイスカの反応で即そく座ざに理解した。目の前の侵入者は、サリンジャーの刺し客かくではなく──

「読み違えたわ。あなたは星ルウの刺客ね。なら外にいる魔人サリンジヤーは完全に偶ぐう然ぜん？」

　右手を前に。

　嫋しなやかな指を、イスカへ突きつけるようにして。

「予定変へん更こう。あなた、やっぱりここで消えなさい」

　二十四もの銃口に光が灯ともる。

　星せい霊れいエネルギーを凝ぎよう縮しゆくしたその光線を、黒の星せい剣けんが薙なぎ払はらった。

「光を斬きった!?　そんなデタラメな……！」

　少女が息を吞のむ。

「そう。もしや元使徒聖イスカ？　ヴィソワーズが珍めずらしく報告を渋しぶってたわ。彼女に相当ヒドいことをしたのね」

「覚えにないな」

「無礼者……と言いたいところだけど、許してあげる」

　純血種ミゼルヒビィの目が爛らん々らんと輝いて。

　その瞬間、王女の全身から湧わき上がったものは、イスカをして無意識に後ずさるほどの膨大な星霊光だった。

　──かつてない。

　光を浴びる者に、無条件で屈くつ服ぷくを強しいるような重圧感。

「っ！　この光が『光輝』か……!?」

「あなた、あのアリスリーゼと戦って生き残ったそうじゃない。楽しみだわ。それだけの強つわ者ものはどんな声で泣いてくれるのかしら」

　嗜し虐ぎやくの微笑ほほえみ。

　切れ長の双そう眸ぼうを三日月のように細く歪ゆがませて、瑠璃色の髪の魔ま女じよが両手を広げた。

「私はミゼルヒビィ・ヒュドラ・ネビュリス９世──さあ、この世でもっとも気高い力を見せてあげる」
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　雪と太陽スノウ・ザ・サン──

　最上階に通じていた隠し階段を、転がり落ちるような勢いで駆け下りながら。

「……状況はかなり深刻です」

　先頭をいく黒くろ髪かみの少女ナミが、苦々しく吐はき捨てた。

「サリンジャーの襲しゆう撃げきを恐おそれてかわかりませんが、シスベル様はいなかった。恐らく別の場所に移されたのかと。おまけに最上階で待ち受けていたのはあの女ミゼルヒビイ……！」

「もう一個あるだろ。俺らの姿が見えちまってることだ」

　背後から応じるのはジン。

　霧の星霊──擬ぎ態たいの力は、速度が時速六キロを超えた時点で無効化される。

　いま全力で階段を駆け下りている速度は、その制限時速を優に超ちよう過かしてしまっていることだろう。

「この隠し階段が地上まで一直線だとしても、一階ホールを突っきる時はどうしたって姿を見られる。警備が集まってる中を強きよう行こう突とつ破ぱか？」

「それは……」

「しっ。ナミ静かに」

　茶ちや髪ぱつの従者システアが、険しい表情で頭上を見上げた。

　一つ上の階──ただの壁かべだったものが轟ごう音おんと共に吹ふき飛んで、壁の向こう側から黒い影かげが飛びだした。

「親衛隊です！　他の私兵とは違う、ミゼルヒビィの側近たち！」

「この隠し通路も知ってて当然か。おいどうする、このまま一階まで駆け下りるか奴らと戦うか…………ん？……」

　ジンが目を細めた。

「なんだあの光……」

　凝ぎよう視しする先はゴーグルをつけた三体の親衛隊──ではなく、彼らの後ろに見え隠れする、奇き妙みようなほどに燦さん々さんと輝かがやく星霊光だ。

　曙しよ光こう。

　瞼まぶたを灼やくほどに強く輝く光が、親衛隊の背中にくっついているように見える。

「おいナミ、システア。あの光は何かの星霊術か？」

「……あれは」

「おい？」

「危険です、全員、全速力でこのまま下へ。絶対に立ち止まらないで！」

　ナミの咆ほう哮こう。

「あれは『光こう輝き』の紋もん章しよう。ミゼルヒビィの星霊術です！　あの親衛隊、既すでに彼女から力を授さずけられている！」

「……なんだと」

「燐さまの話のとおりです。ミゼルヒビィとその護衛とは絶対に戦わないで……正面からの戦せん闘とうでは勝負になりません！」

　血を吐くような面おも持もちで叫さけぶや、従者二人がそれぞれ音々、ミスミスの手を引いて駆けだした。

「そういや言ってたな。アレがそうか」

　一度は手にした狙そ撃げき銃じゆうを再び背に。

　この数日前──王女ミゼルヒビイの星霊も、燐から情報提供されている。




〝我々にもほとんど情報がないが……〟

〝王女ミゼルヒビィの『光輝』は、自分の星霊エネルギーを放射することで他人の星霊を強化すると言われている〟




　太陽の光で植物が生長するがごとく。

　純血種ミゼルヒビィの星霊は、自らの光でもって他の星霊を一時ながら極限まで成長させることができるのだと。

「これは眉まゆ唾つば物ものの噂うわさですが……ある戦場では、彼女一人で、始祖の末まつ裔えい十人相当の戦力を生みだしてみせたと」

「何だと!?」

「ついたあだ名が『歩く星脈噴出泉ボルテツクス』──次期女王候補の一角、悔くやしいですがあの女の力は伊達だてではないのです」

　ヂッ。

　何かが弾はじける音と光。

「やばい、屈かがめ！」

　ジンの咆哮と寸すん分ぶん違たがわぬ同時──

　光の柱と化した巨きよ大だいな雷かみなりが、足場となる隠かくし階段を吹き飛ばした。
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　ネビュリス王宮。

　女王の私室「星ほし屑くずの摩ま天てん楼ろう」──

　この皇庁くにの祖である一世から歴代女王が引き継ついできた部屋で。

「アリス、進展はありましたか」

「……いいえ女王おかあさま。妹シスベルの解放に向かった部隊からまだ連れん絡らくはありません。何かあれば燐を通じてわたしにも報告があるはずです」

　四人がけのテーブルで。

　アリスは、女王と二人きりで机上の資料を見つめていた。シスベル奪だつ回かい作戦に向けて、燐が用意したものだ。

　これは予備で、正式なものは第九○七部隊イスカたちに渡わたしてある。

「さすが燐ですね。雪と太陽スノウ・ザ・サンの構造をはじめヒュドラ家私兵の装備も網もう羅らされている。過度な情報を省き、必要なものだけをよく選んでいます」

「燐は、女王おかあさまの知ち恵えを借りたと言ってましたわ」

「相談に乗っただけですよ。私にもわからないものは沢たく山さんあります。たとえば……太陽ヒユドラの王女ミゼルヒビィ。彼女の星霊のことは私も多く知りません。ヒュドラ家がなかなか表だって披ひ露ろうしませんからね」

　ピクッと。

　女王の発した一言に、アリスは思わず片眉をつりあげていた。

　……そうね、燐も同じ意見だったわ。

　……妹シスベルを見張ってるのが彼女ミゼルヒビイなんじゃないかって。

　ただし過度の推測は危険だ。

　妹シスベルが雪と太陽スノウ・ザ・サンにいたとしても、誰だれが待ち受けているのかは様々な可能性がある。第九○七部隊イスカたちにもそう伝えてある。

「女王おかあさま、わたしもう一つ気がかりなことがあるのです。先ほどの会議中での報告で」

「サリンジャーですね」

「……はい」

　超ちよう越えつの魔人サリンジャーは、前代女王を襲おそった凶きよう悪あく犯罪者。

　その男が女王ははと数すう奇きな仲であったと聞かされた時は、アリスも驚おどろきを隠せなかった。

「なぜ魔人サリンジヤーがヒュドラ家の施し設せつを襲うのかわかりません。妹シスベルの件と関わりがあるとは思えないし……女王おかあさま、心当たりは？」

「残念ながらありません。あの男が何を考えているのか……」

　アリスの隣となりで、女王が弱々しく首を横にふってみせた。

「三十年前のあの事件で決別して以来、私には、彼の心情が何一つわからないままです。親しいといえる間あいだ柄がらでは、なくなりましたから」

　わずかな沈ちん黙もく。

　女王の口元に浮うかんでいたのは、微かすかな自じ嘲ちようの笑みだった。

「帝てい国こくの襲撃も止められず、娘シスベルを連れ去られ、今日の会議でも家臣たちの不安も抑おさえきれない。私は女王失格ですね」

「っ。お母さま、そんなことは──」

「悲ひ嘆たんしているわけではありません。私には自じ慢まんの娘がいますから」

「…………」

「次の女王が誰になるかで皇庁くにの未来が決まる。そんな気がするのです」

　月ゾアも太陽ヒユドラも、次期女王の座を狙ねらっているだろう。

　月ゾアが選ばれれば帝国との全面戦争。

　太陽ヒユドラの真意は不明だが、帝国軍を招いて女王の命を狙うほどなのだから相当な変革を起こす気でいるに違ちがいない。

「母として願っています。アリス、絶対に負けないで。あなたが女王聖別儀礼コンクラーヴエで敗れれば皇庁くには滅めつ亡ぼうしてしまうかもしれない」

「女王おかあさま、未来を厭いとう気持ちはわたしも同じです。ただ……」

　テーブルの上。

　母の手に、アリスは自らの手をそっと重ねた。

「まだ女王おかあさまには頑がん張ばってもらわねば困ります。まだわたし、王女として乗り越こえなくてはいけないことが残っていますから」

「というと？」

「まずはシスベルの救出です。妹一人を救えない者が女王になるなんて滑こつ稽けいでしょう？」

　自分アリスは気づかされたのだ。

　女王の間で、女王と姉イリーティアが使徒聖に斬きられた衝しよう撃げき──

　その光景に激情するあまり、なかば我を失ってイスカに宣戦布告したこと──

　あんな想おもいは二度としたくない。

　理性が欠落するほどの怒いかりも嘆なげきも、もう十分だ。

「わたしなりの選せん択たくです。女王おかあさまの理想とは違うかもしれないけれど」

　第二王女アリスリーゼの往いく道は。

　まっすぐ女王を目指すのではなく、王女として女王ははと妹を守ること。

　たとえ──

　それが次期女王への最短の道ではないとしても。

　……それに当主タリスマン、あなたは大きな読み間違いをしましたわ。

　……あなたはまだ測りきれていない。

　イスカという剣けん士しを。

　このアリスリーゼ・ルゥ・ネビュリスが唯ゆい一いつ「好敵手ライバル」と認めた男の強さを、この皇庁くにはまだ知らない。








Chapter.6　『燦さん々さんたる暁あかつきの乙女おとめ』












　　　　１




　雪と太陽スノウ・ザ・サン、最上階──




　違い和わ感かん。

　思えば邂かい逅こう直後から、イスカの胸中には不ふ穏おんな疑問が渦うず巻まいていた。

　……この王女。

　……隙だらけだ。まるで棒立ちじゃないか。

　純血種ミゼルヒビィ──

　巨大な窓を背にして両手を広げ、その全身からは曙しよ光こうのごとき膨ぼう大だいな星せい霊れいエネルギーが放出されている。

　それだけなのだ。そのエネルギーが星霊術に転てん換かんされる気配がない。

「さあ、この世でもっとも気高い力を見せてあげる」

　瑠る璃り色いろの髪かみを大きくなびかせて、見み目め麗うるわしい少女が謳うたい上げた。

　来る。

　身構えるイスカの目が捉とらえたものは、星霊術ではなく──

　兵士ヒトが降ってきた。

　王女を守る親衛隊と思おぼしきマスクを着用した兵士が、十五階の天てん井じように空いた穴から飛び降りてきたのだ。

　……この上？

　……まさか、ここが最上階じゃなかったのか!?

　隠し階が存在したのだ。

　ここが最上階と信じて疑わなかった。その思いこみに遮さえぎられ、『こだま』の星霊を宿す従者システアも、頭上に潜ひそんでいた気配には気づかなかった。

「あなたを輝かがやける『軍勢』にしてあげる」

　武装兵の背に触ふれるミゼルヒビィ。

　ぼっ、と何かが燃える音。

　ミゼルヒビィの額にある星せい紋もんとまったく同じ徴しるしが、後光のごとく武装兵を照らしだしたのはその時だ。

「──光ひかり輝あれ」




　視界が、朱あかに染まった。




　親衛隊の手に灯ともった火の星霊が膨ふくれ上がり、そこから放たれた炎ほのおがイスカもろとも書しよ斎さいをなぎ払はらった。

　何十もの書しよ棚だながその形のまま黒炭と化して。

　爆ばく風ふうに煽あおられた窓ガラスは跡あと形かたもなく砕くだけ、はるか地上に落下していく。

「んー。まずまずの威い力りよくね。三段階くらい強化されたかしら」

　微び笑しようをうかべる王女ミゼルヒビィ。

　部屋を分ける隔かく壁へきが粉々に吹ふき飛んで、天井も床ゆかもすべてが炭化した十五階をゆっくりと見わたしながら。

「でも力加減がなってないわ。せっかく強化した星霊も、制せい御ぎよしきれなくては諸もろ刃はの剣つるぎにしかならなくてよ？」

「申し訳ありません我が君」

　マスクで顔を覆おおった武装兵。その声は、驚くほどに若く華きや奢しやな女声だ。

　自分の掌てのひらをまじまじと見つめながら。

「……これが本当に私の星霊術」

「心地よいでしょう？　そう。あなたの星霊は、始祖の末裔わたしたちにも迫せまる素す晴ばらしい力を手にしたのよ」

　額にかかった前髪をさっと手で払いのけるミゼルヒビィ。

　そこに輝く光こう輝きの星紋を、見せつけるように。

「さ。起き上がりなさい元使徒聖さん。いつまで倒たおれた演技フリ？」

　燦々たる暁の魔ま女じよが、愉ゆ悦えつと蔑さげすみのまじりあった笑えみを滲にじませた。

　うずたかく積もった瓦が礫れきを指さして。

「ヴィソワーズが言ってたわ。あなたを相手にするなら決して勝った気になるなって。倒れてるのを見て、息が止まってるのを見て、何なら身体からだが五つか六つにバラバラにしてもまだ生きてないか疑えって」

「……心外だ」

　ガラッ、と崩くずれる礫つぶて。

　肩かたにのしかかっている瓦礫を押しのけて、イスカは黒くろ焦こげの床から立ち上がった。

「なっ!?　あれだけの炎で──」

「お黙だまり」

　配下を咎とがめる王女。

「へえ、本当に生きてたわね。半信半疑で鎌カマをかけてみたけど、その甲か斐いあって嬉うれしいわ。あなたもしかして不死身？」

「まさか。なんなら今のだって倒れた演技フリじゃない」

　咳せきこみそうになる喉のどを無理やり堪こらえる。

　煤すすと煙けむりを吸ったせいで喉が猛もう烈れつに痛むうえに、前髪が額に張りついているのは、額から滲む血によるものだろう。

　……今の爆発がミゼルヒビィの星霊術？

　……いや違う。隣にいる兵士の手から放たれた火だった。

　イスカとて油断はしていなかった。

　燐リンからミゼルヒビィの『光輝』について話もあったが、いまの一いつ瞬しゆんで、イスカはそんな情報を脳のう裏りから消しさった。

　ゼロからだ。

　この純血種の力は、燐から教えられたものよりも遥はるかに危険な可能性がある。

　……部下の星霊に力を与あたえるだって？

　……とんでもない。そんな生やさしい度合いじゃないぞ。

　見たことがない炎の規模だ。

　星霊部隊の術者でも、その多くは帝てい国こくの軍用車を炎えん上じようさせる程度。こんな、数百㎡ものフロアを焼け野原同然に変える力はない。

「私の力を探さぐっているの？　元使徒聖のあなたはそれなりに星霊の知識もありそうだし。でもね、知識があればあるほど想像が膨らんで迷うもの」

　ミゼルヒビィの額の星紋──

　色は濃のう紫し色。かたちは歪ゆがんだ放射形。

　帝国軍の蓄ちく積せきデータにこれと類似するものは一つもない。

「だから悩なやんだまま消えなさい」

　ミゼルヒビィの勅ちよく令れい。

　天井の隙すき間まからさらに一人。全身を耐たい火か服で覆った親衛隊が飛び降りてくる。

　その背中にも激しく輝く『光輝』の星紋が。

「……まだいるのかっ!?」

　そして既すでに力を与えられていた。

　二人の親衛隊が両手を広げると同時に、ブンッと耳みみ障ざわりな音とともに数十もの発光体がフロアに浮うかびあがった。

「機き雷らいっ!?」

　指向性炎えん弾だん。

　真後ろを除く全方向に炎をまき散らす。術者である星霊使い以外のすべてを焼きはらう殲せん滅めつ型の星霊術だ。

　──破は裂れつ。

　爆風がイスカの立っていた床を引っぺがすように破は壊かいして、炎熱に炙あぶられた天井がみるみると溶とけていく。

　煤と煙。

　息さえままならない高密度の熱波が激しく吹き荒あれる。

「んー。力の無む駄だ遣づかいだったかしら？　たかが刺し客かく一人に『軍勢』を二人も用意するなんてちょっと待たい遇ぐうが過ぎたわね」

　純血種ミゼルヒビィ。

　彼女の左右に立つ親衛隊はごく平へい凡ぼんな火の星霊使いだが、光輝の星霊の力を浴びて、極限にまで力が増大している。

　──ゆえに歩く星脈噴出泉ボルテツクス。

　王女ミゼルヒビィに愛めでられた者は、その一人一人が、始祖の末裔に並ぶ力をもつ『暁の軍勢』となるのだ。

「あなたたち下に向かいなさい。ルゥ家の従者を捕とらえれば私たちの勝──」

「どうかな」

　白はく刃じんが、煙を斬きり裂さいた。

　息を吸えば肺が爛ただれる熱波のなか、息を止めたままイスカは飛びだした。一ひと跳とびで配下二人の脇わきをすり抜ぬけ、ミゼルヒビィの眼前へ。

「……これにも耐たえたっ!?」

　条件は五分。

　自分イスカがミゼルヒビィの力を知らないように、ミゼルヒビィも白の星鋼の力を知らない。一度目に斬った業ごう火かを発動させて、気流の壁かべを生成。

　機雷の熱波を遮しや断だんした──

「仕留めたと思ったか？」

「……お前たち！」

　イスカが距きよ離りを詰つめる寸前に、王女ミゼルヒビィが慌あわてて床を蹴けった。

　わずか一歩差。

　部下たちに阻はばまれたイスカの剣けんが、紙かみ一ひと重えで空を切る。

「惜おしかったわね」

「狙ねらいどおりだ」

「っ？」

　ミゼルヒビィの冷れい笑しようがかき消えた。

　空を切ったはずの剣の切っ先に何かが引っかかっている。それは太陽を象かたどった黄金色の装飾品アクセサリで──

「私のイアリングッッ!?」

「グレゴリオ秘文って言ってたな」

　それが何を意味するか想像つかないが、この装飾品アクセサリには重大な秘密がある。

　そんなイスカの直感は──

　王女ミゼルヒビィの激げつ昂こうによって確信へと変わった。

　……間ま違ちがいない。

　……このイアリング、何かとてつもない秘密がある！

　ゆえに王女が肌はだ身み離はなさず身につけ、サリンジャーの襲しゆう撃げきに備えていたのだ。

「おのれ！」

「──取引だ」

　親衛隊が手を翳かざすより早く、イスカは黒こく煙えんの中に身を投げだした。

　濛もう々もうとたちこめる煙のなかに姿を隠かくし──

「僕らの要求がなんなのか太陽おまえらはとっくに知ってるはず。心しておけ」

　イスカは全力で駆かけだした。

　目指すは地上一階。このビルからの脱だつ出しゆつのために。




　　　　２




　先せん端たん星せい霊れい工学研究所『雪と太陽スノウ・ザ・サン』。

　ごく一いつ般ぱん的に──

　星霊術が生みだした炎は数分と経たたず消えていく。どれだけ苛か烈れつな炎で芝しば生ふが赤く染まろうと、それが大火事に繫つながることはない。

　だが。

　星霊エネルギーの結けつ晶しよう『星せい炎えん』は違う。どれだけ時間が経とうとも星霊の力が消えないかぎり、この炎は決して消えることはない。

　無敵の炎。




「あは、あははははっ。おバカさんねぇ！」




　菫色ヴアイオレツトの炎のドーム──

　星炎でできた「決して消えない」結界の内側で、ヒトならざるものの嬌きよう笑しようが艶なまめかしく響ひびきわたった。

「そんな術じゃあたしは痛くも何ともないのよね、そう言ってるでしょう！」

　竜たつ巻まきじみた旋つむじ風かぜ。帝国戦車をもバラバラに斬り裂く鎌かま鼬いたちが吹ふき荒れる中から、少女の姿をした影シルエツトが飛びだした。

　魔女ヴィソワーズ。

　風の刃やいばに脇わき腹ばらを斬られようと首を切られようと、硝子ガラスのように半はん透とう明めいな肉体からは血の一いつ滴てきも流れない。

「ほぅら燃えちゃえ！」

　菫色ヴアイオレツトの炎を投げつける。

　触ふれれば激しく燃え上がり対象が炭と化すまで消えない、この世で最も恐おそろしい火か炎えん弾だんが迫せまりくる。

「滑こつ稽けいだな」

　対するは超ちよう越えつの魔人サリンジャー。

「その炎を使し役えきできたことがそこまで嬉しいか？」

　白はく髪はつの美び丈じよう夫ふは一歩たりとも動かず、ただ地面を踏ふみしめる足先に力をこめるのみ。

　轟ごうッッ！

　地じ響ひびきとともに大地が隆りゆう起きして、土の巨人像ゴーレムが立ちはだかった。サリンジャーのかわりに星炎を受ける盾たてとしてだ。

「薄うす汚ぎたない炎を寄よ越こすな。穢けがらわしい」

　燃え上がる巨人像ゴーレムが動いた。

　星炎に焦こがされながらも、魔女めがけて巨きよ大だいな拳こぶしを振ふり上げる。が。

「邪じや魔ま」

　ヴィソワーズが無造作に腕うでを払はらったその挙動で、土の巨人像ゴーレムが消しよう滅めつした。

　土の融ゆう解かい温度、約一○○○度。

　巨人像ゴーレムを形成する土つち塊くれが、星炎の熱に耐えきれずマグマ状に溶けきったのだ。

「すばらしいでしょう、この炎」

　ヴィソワーズが掌てのひらを差し向ける。

　そこに灯ともる炎は、あたかも菫すみれ色いろの花が咲さくように美しい。

「星霊使いにこの炎は生み出せない。始祖の末まつ裔えいたる王家も、どれだけ強力な星霊使いであっても不可能」

「…………」

「宿命なのよ。たかが一いつ介かいの星霊使いが、星霊との融ゆう合ごうを果たした『魔女』に勝てる道理なんてあるわけないの」

　菫色の花弁が、舞まった。

　星炎が空中分解するや何百という光線となってふりそそぐ。一本でも掠かすめれば即そく炎えん上じよう。燃え上がればサリンジャーとて鎮ちん火かする手段はない。

「莫バ迦カの一つ覚えか」

　サリンジャーの周囲に顕けん現げんしたのは氷の盾だ。

　十二枚におよぶ青き装そう甲こうが次々と菫色ヴアイオレツトの光線を受けとめる。強力なエネルギーが真正面から激げき突とつし、相そう殺さいしあい──

　……じゅっ。

　溶ける音。次の瞬しゆん間かん、澄すみきった音を立てて十二枚の盾が一いつ斉せいに砕くだけ散った。

「ちっ」

　サリンジャーが動いた。

　否いな、動かされた。

　強きよう靭じんな脚きやく力りよくでもって大地を蹴って真横へ跳ちよう躍やく。その頰ほおのわずか数ミリ手前を、盾を貫つらぬいた光線が掠めていく。

「理解したかしら？　あたしとお前の差」

　飛び下がる白髪の魔人を見つめるヴィソワーズが、三日月のように目を細めた。

　弄もてあそぶような口ぶりで。

「お前の『水鏡』の力はとっくに知れ渡わたってるわ。百以上もの星霊の力を奪うばって王家から恐れられた。だけど奪えるのは半分まで。要するに寄せ集めでしょ？」

「…………」

「そんなんじゃ──」

「もういい喋しやべるな、莫バ迦カが感染うつる」

　飽あいた。

　そう言わんばかりに、白髪の美丈夫が息を吐はきだした。

「思し慮りよも作法も駆け引きもない。何より気品がない。当主タリスマンがいるなら多少はと思ったが、こんな端女はしためではな」

　距離二十メートル。

　互たがいの声がぎりぎり届くかどうかの距離感で、サリンジャーは、ヒトならざる少女に向かってそう告げた。

「三十年前のバケモノと貴様が完全な同質か。それを確かめていただけだ。力の差だと？　そもそも俺は力と呼べるものを何一つ見せていないが？」

「楽しいこと言うじゃない」

　魔女の手に灯る星霊光。

　菫色ヴアイオレツトの輝かがやきではない。むしろこれこそが彼女本来の──

「まだまだ物足りなかったの。星炎で黒コゲにしてハイお終しまいだなんて味気ない。お前、あたしの『魔弾』で潰つぶしてあげる」

「くだらん」

　サリンジャーが首を鳴らす。

　地面に転がる石を見下ろすかのように、ひどく醒さめたまなざしで。

「この舞ぶ台たいは────」




　轟ごう音おんが、雪と太陽スノウ・ザ・サンのビルから響きわたった。




　壁かべが崩ほう壊かいし、窓ガラスが砕けちる。

　鼓こ膜まくを突つきやぶるほどの破は壊かい音は、二人を囲む星炎のドームにまで到とう達たつした。

「最上階か？」

「ミゼルヒビィ、こんな事態に何をやってるの！」

　眉まゆ根ねを寄せるサリンジャー。

　一方の魔女は唇くちびるを嚙かみしめ、今まさに大だい爆ばく発はつのあったビルの最上階を睨にらみつけて。

「……まさか帝てい国こく部隊？　こんな時に──」

「地爆の星霊よ」

　魔人の掌にうかぶ星霊光。

　雪と太陽スノウ・ザ・サンに意識を割さいた一瞬が、魔女ヴィソワーズにとっての悪手となった。

「目覚めよ。そなたの怒いかりで天を衝つけ」

　地じ盤ばんがひっくり返った。

　それは地表ではなく、はるか地底の地盤から湧わき起こる星の胎たい動どう。

　路面の車がピンポン球のように跳はね上がる勢いで土ど砂しやが噴ふき上がり、魔女ヴイソワーズを星炎の外へと噴き上げる。

「ぐぅっ!?」

　星炎の結界を突きやぶり、雪と太陽スノウ・ザ・サンの三階外がい壁へきに叩たたきつけられるヴィソワーズ。

　この肉体に外傷はない。

　だが術者が結界外に出たことで、星炎のドームがみるみると炎の勢いを落とし、そして消えていく。

「こういうことだ。星炎コレを潰す手札など腐くさるほどある」

「……お前、行かすと思う！」

「無様だな。吼ほえるしか芸のないバケモノが」

　魔女ヴイソワーズが壁の磔はりつけから抜ぬけだそうとすることに一いつ切さいの関心もなく、ビルの正面扉とびらに向かってサリンジャーは歩を進めていった。

　警備はいない。

　地爆の星霊にことごとく吹き飛ばされ、もはや敷しき地ち内に自力で立っている私兵は一人として残っていないからだ。

「さて妙みようだな。グレゴリオ秘文の在処ありかはどうせ最上階、奴タリスマンの私室だろうが」

　先の大爆発。

　最上階にあたるビル壁が内側から崩壊し、今も瓦が礫れきがぱらぱらと降ってくるその景観に、魔人はわずかに声を低くした。

「何者だ。俺より先に侵しん入にゆうした輩やからがいるとでも？」
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　雪と太陽スノウ・ザ・サン、十五階。

　濛もう々もうとたちこめる黒こく煙えんを突っきって隠かくし階段へ。

　そこでイスカが見たものは、延々と続く螺ら旋せん階段──その支柱がへし折れ、焼け落ちた光景だった。

　つい数分前、この階段を使って昇のぼってきたばかりなのに。

「噓うそだろ……何があったんだ」

　半壊した階段に飛び移る。

　階段を下りる一歩ごとにギッ、と金属が軋きしみ、階段そのものが大きく揺ゆれる。もういつ崩くずれ落ちてもおかしくない。

　……あの部屋にいた親衛隊が放った炎ほのおじゃない。また別の星せい霊れい術じゆつだ。

　……だとしたら狙ねらわれたのはミスミス隊長たち!?

　ミスミス隊長たちは無事か？　無事に逃にげきれたのか、あるいは──

　さくっ。

　イスカの靴くつが、真白い雪の絨じゆう毯たんに触れたのはその時だった。

　雪？　ここは高層ビルの内部なのに？

「これも星霊術！」

　慌あわてて雪の絨毯を飛び越こえる。

　そんなイスカを追うように、大量の積雪から「雪の兵士」が飛びだした。鋼鉄の鎗やりと見まがうほどに鋭するどい雪の長鎗ランスを、イスカの背中めがけて突きだしてくる。

「雪の巨人像ゴーレムか」

　串くし刺ざしになる。

　その直前で、イスカは振ふり向きざまに星せい剣けんで鎗の穂ほ先さきを打ち払った。

「おや。まだ逃げ残っていた帝国兵がいた。お主は」

　眼下──

　階段を駆かけ下りるイスカを歓かん迎げいするかのように、真っ赤な服の老ろう婆ばが両手を広げた。

「元使徒聖。イスカといったか」

「……白夜の魔女グリユーゲル!?」

　タリスマンの側近が一人。

　帝国司令部が指名する魔女名簿ウイツチリストにも載のった大物で、この老婆がルゥ家別べつ荘そうを襲しゆう撃げきしたことはジンからも聞いている。

　……こんな大物とこんな時タイミングで出で会くわすのか！

　……冗じよう談だんじゃない。敵拠きよ点てんのど真ん中で戦ってられる時間はないんだぞ。

　これは殲せん滅めつ戦ならぬ脱だつ出しゆつ戦。

　シスベルがいないと判明した現在、このビルから脱出することだけが使命だ。

「小こ僧ぞう、仲間がどうなったか知りたいか？」

「興味ないね」

　階段を駆け下りるイスカ。

　それを待ち受ける老婆の足もとで、雪が跳ねた。まるで生き物のように階段の支柱へと飛びついて──

　ミシッ

　階段の手すりが、支柱が、みるみるとねじ曲がっていく。

「崩す気か!?」

「それが最も手っ取り早かろう」

　階段が、崩壊した。

　轟音を立てて螺旋階段が砕け散り、瓦礫となって数十メートル下の地上へと滝たきのように流れ落ちていく。

「……くそっ！」

　足場が崩壊。

　剣を釘くぎさながらに壁に打ち刺さして、イスカはぎりぎりで落下から踏ふみとどまった。

「壁にへばりつくか。まあ予想のうちよ」

　ズズッ……、と何か巨きよ大だいなものが蠢うごめく気配。

　頭上を仰あおいだイスカめがけ、壁面を這はう雪の大だい蛇じやがゆっくりと鎌かま首くびをもたげた。

　蛇へびの頭部に立つ白夜の魔女グリユーゲルが、こちらを見下ろして。

「身動きとれまい。しばらくその様を眺ながめていたいが、ワシは貴様の仲間に恨うらみがある。早々にそちらを仕留めに向かいたいのでな」

　雪の大蛇が口を開けた。

　顔が裂さけるほどに大きく両りよう顎あごを開いた口こう腔こうの奥から、丸太のように太い長鎗ランスがせり上がってくる。

「射い貫ぬけ」

「……ぐっ！」

　砲ほう弾だんのごとく撃うち放たれる長鎗ランス。

　壁にしがみつくイスカに迎げい撃げき手段はない。星剣は壁に刺したまま。だから──イスカは、星剣を握にぎったまま壁を蹴けりつけた。

　長鎗ランスが壁を穿うがった時には、もうイスカは壁そこにいない。

　空中へ。

　手すりも床ゆかも何もない。何十メートルという下に墜つい落らくするしかない宙へ。

「落下？　自害を選ぶか！」

「冗談じゃない」

　重力のまま落下していく。

　そのイスカの落下が、鈍にぶい金属音とともに突とつ如じよとして止まった。

　──照明灯。

　壁に取りつけられた唯ゆい一いつ着地可能な「足場」で、だ。

「ッッッッッ!?　兵士おまえたち！」

　雪の大蛇が空中分ぶん裂れつ。

　何十体という人間大の兵士に分裂したものが、足場を得たイスカめがけて無数の長鎗ランスを投げつける。

　が。イスカの選せん択たくはそれよりさらに早かった。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの息とともに壁を斬きる。

　金属壁に大きな穴が空いて、その先にあったものは隠し扉。表向きは金属板で蓋ふたをしていたが、螺旋階段ここからビルのフロアに戻もどるための入り口だ。

「こんなところに照明があるんだ。近くに隠し扉があるに決まってる」

「ぐっ……おのれ使徒聖！」

「戦場でなら相手をしてやる」

　隠し扉から雪と太陽スノウ・ザ・サンのビル内部へ。

　イスカが降り立ったのは八階。

　二階から十四階はほぼ同じ構造。星霊研究所だけあって、そのほとんどが実験室で区切られた研究用フロアだ。

　……地上まであと七階。

　……こっからが厄やつ介かいだ。どうやって下にたどり着く？

　白夜の魔女グリユーゲルを撒まいたとはいえ、状じよう況きようは何一つ好転していない。




『侵入者一名、八階通路を徘はい徊かい中』

『研究職員は待たい避ひを。ただちに警備員が鎮ちん圧あつに向かいます』




「くそっ、やっぱり監かん視しカメラか！」

　緊きん急きゆう放送に舌打ちし、イスカは再び走りだした。下への経路は二つに一つ。昇降機エレベーターか、あるいは一いつ般ぱん用の階段か。

　昇降機エレベーターは？

　無茶だ。扉が開いた途と端たん、待ち構えた私兵に銃じゆうで蜂はちの巣すにされる。

「……結局また階段か」

　中央階段へ。

　狭せまい螺旋階段とは違ちがって、ここは何十人もが一いつ斉せいに走れるであろう広さがある。しかし、そこには誰だれ一人ひとりとして人ひと影かげが見当たらなかった。

　……誰もいない？　そんなバカな。

　……何十人っていう警備が地下で待機してたじゃないか。

　研究員がいないのは部屋に隠れているから。だが警備は？　これだけ大きな中央階段に見張りを割さかないわけがない。

　八階から七階へ。

　七階から六階へ。

　五階まできても一人の警備員とも出会わない。なぜだ？

　あの魔ま人じんサリンジャーの襲撃という話が本当だとして、私兵の主戦力がそちらに回っているから？

　否ちがう。

「……奴らはコレを取り返したいはず」

　イスカの懐ふところには、王女ヴィソワーズが『グレゴリオ秘文』と呼んだイアリングがある。

　全力で奪うばい返しにくる。

　ならば私兵が見当たらないのは、この階段への集結が間に合っていないから？

　あるいは既すでに集結していて────

「巻き添えを食らわないために近づかないか、だ！」

　決断。

　このまま階段を進む選択を切り捨てる。イスカが選んだのは、あえて中央階段からビルの通路に戻る選択だった。

　兵士と出会すのは覚かく悟ごの上で、階段を後にして通路に戻って──

　直後。




　背後で、落らく雷らいにも似た猛もう烈れつな破は裂れつ音がこだました。




　パチパチ、と。

　ささやかな拍はく手しゆが広大な十字路に伝わってくる。

「あと二秒」

　続いて聞こえる靴の音。

　十字路の向こうから、気品を感じさせる少女の声が。

「あと二秒だったわ。中央階段そこに留とどまっていたら仕留められたのに」

「…………」

「甘く見た。ヴィソワーズから進言された通り、私は一いつ切さい気を抜ぬいていなかった。けれどそれが誤り。油断しない程度では不十分だった」

　通路から近づいてくるのは、燦さん々さんと輝かがやく明星にも似た光。

　まさしく太陽ヒユドラの血にふさわしき純血種──

「っ、お前……」

「ああこれ？　私、頭にくるとこうなっちゃうの」

　暁あかつきの乙女おとめミゼルヒビィ。

　見み目め麗うるわしき少女に起きつつある激変に、イスカは言葉を失った。

　鮮あざやかな瑠る璃り色いろの長ちよう髪はつが、全身から立ち上る星せい霊れいエネルギーに吹ふき上げられ、蛇のようにゆらゆらと蠢いていたのだ。

　さしずめ髪かみが蛇でできた伝説の怪かい物ぶつ『石眼の女神メデユーサ』のよう。

「盗ぬすんだイアリング、返してもらえるかしら」

「交こう渉しようのつもりか？」

「いいえ」

　当主タリスマンにも似た穏おだやかな、令れい嬢じようらしき柔にゆう和わな微笑ほほえみで──

　その姿が搔かき消えた。

「ぐちゃぐちゃにしたお前から、力ずくで奪いとればいいでしょう！」

　破裂するような足音。

　イスカの服が風圧でなびく程ほどの瞬しゆん発ぱつ力りよくでもって、純血種ミゼルヒビィが迫せまってきた。

「光輝『太陽せいれいよ、わ神の導き』たしをいざなえ」

「そういう星霊か!?」

　常人ならざる瞬発力。

　謎なぞに包まれていたミゼルヒビィの星霊を、イスカはようやく理解した。

　……星霊エネルギーを授さずける星霊じゃあない！

　……力を与あたえた者を『操あやつる』のが真の能力だ！

　力の授受のかわりに服従させる。

　星霊使いを強化するかわりに、おそらくある程度の洗脳が可能。

　そして今、ミゼルヒビィは自分自身の戦せん闘とうを星霊に委ゆだねているに違いない。その代だい償しように、強大な肉体能力を手にしたのだ。

　が。

「さあ──」

「それでも遅おそい」

　少女が、止まった。

　落下ざまに振ふりおろした右みぎ肘ひじを、イスカが剣けんの柄つか頭がしらで真横から撃ち潰つぶした。

「っっっっっっ!?」

「使徒聖を舐なめすぎだ」

「……つくづく癪しやくにさわる。指一本でも触ふれてたら意識を消し飛ばせたものを！」

　腫はれ上がった肘を庇かばい、ミゼルヒビィが跳とび下がる。

　イスカが追つい撃げきに転じようとした矢先。

「叫きよう魔ま、吠ほえなさい」

　ミゼルヒビィの勅ちよく命めい。

　──怨オンッ！

　耳元で銅ド鑼ラを鳴らされたような衝しよう撃げきに殴なぐられ、イスカはその場に踏ふみとどまった。

　風ではない。

「っっっ……音……か……？」

　猛烈な吐はき気けと目め眩まいに、吐と血けつする勢いで唾つばがこみ上げる。

　三半規管を揺ゆらす音波。

　極大の「音」を浴びた人間は平へい衡こう感かん覚かくを失い、その場に立つことさえ適かなわず意識を失う。帝てい国こく軍にも音響ソニツク兵器ウエポンと呼ばれる兵器があるが、これはその上位互ご換かん。

　なにしろミゼルヒビィの光こう輝きで強化された星霊術だ。

「光栄に思いなさい帝国兵」

　王女の凄せい惨さんな笑み。

　腫れ上がった肘の激痛に脂あぶら汗あせを垂らしながら、瑠璃色の髪の魔女は、ゾッとするほどに眼めを大きく見開いていた。

「私の軍勢てごまを集結させたわ。一兵ごとき仕留めるのに、こんな手間をかけさせて。──吠えなさい！」

　通路の最さい奥おう。光輝の力を得て強大化した親衛隊が、飛びだした。

　そして咆ほう哮こう。

　パリンッ

　叫魔の星霊が生みだす咆哮で、通路の窓ガラスが次々と割れ砕くだけていく。

　厄介なのが「音」の性質だ。ビルのあらゆる壁かべと天てん井じようで乱反射するせいで、星剣をもってしても斬ることは至難。

「……やってくれる！」

　平衡感覚を狂くるわされて走ることもままならない。四よつん這ばい同然で床ゆかを蹴けり、イスカは目の前の部屋に飛びこんだ。

　ここは星霊研究所だ。

　実験室も完全気密ゆえに、扉とびらを閉めれば音は遮しや断だんされる。

　……音から逃にげるにはこれしかない。

　……だけど、これで僕は密室に閉じ込められたも同然か。

　扉の向こうにはミゼルヒビィと彼女の軍勢がいる。すぐにでも扉を開けて雪崩なだれこんでくるだろう。

　そう覚悟したイスカの左。

　壁の向こうから、ミシリッと奇き怪かいな音が伝わってきた。

「次は爆ばく破はか！」

　ぶあつい壁が真っ赤に膨ふくれあがる。

　爆ばく炎えん──

　隣となりの部屋で起きた大爆発が、壁を粉々に砕いて隣りん室しつのイスカめがけ押し寄せた。爆風で加速した壁の破は片へんが、機き関かん銃じゆうさながらの礫つぶてとなって肩かたに突つき刺ささる。

「痛つうっ……」

「まだまだ、私の軍勢てごまはこんなものじゃない」

　実験室と実験室とが隔へだてる壁が砕けて、その粉ふん塵じんの向こうから軍勢五人を従えた純血種ミゼルヒビィが飛びこんできた。

「業ごう火かよ！」

　視界を真っ赤に染める炎ほのおの津つ波なみ。

　が、それはイスカが最上階で見た星霊術だ。炎が届くより早く、黒の星剣でもって虚こ空くうを薙なぎはらう。

　そして破裂。

　炎の津波がイスカを境に真っ二つに割れ、実験室の床と壁を焼き焦こがしていく。

「死にかけたんだ。嫌いやでも業火ソレは覚える」

　白の星剣を逆手に握にぎる。

　虚空を縦に切り裂さくかたちで、イスカは左手の剣を振りあげた。

　──星の解放。

　黒の刃やいばが切断した業火を「解放」。部屋を赤く染める津波が、ミゼルヒビィとその軍勢めがけて放たれた。

　完全再現。

　強力な星霊術であればあるほど、白の星剣で解きはなつ術も強力になる。

「──目め障ざわりよ」

　炎のなか、暁の星霊光が瞬またたいた。

「『嵐あらし』よ、なぎ払はらえ！」

　この星で最も大きな『天変地異エネルギー』。

　それは雷かみなりでも噴ふん火かでも地じ震しんでもなく巨大暴風テンペスト。その暴風がミゼルヒビィを守る盾たてとなり、業火を一いつ瞬しゆんにしてかき消した。

　距きよ離りを詰つめようとしたイスカをも押し返し、後方の壁に叩たたきつける。

「風の障しよう壁へき……防ぼう御ぎよの軍勢てごままで完備か」

「この雑ぞう兵ひようが！　手間かけさせるんじゃないわよ。お前の奪うばったイアリング一つで、どれだけ私に力を使わせるつもり……！」

　髪を逆立たせる魔女ミゼルヒビイが近づいてくる。

　目つきも口調もまるで別人。穏やかに光をそそぐ春の陽光だった面おも影かげが、草木を枯からす砂さ漠ばくの日照りのような刺とげ々とげしい形相へ。

「さっさと朽くちなさい」

「ご免めんだね」

　起き上がり、切った唇くちびるを手の甲こうで拭ぬぐう。

　……この王女。

　……本当に、冗じよう談だんじゃなく強い。

　早すぎるのだ。

　純血種一人が五つの星霊術を放つより、五人の純血種が一つずつ術を撃うつ方がはるかに早い──ミゼルヒビィの『暁あかつきの軍勢』の真価は、つまるところ此こ処こにある。

　帝国軍の視点で語るなら。

　ミゼルヒビィ単体の脅きよう威い度はせいぜい「要よう警けい戒かい」。

　だが『軍勢』が加わるならば、純血種ミゼルヒビィはネビュリス皇おう庁ちようのなかでも最強ならぬ最大戦力の一角に挙げられるに違ちがいない。

「司令部への報告が一つ増えたな。生きて帰れたらだけど」

　近づいてくる六人を順に睨ねめつける。

　王女ミゼルヒビィと、その脇わきを固める五人の配下。

「全力で見み舞まえ。最悪、イアリングを壊こわしても構わないわ、あの男を跡あと形かたなく消しよう滅めつさせるのよ」

　瑠璃色の髪の少女が、大きく右手を振りおろし──

「やれ！」

　すべてが同時だった。

　ミゼルヒビィの勅命と、五人の『暁の軍勢』による全力の星霊術。

　イスカの反応。

　そして──




　二人の間で、大気が破は裂れつした。




　雷をともなった旋せん風ぷうが突とつ如じよとして吹ふき荒あれて。フロアのあらゆる壁という壁に片かたっ端ぱしから大穴を空け、なぎ倒たおしていく。

「……なっ!?」

「こ、これは何なのっ！」

　イスカとミゼルヒビィが同時に振りかえる。

　ヂヂッと強きよう烈れつな音を立てて稲いな妻ずまがフロアを駆かけめぐり、吹き荒れる風が床に積もった砂さ礫れきを舞まい上げる。

　目の前が砂色に染まり、数メートル先も見み渡わたせない。

　……ミゼルヒビィの配下じゃない。いったい何が起きた？

　……いや、迷うな。考えてる時間はない！

　噎むせ返るほどに濃こい白はく霧むを切り裂いて、イスカは床を蹴って駆けだした。

　ここは戦場ではない。

　ビルからの脱だつ出しゆつが最優先。

　王女ミゼルヒビィに背を向けて走る。数秒とたたず部屋の外に飛びだして、吹き荒れる旋風に背を押されるまま通路を駆けて──




　たちこめる風塵の中、「誰だれか」とイスカはすれ違った。




「ん？」

「……え？」

　互たがいに振り向くが、巻き上がる埃ほこりに紛まぎれ、うっすらと互いの人影シルエツトが見えただけ。

　研究員？

　ミゼルヒビィの配下？

　その「誰か」を確かめる術すべもないままに、イスカは非常階段へと駆けた。
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　雪と太陽スノウ・ザ・サン、中央階段・四階──

「この……古ぼけた魔ま人じんが、いつまで調子に乗る気かしらねぇ！」

「ん？　誰かと思えばお前か」

　はるか下の階から叫さけぶ魔女を見下ろして、サリンジャーは冷たく嗤わらった。

　目をつり上げた赤毛の少女。外がい套とうの裾すそから白い太ももが露あらわになっているのは、外套の下は一糸まとわぬ姿だからなのだろう。

　見覚えはない。

　だが、その声には聞き覚えがある。

「ははっ滑こつ稽けいだな。慌あわててヒトの形なりに戻もどったか？　このビルの研究員には貴様の醜しゆう態たいを晒さらしたくないわけだ」

「黙だまってソコにいなさい。すぐに追いついてやるわ！」

「それが不敬と言っている」

　猛もう然ぜんと階段を駆け上がってくる魔女ヴィソワーズ。それを待たずして、サリンジャーのかざした右手に星せい霊れい光こうが浮うかび上がった。

「貴様の顔は見み飽あきた」

　水鏡の星霊。

　それは奪いとった星霊を、さらなる高次の段階へと引き上げる『揚よう棄き』の力。

　──風と雷いかずちの星階唱サンクトウス。

　大気が、拗ねじくれた。

　ヂヂッという耳障りな音を立てながら稲妻が荒れ狂い、ヴィソワーズの立つ床ゆかと壁かべを、一瞬にして引っぺがし噴き上げる。

「ぐっ!?」

　風と雷。

　二種の星霊を掛かけあわせた未知の星霊術は、魔女ヴイソワーズに瞬時の判断さえ許さなかった。風に動きを封ふうじられ、雷に全身を撃ちぬかれる。

「消えろ」

「……お前…………絶対……教え……真の魔女の……怖こわさをっ！」

　窓の外へと落下する魔女ヴイソワーズ。

　そして『雷を従えた嵐』は止まらない。五階のフロアにある隔かく壁へきをも次々となぎ倒し、ヒュドラの私兵を片っ端から雷で撃ちすえる。

　床だったものが砂さ塵じんと化して──

「それで呪じゆ詛そのつもりか？」

　魔女ヴイソワーズの言葉を鼻で笑い飛ばし、サリンジャーは五階へと歩を進めていった。

　たちこめる砂塵。

　だが数歩と進まぬうちに、煙けむりの向こうから小さな気配が近づいてきた。

　誰だ？

　恐おそろしく俊しゆん敏びん。

　サリンジャーが気配を察して振ふり向いた時には、もう目の前にやってきていて──




　その誰かは、一いち陣じんの風のごとく通り過ぎていった。




　風塵に紛れ、見えたのは人影シルエツトのみ。

　それが誰なのか思し索さくする気はサリンジャーにない。私兵が寄ってくるなら容よう赦しやしないが、過ぎていく者を追うのは美学に反する。

　何より──

　今の彼には、このビルでもっとも愉ゆ快かいな敵が立ちはだかっていた。

「その瑠る璃り色いろの髪かみ……ああ、聞き覚えはあるな」

　煙の中から現れた少女を一目見て、サリンジャーは唇の端はしをつり上げた。

　冷れい笑しようと嘲ちよう笑しよう。

「ミゼルヒビィ・ヒュドラ・ネビュリス９世。太陽ヒユドラの次期当主か」

「……招かれざる客人がまた一人」

　燦さん々さんと輝かがやく額の星せい紋もんを見せつけるかのように、大人びた少女がすらりとした手て櫛ぐしで前髪を搔かきわけた。

「あなたが誰とは訊きかないわ。初対面だけど、叔お父じ様からよく聞かされている。監獄塔オーレルガンからどこに消えたかと思ってみれば」

「ほう？」

「目的はグレゴリオ秘文かしら。あいにく、ここには無いと言ったら？」

　太陽ヒユドラの当主代理ミゼルヒビィが、自分の耳に触ふれて。

「奪うばわれたわ。あなたより一足先にやってきた奴やつに」

「……なに？」

「あと少しで取り返せたのに。さっきのはあなたの星霊術かしら？　つくづく最悪な邪じや魔まをしてくれたものね」

「なるほど。では──」

　際きわ立だつ美び貌ぼうの男が、唇をつり上げた。

「では言い直そう。本物の秘文を出せ」

「っ!?」

「被検体バケモノを生みだす太陽ヒユドラの実験。その記録を記した秘文が奪われただと？　とぼけるな、それはせいぜい断だん片ぺんを記しただけの複製レプリカであろう。俺が欲ほつするのは原典だ」

　唇を嚙かみしめる少女を見下ろす、男。

　ミゼルヒビィも少女としてはモデル並みの高身長だが、この魔人サリンジャーはそれよりもさらに頭一つ高い上背だ。

「…………」

　少女がうつむき、無言で拳こぶしを握にぎりしめる。

　そして。

「どいつもこいつも、そこまで私を苛いら立だたせたいか！」

　光が、爆はぜた。

　王女ミゼルヒビィの全身から立ち上る星脈噴出泉ボルテツクスじみた輝きに煽あおられて、瑠璃色の髪が大きくうねる。

「この未練がましい魔人が！　今さら現うつし世よに這はい上がってきたところで所しよ詮せんは魔人風ふ情ぜい。王の血脈の前には霞かすみに等しいと教えてあげる！」

「聞くに堪たえんな」

　白はく髪はつの美び丈じよう夫ふの応こたえは、呆あきれかえった嘆たん息そくだった。

「『気高きは血筋にあらず理念に宿る』──生まれつきの星霊の強さに驕おごり、自らを高める心に欠けた者たち。その何が王家だ？」
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「言うわね」

「返そう。たかだか王家風情が、この俺に向かって過ぎた口を叩たたくな」

　超ちよう越えつの魔人サリンジャー。

　その「超越」とはすなわち、「王家を超越せん」という野望の表れに他ほかならない。

　──唯ゆい一いつ。

　──彼サリンジヤーが唯一「対等」を許したのは、三十年前の少女ミラただ一人。

　それ以外の全すべてが。

　この白髪の男にとって格下どうでもいい。

「原典は、最上階か」

「行かせる訳がないでしょう。お前はここでお終しまいなのよ！」

　王女が吼ほえて──

　雪と太陽スノウ・ザ・サンを揺ゆるがす莫ばく大だいな星霊エネルギーが、割れた窓から噴ふきだした。




　　　　３




　ネビュリス皇おう庁ちよう、中央州郊こう外がい──

　星霊研究所『雪と太陽スノウ・ザ・サン』はいまも猛もう烈れつな煙に包まれて、敷しき地ちを囲む鉄てつ柵さくのまわりには、騒さわぎを嗅かぎつけた者が何百人と集まりつつあった。

　現場に近づこうとする野次馬、報道記者。

　そして事態の鎮ちん圧あつにやってきた警務隊。さらに、ヒュドラの拠きよ点てんで起きた破は壊かいの調査に向かった月ゾアの刺し客かくも──

「現地に到とう着ちやくしましたぁ」

『どうだシャノロッテ？』

「んー……こりゃダメですよぉ。雪と太陽スノウ・ザ・サンのビルが燃えてるってことしかわかりません。特にひどいのが最上階と、あと五階かしら。窓という窓から黒い煙が噴きだしてますけど、そこで何が起きてるかサッパリですぅ」

『例の魔人は？』

「姿一つ見えません。あとまわりの野次馬と記者がうるさくて、警務隊が何を話してるのかもサッパリですねぇ」

　とどのつまりお手上げです、と。

　通信機を手に苦笑いしたのは、民衆のなかに紛まぎれた金きん髪ぱつの女だった。

　シャノロッテ・グレゴリー。

　元・帝てい国こく軍機構Ⅲ師所属の隊長──として帝国軍に紛れこんでいたゾア家の諜ちよう報ほう員いんだ。ミュドル峡きよう谷こくで正体を知られたことで皇庁に帰き還かんし、現在にいたる。

『太陽ヒユドラの幹部は？　当主代理ミゼルヒビィの姿はどうだ？』

「それもわかりませんねぇ」

　パーマのかかった金髪をクルクルと指で巻きながら。

「あの魔人サリンジヤーがビルに押し入ったとの目もく撃げき情報もあるし、今ごろミゼルヒビィと壮そう絶ぜつな火花を散らしてるのかも」

『だとすれば貴重な戦せん闘とう映像だな』

「ムリムリムリですよぉ。ビルにそもそも入れないし、侵しん入にゆうできたって私みたいな弱小が近寄れる相手じゃないですしぃ」

　かたや始祖の末まつ裔えい。

　かたや先代女王を襲しゆう撃げきした魔ま人じん。

　戦いの巻きぞえになるのは、シャノロッテとて望むところではない。

「というわけで撤てつ収しゆうを提案しますが？」

『諦あきらめが早いな』

「戦略的撤退ですよ。ここで野次馬に紛れてても得るものは無さそうなので。現場からは以上ですっと」

　通信機を懐ふところにしまってきびすを返す。

　部下の待っている喫きつ茶さ店てんへ──

　向かおうとした矢先のこと、不意に、背後の雪と太陽スノウ・ザ・サンの方から慌あわただしい足音が近づいてきた。

「隊長こっちです！　この人ひと混ごみに紛れて郊外に出ます」

　少年らしき声。

　それと一いつ緒しよにいくつかの足音が真後ろまで近づいてきて。

「わ、わかってるけどすごい人ひと集だかりで……」

「大だい丈じよう夫ぶですか隊長」

「う、うん！　いいからイスカ君は先に走ってて！　一番ひどいケガしてるんだから早く手当てしに戻もどらないと────きゃっ！」

「わわっ!?」

　シャノロッテの背中に誰だれかが激げき突とつ。

　人集りのなかを駆かけ抜ぬけようとして、前方不注意のまま走ってきたせいだろう。ただ、弾はじかれたのは走ってきた気配の方だ。

　シャノロッテはもともと大おお柄がらで、帝国軍の隊長として鍛きたえ上げてきた。

　ぶつかってきたのは小柄な少女だろうか。

「わぁ、ごめんなさいねぇ。私ってば図ずう体たいが大きいってよく言われるから」

　子供かな。

　振り返って手を差しだそうとして──

「…………え？」

　その姿勢ポーズのままシャノロッテの笑え顔がおは凍こおりついた。そこにいたのは、色素の薄うすい青色の髪をした少女。可愛かわいらしい童顔に細身の肢し体たいも子供のソレである。

　だが。

　そんな見た目とは裏腹に、彼女が歴れつきとした成人であることをシャノロッテは知っていた。なぜなら密偵スパイとして帝国軍に従事していた時の──

「……ミスミス？」

「っ、ノロちゃん!?」

　こちらを見返してくる少女が、まったく同じように目をみひらいた。

　帝国軍の機構Ⅲ師所属、第九○七部隊ミスミス・クラス。かつての同どう僚りようで、女友達──を演じていた怨おん敵てきだ。
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〝ノロちゃん……本物の……ノロちゃん……は？〟

〝ははっ、あっきれた。シャノロッテ・グレゴリーは生まれも育ちもネビュリス皇庁よ。アンタと私が出会ってからもずっと本物は私一人ですけどぉ？〟




　なぜ？

　なぜ帝国軍の隊長がこの皇庁くにの、よりによって中央州に？

「ミスミス！」

　無我夢中で手を伸のばす。

　いったいどんな因果かも理解できないが、帝国軍の隊長は敵だ。その一心でミスミスの襟えり首くびに手を伸ばしたが。

「おい隊長ボス、こっちだ」

「う、うん！」

　誰かに呼ばれて我に返ったミスミスが、一いつ瞬しゆん早く逃にげだした。小柄な身体からだを活いかして、人混みのスキマをすり抜けるように遠ざかっていく。

　大柄なシャノロッテにはできない芸当だ。

「ま、待って。あの女を捕つかまえて！　帝国人よ！」

　誰一人として反応しない。

　まわりの雑ざつ踏とうにシャノロッテの声はかき消され、警務隊も雪と太陽スノウ・ザ・サンの騒そう乱らんを鎮しずめるのに手て一いつ杯ぱい。

　なす術すべもないままに──

　ゾア家の諜報員シャノロッテは、帝国時代の同僚の背を見つめていた。








Epilogue.1　『だからどうしてそうなるの!?』









「ふんっ。しぶとく生きてたか帝国剣けん士し」

　顔を見るなり、燐リンに舌打ちされた。

　ホテルの部屋に戻ったイスカがソファーで休んでいた矢先のこと。王宮から駆けつけてきた燐が、自分イスカに向かって紙かみ袋ぶくろを放り投げた。

「受け取れ」

「ちょ、ちょっと!?　ケガしてるって事前連れん絡らくしなかったっけ!?」

「火傷やけど用の消毒薬と包帯と、痛み止めの錠じよう剤ざいだ」

「……どうも」

　おとなしく紙袋を受けとめる。

　このホテルに来る前に医薬品店ドラツグストアで買ってきたのだろう。どれも封ふうの開いていない新品ばかり。

「あとで請せい求きゆうするからな」

「僕にっ!?」

「冗じよう談だんだ」

「……真顔で言わないでほしいんだけど」

　大きく溜ため息いき。

　一方の燐はといえば、リビングを一通り見まわして。

「ナミとシステアは無事だろうな」

「連絡したとおり元気だよ。いまは隣となりの部屋で着き替がえてる。ミスミス隊長がついてるし、もうすぐ戻ってくるんじゃないかな」

「わかった」

　頷うなずいた燐が、天てん井じようを見上げて腕うで組ぐみ。

「……アリス様にも報告した。シスベル様は見つからなかったが、従者シユヴアルツが地下一階に捕とらえられていたのを見つけたと」

「ああ、証しよう拠この写真も撮とってある」

「ならばアリス様も動けるはずだ。女王陛下に働きかけて強制捜そう査さに向かう。ルゥ家の従者がヒュドラ家に囚とらわれている──この事実が明るみになるだけでも当主タリスマンの牙が城じようを揺ゆるがすことに繫つながるだろう」

　ただし決定打にはなるまい。

　帝国軍を皇おう庁ちように呼び入れた黒幕がヒュドラ家である──最終的に、この真実が明るみにならなければ意味がない。

「ところで僕も一つ気になってたんだ。雪と太陽スノウ・ザ・サンの様子は？　テレビ中ちゆう継けいでも敷しき地ちの外しか映ってなかったけど」

「ビルの火災は鎮ちん火かした。星せい霊れい術じゆつは数分と経たたず消える。むしろ私からしたら、あれだけの火災がすべて星霊術だったという事実が驚おどろきだが」

「あの炎ほのお、ほぼすべて王女だろうね」

　当主代理ミゼルヒビィ──

　あの王女の『暁あかつきの軍勢』に炎の星霊使いがいた。イスカが初めて見るほど膨ぼう大だいな火力で、フロアを炎えん上じようさせたのだ。

「ミゼルヒビィとかいう王女、先にもっと情報がほしかった」

「ん？」

「デタラメなぐらい強かった。他人の星霊を強化するとかで済む話じゃないぞアレは」

「当然だ」

　何を今さら。

　燐の方はいたって平然な面おも持もちで。

「あのタリスマンが女王聖別儀礼コンクラーヴエに擁よう立りつしようとしている王女だ。将来的にはアリス様と女王の座を争うかもしれない女だからな」

「だったらなおさら──」

「太陽やつらが手を明かすものか。私やアリス様もミゼルヒビィの星霊の概がい要ようは知っていても、正確な手の内は知らなかった」

「……なるほど」

　ネビュリス皇庁の王家は、血で血を洗う骨肉の争い。

　女王の座をつかみ取るまで他の王家に有利な情報は流せない。星霊もその秘ひ匿とくの一つというわけだ。

「私からあと一つ。奴やつはどうした、ビルに侵しん入にゆうしたお前なら見たはずだろう」

「奴って？」

「サリンジャーに決まってる」

「……それなんだけど」

　燐にも伝わるよう、イスカは首を傾かしげてみせた。

「本当にあのサリンジャー？　何かの間ま違ちがいじゃなくて？」

「どういう意味だ」

「いや……従者システアが名前を言ったのは僕も聞いた。僕らが雪と太陽スノウ・ザ・サンの上層階に着いた時に、敷地で爆ばく発はつがしたのも事実だけど」

「出会ってないのか？」

「僕は、影かげも形も見てない」

　超ちよう越えつの魔ま人じんサリンジャーの容姿は頭に焼きついているし、あのビルで出で会くわせば見み逃のがすわけがない。

「何かの間違いじゃない？　別人じゃなくて？」

「むぅ……」

　今度は燐が顔をしかめる番だ。

「たしかに奴の関かん与よについては女王様も疑問と仰おつしやっていた。雪と太陽スノウ・ザ・サンの監かん視しカメラから映像データを取りだせばわかることか……まあいい。ところで」

　そして渋しぶい表情のまま身体を半回転。

「先ほどから気になっているのだが、あの二人は何をしている？」

　後方のテーブル。

　燐が振ふり返った先で、音ネ々ネとジンが何かを黙もく々もくと作業中だ。二人ともあまりに集中していて、イスカと燐の会話も届いてない。

「ジン兄ちゃんまだ？」

「急せかすな。無理やりこじ開けるんだから、衝しよう撃げきで中身がぶっ壊こわれたらお終しまいだろ」

　ジンが握にぎっているのは太陽を模したイアリング。

　針のように細いドライバーの先せん端たんをその金具に差し込んで、ゆっくりと蓋ふたをこじ開けている最中だ。

「イスカ、だからあの二人は何をしている？」

　燐が顔をしかめたのと同時、後方の二人が声を上げた。

「よし開いた」

「わっ、さすがジン兄ちゃん！」

「さて中身は……ああ、まあ予想どおりのメモリチップか。何を記録した集積回路か知らねぇが、音々任せた」

「あいよー。あとは任せて」

　小指に乗るほど小さく薄うすいチップを受けとった音々が、慎しん重ちような手つきで小型端たん末まつに挿そう入にゆう。モニターに表示される文字列を凝ぎよう視しして。

「んー……」

「どうだ？」

「音々の経験だけど、ヤバそうな暗号化ファイルが二つ。これは司令部の解かい析せき班にお願いしないと難しいかも。今すぐ開けるのは一つだけかな」

「その一つは暗号化されてねぇのか？」

「うん。一つだけファイル作成者が違うの。誰だれかから太陽ヒユドラが受けとったばかりのデータで、すぐ消すつもりだったんじゃないかな」

　ジンと音々が見つめるモニター。

　そこに映っていたのは大陸地図だ。

　ネビュリス皇庁の中央州から出発した矢印が、動画として、一直線に皇庁の国境に向かって動いている。

「音々、この矢印についてる数字は何だ。一と〇の二進法なのはわかるが」

「日付と時刻かも？　だとしたら中央州ここを出たのが昨日の夜で、今朝に国境の外に出てるよね。この速さは飛行機だから何かを空輸したのかな」

「ん。おい音々、この矢印、帝てい国こく領土に入ってねぇか」

　ジンの呟つぶやき。

　その瞬しゆん間かん、燐が弾はじかれたように目をみひらいた。

「ま、待て!?　私が確かく認にんする……！」

　ジンと音々の間に割って入る勢いでモニターに顔を近づける。そこに映る地図と矢印を、瞬まばたきも惜おしんで凝視して。

「……ありえない」

　燐の唇くちびるから漏もれる、擦かすれた声こわ音ね。

「中央州のこんな場所に、飛行場は存在しないはずだ」

「え!?　で、でも？」

「この矢印の発生点はヒュドラの私有地だ。そこから個人機を飛ばしたとすれば、奴らが国境の外に運びだしたのは……まさか……」

　雪と太陽スノウ・ザ・サンに従者シユヴアルツがいて、シスベルはいなかった。

　そしてちょうど昨日、「何か」を載のせた飛行機が皇庁から飛び立った。

　状じよう況きようを考えれば──




　第三王女シスベルは、帝国領へと移された。




　この場の誰もが押し黙だまる。

　推測ではなく、これはもはや確信に近い。

「……一手遅おそかった」

　燐が、唇を嚙かみしめながら。

「あのビルで従者シユヴアルツを見つけたことで、太陽ヒユドラの拠きよ点てんを総ざらいに捜そう索さくする口実ができた。……ならば捜索が入る前に国外に移してしまえと、あの男タリスマンめ」

「矢印の行き先は帝都じゃなさそうだな。帝国の僻へき地ちも僻地だ」

　ジンが溜息。

「俺らからすりゃ帝国は実家当然だ。ただ帝国領に入った魔女シスベルを解放するとなると俺らの立場も危あやういぞ。一年前のイスカみたく国家反逆罪だ」

「────」

　どうするんだ？

　ジンが無言で促うながす目の前で。ぎりっ、燐が奥歯を嚙みしめた。

「シスベル様の救出は絶対だ。それは譲ゆずれない」

「そいつはわかってる。だが帝国人オレらからすると、帝国領で今回みたいな侵入作戦はできない。それは帝国への謀む反ほんになる。そうだな隊長ボス？」

「……う、うん。アタシも直接的な協力は難しいと思う」

　ミスミス隊長、そして音々が弱々しく頷うなずく仕草。

　第九○七部隊イスカたちにとって皇庁は敵地だ。

　敵の拠点で暴れることは帝国への謀反にならないから、今まではシスベルやアリスとの交こう渉しようも成立した。

　だが次は違う。

　……第九○七部隊ぼくらにも立場がある。

　……シスベルの救出だからって、帝国の施し設せつで暴れるようなことは絶対できない。

　あの男タリスマンはそこまで計算していたのだ。

　帝国領にシスベルを運びだすことで、ネビュリス女王はおろか、帝国兵のイスカたちも手出しができない。

「一つだけ──」

　沈ちん黙もくを続けていた燐が、苦く渋じゆうの面持ちで顔を上げた。

「私から一つ提案がある。ミスミス隊長」

「は、はいっ!?」

　燐に突とつ然ぜんに名指しされて、女隊長の声がひっくり返った。

「シスベル様の奪だつ回かいには至らなかったが、当初の交渉どおりお前たちを皇庁から釈しやく放ほうする。そのかわり最後の交渉を吞のんでもらう」

「な、何です？」

「我々が尾び行こう役の密偵スパイをつける。お前たちはその密偵スパイに気づかず帝国領に帰き還かんしろ」

「…………はい？」

　ミスミス隊長の目が点になった。

　自分たちを尾行する密偵スパイをつける。これは皇庁の立場としてあり得うる話だ。

　だが気づかずとは？

　気づかせたくないなら、なぜ密偵スパイの存在を公言するのだろう。イスカと音々が顔を見合わせて首を傾げる中で──

「そういうことか」

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき主しゆが、わずかに苦く笑しようしてみせた。

「わかった。確かに俺らの立場でできるギリギリの妥だ協きよう点だ。ただし、それが正しよう真しん正しよう銘めい、互たがいの最後の交渉だ」

「理解したか」

「──ようするにこういうことだ」

　ジンがふり返った先は、イスカたち。

「俺らは皇庁ここを出て帝国領に戻もどる。ここまでは話の流れだが、帝国領に入ってから帝都に戻るまでに、俺らは偶ぐう然ぜん、シスベルの連行先にあたる施設の前を通りすぎる。俺らを追ってきた密偵スパイがそこでシスベルを見つけるって流れだろ」

　自分たちはただ帝都に帰還する。

　アリス側の密偵スパイがその後を追って帝国領に入ったところ、偶然、シスベルが捕つかまっている施設を見つけたという筋書きシナリオ。

「あ……なるほど」

　イスカもようやく合点がいった。

　自分たちは手を出さない。アリス側の密偵スパイがついてくるのを黙もく認にんするのみ。

「隊長ボス、どうだ？」

「……ギリギリの範はん囲いだと思う。これを認めないと皇おう庁ちようから出れないっていうのも込こみで、何とか受け入れられる限界一いつ杯ぱい」

　まだ戸と惑まどいながらも、ミスミスが燐へとふり向いた。

「でも燐さん。アタシたち、その密偵スパイがシスベルさんの救出に失敗しても関与できないよ。勝手についてくるのを黙認するのが精一杯。それ以上は帝国を裏切れない……」

「それ以上は求めん。こちらが勝手に動く」

　燐が、すぐに通話機を取りだした。

「アリス様が頷うなずきさえすれば交渉成立だ。────アリス様、お忙いそがしいところ申し訳ありません。報告です、シスベル様の連行先について」

　緊きん張ちよう気味に主アリスに告げる従者リン。

　イスカたちの見守るなか、幾いく度どとなく応答が交かわされて。

『……事情は理解したわ』

　通話機から、アリスの微かすかな声。

『燐、あなたの交渉通りに進めましょう。妹シスベルは絶対に取り返す。本当ならわたしが今すぐ飛びだしたいくらいだけど……』

「この状況下でアリス様に動かれては困ります」

『ええ。それこそ太陽ヒユドラの思う壺つぼよ。女王を一人にはできないわ』

　そう応じるアリスの声には──

　イスカのみが知る、王女としての確かな威い厳げんが込められていた。

『わたしは王宮ここに留とどまる。妹シスベルの救出は、信しん頼らいできる配下に託たくしましょう』

「はっ。ただしアリス様、この密偵スパイの責務は極きわめて重大です。此この度たびの事情を熟知した上で、帝国の施設からシスベル様の救出ができる者となると──」

『よろしくね』

「……はい？」

　燐がきょとんと瞬き。

　喩たとえるなら空飛ぶクジラでも見たかのような、ぽかんと茫ぼう然ぜん自じ失しつのまなざしで。

「アリス様、あの、いま何と？」

『大事な妹の身よ。わたしが信頼する部下にしか託せないわ』

「そ、それは承知です！　ただ私の発案は……たとえば女王様の護衛とか、手の空いてる王宮守護星とかを想定したもので……」

『だめよ』

　主あるじの答えは、残ざん酷こくだった。

『帝国部隊かれらにつく密偵スパイには条件があるわ。それは帝国部隊かれらを知っていること。名目上は尾行でも実際には同行するわけだから、互いに顔を見知ってないとね』

「────」

　燐の顔色がみるみると蒼そう白はくになっていく。

　そう。主アリスのいう条件に合う者など、皇庁に一人しか該がい当とうしないのだ。

「……あのアリス様」

『何かしら？』

「ご存じのとおり私は帝てい国こくが大だい嫌きらいで、世界地図で帝国領を見るだけで鳥とり肌はだが立つくらいですし、そんな私が帝国領なんかに入ったら……」

『さあ行くのよ燐！』

　主アリスが高らかに叫さけんだ。

『妹シスベルを奪回するためにイスカと共に帝国へ行くの。これはあなたにしか出来ない栄えい誉よある使命よ！』

「嫌いやですぅぅぅぅぅぅぅっ!?」

　顔を真っ赤にした燐の悲鳴が、ホテルのリビングにこだました。








Epilogue.2　『この世で最も激しき憤ふん怒ぬよ』









　空よりも青い地下──




　ネビュリス王宮、隔かく離り区画。

　天然の鍾しよう乳にゆう洞どうを利用した巨きよ大だいな地下通路に、水の跳はねる音がこだまする。

　青の地底湖。

　滾こん々こんと湧わきでる水は透すきとおり、青い輝かがやきはそんな湧き水のさらに下から生まれていた。地下から噴ふきだす青色の星せい霊れいエネルギーが地底湖の水を通過して、それによって地底湖が鮮あざやかな青色に見えるとされる。

　コツッ。

　そんな凹おう凸とつだらけの斜しや面めんに、硬かたい靴くつ音おとが響ひびきわたった。

　地底湖の水面を渡わたる橋を進んでいく足音。行きつく先には、巨大な硝子ガラスの棺ひつぎが聳そびえ立つように保管されていた。

　その透とう明めいな棺の中には、わずか十三、四歳であろう少女の姿が──




「始祖様」




　その少女に向けて一礼したのは仮面の男。

　二人の側近だけを従えて、ゾア家当主代理たる仮面卿きようは、ゆっくりと硝子の棺に向けて進んでいった。

「時が来たのです。あなたの目覚める機が訪おとずれようとしている」

　少女を見上げる。

　赤しやく銅どう色に日焼けした肌はだに、ウェーブがかった真しん珠じゆ色の髪かみ。眠ねむりについた相そう貌ぼうはまだ幼く、愛らしくもある。

　だが──

　この一見愛らしい少女の胸中に、この世で最もおぞましき怨えん嗟さの念が眠っていることを仮面卿は知っていた。

　始祖ネビュリス。

　かつて帝都を火の海に変えた最古最強の星霊使い。帝国は星霊使いを魔ま女じよと呼び畏おそれているが、「大魔女」と呼ばれる者はこの始祖をおいて他ほかにいない。

「現女王を筆頭にルゥ家寄りの家臣たちは反対しているが、なに、外そと堀ぼりを埋うめる策は幾いくらでもある」

　棺を封ふうじる金属錠じようの一つを外す。

　さらにもう一つ。次々と金属錠を外し、外し終えた錠を眼下の地底湖へと投げ入れる。

　最後の一つ。

　女王の徴しるしが施ほどこされた金属錠を見下ろして、仮面卿は小さく嗤わらった。

「この世で最も激しき憤怒だ。帝国を滅ほろぼすための」




　始祖とその末まつ裔えい──

　最いや先さきと最いや後はての魔女たちが入り乱れる、混こん沌とんの新時代へ。








あとがき









　魔ま女じよ狩がりの日から一夜明けて──




『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（キミ戦）、８巻を手に取って頂きありがとうございます。

　今巻のテーマは「予兆」。

　７巻で巻き起こった使徒聖VS純血種の戦いを経て、帝てい国こくと皇おう庁ちようそれぞれに新時代を予感させる変革が起きつつあります。

　帝国には、捕とらえられた始祖の末まつ裔えいたちが運びこまれ──

　一方の皇庁では、太陽ヒユドラの王女が参戦です。

　これで星ルウ・月ゾア・太陽ヒユドラそれぞれの王女が名乗りを上げたということで、次代の女王を賭かけた女王聖別儀礼コンクラーヴエの動向も乞こうご期待です！

　そして次回。

　いよいよ「帝国禁断編」へ。

　シスベルを追いかけて帝国に戻もどった第九○七部隊イスカたちが目にしたものは……ということで、遂ついに帝国の秘密に触ふれることになるのかなと。

　ここからも全力で突つき進むので、ぜひぜひご期待くださいね！

（シスベル派の皆みなさまもご期待ください）




　さてさて。

　本編のお話はここまでにしつつ、お知らせを。

　先々月『ファンタジア文庫大感謝２０１９』にて正式発表がありましたとおり──

『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』

　テレビアニメ化決定です！

　詳しよう細さいは今後になりますが、まずはこうして第一報をお届けすることができて本当に嬉うれしいです。もともと『キミ戦』は細さざ音ねのデビュー十周年に始めた物語で、刊行時からすごく思い入れがあった分やっぱり感かん慨がい深いなあと。

　発表当日にお知らせした細音のツイッターも過去最大規模の反はん響きようがあって……改めて、『キミ戦』は幸せな物語だなと感じました。

　本当に本当に、ありがとうございます。

　もうしばらくしたら、アニメの続報もご報告できたらいいなあと。

　細音のツイッター（https://twitter.com/sazanek）でもこまめにお知らせするので、よければ時々ご覧くださいね！




　またメディアミックス関連ということで、okama先生作画の『キミ戦』コミック３巻も、この小説８巻と同月刊行です。

　フェア特典もあるので、公式ツイッター等をぜひぜひご覧くださいませ。

　あとがきを書いているのがフェア前なので恐きよう縮しゆくですが、この小説８巻が本屋さんに並ぶ頃ころには細音もツイッターでお知らせできているかなと！

（未来の自分に託たくすのもふしぎな感覚ですが……）




　そして同時並行シリーズのことも──

　今回は『キミ戦』のアニメ化決定だったのですが、それと同時に、すごく沢たく山さんの方から「他ほかのシリーズも応おう援えんしています！」という声を頂いて……これもすごく嬉しかったので、この場でお礼をさせてください。

　今まで長編シリーズをいくつか書いてきたのですが、『キミ戦』だけでなくどの物語も一つ一つ大切に頑がん張ばれたらいいなと思っています。

　ぜひぜひ、こちらの物語も応援して頂ければ嬉しいです！




▼『なぜ僕の世界を誰だれも覚えていないのか？』（『なぜ僕』）

　小説７巻まで刊行中。（８巻ももうじきお知らせできるはず！）

　コミカライズが、月刊コミックアライブにて連れん載さい中。

▼『世界の終わりの世界録』

　小説全10巻。

　コミカライズが、月刊コミックアライブにて連載中。

　どちらのコミックも『ニコニコ静画』『コミックウォーカー』で無料公開されています。楽しんでもらえますように！




　さて最後に。

　今回の『キミ戦』アニメ化決定にあたって、ファンタジア編集部をはじめ多くの方から多大なご協力を頂きました。

　この場を借りて、そのお返しをさせてください。

　──前担当Ｋさま。（『キミ戦』企き画かく立ち上げ）

　本当にありがとうございます。先日のファンタジア大感謝祭の発表もなんと会場に来てくださって、すごく嬉しかったです。

　自分自身まだドキドキですが、見守って頂ければと！

　──現編集長Ｓさま。

　『キミ戦』の立ち上げからお世話になった当時の編集長が交代されると聞いて、これは大変な事になったなあと思っていたものの……Ｓさんが新編集長と聞いた時には心の底からほっとしました。そして嬉しい意味でびっくりしました（笑）。

　改めて、よろしくお願いいたします。

　※細音の歴代シリーズをご存じの方は、『氷結鏡界のエデン』・『不完全神性機関イリス』の担当編集さんといえばピンと来るかも？

　──現担当Ｙさま。

　ファンタジア大感謝祭、そして日々のキミ戦のことで大変お世話になっています！

　おそらく細音が今一番お世話になっている方であり、誰よりもキミ戦関連でお忙いそがしいことかと思います。アニメ化に向けて長丁場ではありますが、これから先も一いつ緒しよに走って頂けたら嬉しいです！

（あ、でもどうかご無理のない程度で）

　──イラストレーターの猫ねこ鍋なべ蒼あお先生。

　ファンタジア大感謝祭の、アリス和服verめちゃくちゃ素す敵てきでした！

　キミ戦８巻のミゼルヒビィ表紙が超ちよう美び麗れいで、口絵やモノクロも届くたびにわくわくしながら拝見していました。ちょっと気が早いですが、猫鍋蒼先生の手がけられたイスカやアリスが動きだす瞬しゆん間かんが今から待ち遠しいです！

　あとは、そうですね。

　アニメスタッフの方々も紹しよう介かいしたいのですが、それはまたのお楽しみに。




　さて、あとがきも終しゆう盤ばんです。

　次回、『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』第９巻。

　剣けん士しイスカと魔ま女じよ姫ひめアリスの物語──

　二人の舞ぶ台たいは帝国へと移り、さらに加速していきます。物語の今後にも大きく関かかわってくる秘密と出会いに（そして燐りんの帝国冒ぼう険けん記？にも）、こうご期待です。




　それでは──

　２０年冬の『なぜ僕』８巻で。

　同じく２０年の初春の『キミ戦』９巻で、お会いできますように。








秋の終わりのお昼に　細音啓けい






























キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じよう、あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん８








細さざ音ね　啓けい
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